
拓殖大学
創立百周年記念写真集
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拓殖大学は２０００年からの新たな出発を機会に、建学の理念と

校歌の精神を基に新しいシンボルマークを制定した
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新たな飛躍のとき
理事長

藤渡 辰信

待望の創立百周年を迎え、ここに本学のこれまでの歩みを写真集として刊行できま

すことは、関係者の一人として御同慶の至りであります。

本学では「建学理念の再生・再構築」と「伝統への回帰」をテーマとして、平成７

年（１９９５年）に学内に百周年に関する各委員会を設置し、今日まで一連の記念事業を

推進してまいりましたが、関係各位のご協力とご支援によりいずれも大きな成果を収

めることができました。

この写真集は、その記念事業の一環として、資料の収集・保存を目的にしたもので、

これに掲載されたものはその中のごく一部ではありますが、これにより歴史の中に埋

没し、人々の記憶の中から風化していく先人の足跡を、貴重な資料として遺すことが

できました。

わが拓殖大学の存在は未来永劫であります。したがってこの百周年は、本学がこれ

まで歩んできた一世紀を検証し、総括すると同時に、次の１００年に向けての新たなる

出発点でもあります。新しい世紀を視野に入れた本学のビジョンや戦略もまたその延

長線上に構築されねばなりません。

わが国の大学にとって２１世紀が生き残りを賭けた熾烈な生存競争の時代になるのは

言うまでもありませんが、その戦いを勝ち抜くには、国内外のニーズに対応できる新

しい大学の再構築が焦眉の急務であります。そのために早くから本学は自己評価・点

検に取り組み、それぞれの領域で改革を進めてまいりました。しかし今なお途遠く、

もっとドラスティックな改革を根気強く続行しなければ、決して未来に明るい展望を

切り開くことはできないでしょう。

今回の写真集刊行と、その基となった資料収集により、あらためて先人の志を受け

継ぎ、われわれはこの百周年を機に不退転の決意で試練の２１世紀に果敢に立ち向かい、

名実共に世界に開かれた国際大学づくりに邁進いたさねばなりません。

創立百年にあたって
総長

小田村 四郎

拓殖大学は、平成１２年を以て創立百周年を迎えました。
台湾が我が国の領土となって間もない明治３３年（西暦１９００年）、「台湾及南清地方ニ

於テ公私ノ業務ニ従事スル」人材を養成するため設立された「台湾協会学校」が本学
の起源です。初代校長は第一次桂内閣の首相として日露戦争を勝利に導いた桂太郎公
爵で、激務の傍ら校長として本学の基礎を築きました。
この明治３３年という年は、内では三国干渉の屈辱下に国民は「臥薪嘗胆」して国力

の充実に専心し、外では西に義和団の乱（北清事変）あり、北に「アムール河の流血」
あり、南に孫文の「恵州起義」あり、まさに「今や東洋の天地は惨怛として暗雲四辺
を籠め、人々腕を扼えて壯挙を思ふの時」（河合弘民）でした。やがて勃発した日露戦
争では、在学生、卒業生９６人が従軍通訳として勇躍各地に転戦し、多大の功績を挙げ
ました。以後、日本の発展とともに、本学卒業生の進路は台湾地方に止まらず、朝鮮、
満洲からアジア全域に拡がりました。
本学の業績は畏くも天聽に達し、明治４５年、明治天皇より恩賜金下賜の御沙汰を賜

りました。桂校長以下、恩命に恐懼感激して「恩賜記念講堂」を建設し、永くこの光
栄を記念いたしました。また、昭和に入ると日露戦劈頭に挺身戦死した「烈士脇光三
碑」、日露役以来の戦死学友を祀る「拓殖招魂社」が建立され、本学の心のふるさと
となりました。これらはいずれも現在八王子の校地に再建されています。
この間、本学は大学令改正に伴い、大正１１年正規の大学に昇格し、校名を「東洋協

会大学」として歴代学長のすぐれた指導下に充実した教授陣を整備し、学生もまた海
外雄飛の志に燃えて文を修め武を練り、質実剛健の独特の校風を形成して来ました。
まさに本学の発展と卒業生の活躍は、国家の運命と栄辱を共にして来たと言えます。
しかし大東亜戦争の敗戦は、本学にとって物心両面で大きな打撃となり、一時は廃

校の危機にまで曝されました。しかし関係者全員の必至の努力によってこれを乗越え、
新たに八王子地区に広大な敷地を確保し、教学内容も逐次充実して今日に至っており
ます。また卒業生も南米各国をはじめ全世界に活躍の舞台を拡げて参りました。
このように本学の百年は、国家の百年と同様、波乱万丈の歴史を刻んで参りました。

この写真集は、その一端を集録したものですが、これによって先人の苦闘の跡を偲ん
で頂ければ、これに過ぎる喜びはありません。
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創立百周年記念式典

本学創立百周年を記念する「拓殖大学創立百周年

記念式典」が平成１２（２０００）年１０月２４日H、ホテル

ニューオータニに天皇、皇后両陛下をお迎えして開

催された。

午前１１時から始まった記念式典は、大島理森文相

や本学元総長の中曽根康弘元首相らが出席した。式

では藤渡辰信理事長が「（本学は）国際大学としての

実績を遺憾なく発揮し、２１世紀の国内外のニーズに

率先して応えなければならない大きな使命と責務が

あると痛感し、自負するものであります」と挨拶し

た。続いて大島文相が「創立百周年を契機として、

これまで培われた国際教育の伝統と実績をもとに、

その特色、真価を発揮し、今後さらに一層の充実発

展を遂げられますよう祈念いたしまして、お祝いの

言葉といたします」と祝辞を述べられた。

続いて天皇陛下が壇上に進まれ、「（拓殖大学）校

歌には青年の海外雄飛の志と共に『人種の色と地の

境 我が立つ前に差別なし』とうたわれています。当

時多くの学生がこの思いを胸に未知の世界へと大学

を後にしたことと思われます」と本学の歴史を回顧

された上で「この大学から、国内においてはもとよ

り、開発協力を始めとする様々な分野で世界を舞台

に活躍する人々が数多く送り出されていくことを期

待しております」とのお言葉を賜った。

午後からは祝賀会が催され、卒業生や海外で提携

する大学の関係者ら約２，０００人が参加し、小田村四郎

総長らが関係者と鏡開きなどを行い百周年を盛大に

祝った。

記念式典 式次第
ホテルニューオータニ 「芙蓉の間」
午前１１時００分～午前１１時４５分

天皇皇后両陛下ご臨席

開会の辞 拓殖大学 常務理事 佐野幸夫

国家斉唱

理事長式辞 拓殖大学 理事長 藤渡辰信

総長挨拶 拓殖大学 総長 小田村四郎

来賓祝辞 文部大臣 大島理森 殿

来賓祝辞 日本私立大学連盟代表 栗田 健 殿

海外提携校紹介

来賓祝辞 海外提携校学長の代表者 スペイン・サラマンカ大学 学長

イグナシオ・ベルドゥーゴ・ゴメス・デ・ラ・トーレ 殿

来賓祝辞 拓殖大学元総長 中曽根康弘 殿

卒業生代表祝辞 拓殖大学学友会会長 沼尻 直 殿

校歌独唱 ソプラノ歌手 藍川由美

天皇陛下のお言葉

御礼言上 拓殖大学 理事長 藤渡辰信

閉会の辞 拓殖大学 学長・理事 坂田 勝

天皇皇后両陛下ご退席
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挨拶 小田村四郎 学校法人拓殖大学総長

来賓祝辞 栗田 健 日本私立大学連盟代表

来賓祝辞 大島理森文部大臣

来賓祝辞 中曽根康弘 学校法人拓殖大学元総長
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卒業生代表祝辞 沼尻 直 拓殖大学学友会長

校歌独唱 ソプラノ歌手 藍川由美 ピアノ 岡田知子

来賓祝辞 海外提携校代表 サマランカ大学
マリア・ホセ・イダルゴ・デ・ラ・ベーガ副学長

天皇陛下のおことば

拓殖大学創立百周年に当たり、海外からの参列者を含む大勢の関

係者と共に、この記念式典に臨むことを、誠に喜ばしく思います。

拓殖大学は、前世紀最後の年に当たる明治三十三年、台湾の開発

と殖産興業の発展に貢献できる人材の育成を目指し、桂太郎校長の

下に台湾協会学校として設立されました。

校名が拓殖大学となるのは、第一次世界大戦が終わって間もない

大正七年のことでありますが、そのころ作られた校歌には青年の海

外雄飛の志と共に「人種の色と地の境 我が立つ前に差別なし」と

うたわれています。当時多くの学生がこの思いを胸に未知の世界へ

と大学を後にしたことと思われます。

第二次世界大戦後、日本と日本を取り巻く環境は大きく変わりま

した。しかし、「積極進取の気概とあらゆる民族から敬慕されるに

値する教養と品格を具えた有為な人材の育成」という建学の精神は

今日に生きるものであり、日本が今後ますます国際社会の平和と繁

栄に貢献していくためにも、この大学から、国内においてはもとよ

り、開発協力を始めとする様々な分野で世界を舞台に活躍する人々

が数多く送り出されていくことを期待しております。

この百周年の機会に、拓殖大学の関係者が過去に学び、良き未来

を目指して、大学を更に発展させていくことを願い、お祝いの言葉

といたします。
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御礼言上

拓殖大学理事長 藤渡 辰信

唯今天皇陛下より親しくお励ましのお言葉を賜り大学関

係者一同これに勝る喜びと感激はございません。これから

は賜りました有り難いお言葉の一つ一つをしっかりと胸に

きざみ、また、陛下にお取り上げ戴きました本学の校歌の

中に詠われております「人種の色と地の境 我が立つ前に

差別なし」という人類の大理想を掲げ、建学の理念の具現

化に向かって全学を挙げて精進努力を重ねて参る所存でご

ざいます。

茲に両陛下に対しまして、学校法人拓殖大学を代表致し

謹んで衷心より御礼を言上申し上げる次第でございます。

誠にありがとうございました。

閉会の辞 坂田 勝 学校法人拓殖大学学長

天皇皇后両陛下ご退席
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会場入口 デコレーション

記念式典 受付

記念祝賀会

記念祝賀会 式次第
ホテルニューオータニ 「鶴の間」
午後０時３０分～午後２時３０分

開会の辞 拓殖大学学長・理事 坂田 勝

校歌斉唱 拓殖大学吹奏楽部演奏

理事長挨拶 拓殖大学 理事長 藤渡辰信

総長挨拶 拓殖大学 総長 小田村 四郎

名誉博士紹介 ５氏

名誉博士代表祝辞 サヒドグループ会長 スカムダニ・S・ギトサルジョノ 殿

来賓祝辞 拓殖大学海外学友会代表 台湾連合会会長 黄 櫻楚 殿

学生代表祝辞 菊田大輔 商学部４年経営学科

鏡開き 来賓代表・拓殖大学代表 １５人

ファンファーレ 拓殖大学吹奏楽部演奏

乾杯 日本私立学校振興・共済事業団理事長 國岡昭夫 殿

祝宴・歓談

万歳三唱 拓殖大学 顧問 桂 廣太郎

閉会の辞 拓殖大学事務局長・理事 橋本 紀二六
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会場「鶴の間」をうめつくした参会者

開式の辞 坂田学長

校歌演奏 吹奏楽部（指揮 大木孝雄）

校歌斉唱
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祝辞 名誉博士代表 スカムダニ・S・ギトサルギョノ インドネシア
共和国 サヒドグループ会長

挨拶 藤渡理事長

挨拶 小田村総長 学生代表

「海外提携機関関係者」

来賓祝辞 拓殖大学海外学友会代表 黄櫻楚 台湾連合会会長
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鏡開き

乾杯 國岡 昭夫
日本私立学校振興・共済事業団理事長

２１世紀に向かう拓殖大学の新しいシンボルマークのデコレーション

百周年記念屋外表示（平成１２年）

地下鉄 茗荷谷駅

文京キャンパス

八王子キャンパス

八王子キャンパス 通勤バス
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創立百周年記念事業

創立１００周年を迎えて、建学の理念を再確認して次の世紀に向けて本学を再構築するために、以下の基本方針の基に

様々の創立百周年記念事業を展開した。

１．２１世紀を展望しつつ伝統に回帰して建学の理念を再確認する

２．記念式典を厳粛に遂行する

３．各種の記念事業の実施

４．モニュメントとなる建造物の建設

５．２１世紀の国際大学として発展するための教学システムの確立

６．日本国民として世界の発展と平和に寄与する人材養成のための新学部の創設を含む学部学科の再編成の検討

７．百周年を迎えるための教職員並びに拓大関係者の全学的協力体制の確立

創立百周年記念事業と平行して教育研究の成果を上げるために、先端工学研究センターや学生交流会館の建設など

施設の整備拡充と同時に、国際交流基金、留学生基金の拡充による海外との教育研究交流、高度な大学院教育の充実、

研究所の改善、教育研究用ネットワーク環境の整備拡充など様々の施策を進めてきた。

記念事業の推進と教育環境の整備改善を図るために、多くの方々のご理解とご支援を得て平成８年から１３年３月ま

で事業資金の募集を行い多大のご協力をいただいた。

管理研究棟から望む恩賜記念館正面

創立百周年記念建物「恩賜記念館」
本学は、明治４５（１９１２）年、金壱万円のご下賜

金を賜り、これを記念して「恩賜記念講堂」を

建設した。

その後、昭和２０（１９４５）年に空襲のため罹災し

たものの戦後いち早く復旧したが昭和４０（１９６５）

年、文京キャンパスの施設を拡充するため恩賜

記念講堂は解体を余儀なくされた。

それ以来、全国の学友から同講堂再建への強

い要望が寄せられていた。創立百周年を記念し

て、同講堂の復元構想がまとまり、平成１１（１９９９）

年１月着工、同年１１月、八王子キャンパスに「恩

賜記念館」として甦った。平成１２（２０００）年４月

２３日、竣工式が文京キャンパスから移設した桂

公の銅像除幕式と共に執り行われた。

本記念館は、鉄筋コンクリート造り一部２階

建て銅板葺陸屋根、延べ床面積が１３７５．１１m２（約

４１６坪）。建物の正面中央部分は往時の姿そのま

まに再現されており、重厚な雰囲気を現在に伝

えている。正面にある創立者桂太郎公の銅像、

正面上部の館名板は、当時の恩賜記念講堂から

移設したものである。歴史資料室には、本学の

創立者、桂太郎公を始め、歴代の総長の筆によ

る書及び歴史的資料が展示されている。

この恩賜記念館は建学の原点に立ち返って

１００年の歴史を継承し、２１世紀に向かって新た

な歩みを踏み出す拓殖大学不滅のモニュメント

である。

庭園

南西方向から見る恩賜記念館

記念館の池
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恩賜記念館竣工式・除幕式

竣工式

除幕式

歴史資料室

ロビー

恩賜記念館図面
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国際開発学部の新設

建学の理念と１００年にわたる「拓殖」の学統を継承し、

諸外国への人的知的支援の充実を図る開発協力学科・ア

ジア太平洋学科の２学科で構成する国際開発学部を平成

１２年４月設置した。

右の新学部棟は、平成１１年３月起工、１２年２月に工事

が完了し、３月１７日修祓式を行った。鉄筋コンクリート

造り、床面積５，３８８．８３平方メートル

学生国際交流事業
本学の国際主義が「実地」に基づくことを象徴する学

生海外交流事業を実施した。この事業は平成８年に実施

企画の検討に着手し、同１０年８月から１２年３月まで世界

各地で実施された。

世界５大陸に派遣し、現地大学生との交流、日本文化

の紹介、海外在住OBへのインタビューなどを通じて、

２１世紀における諸外国と日本との関係、国際交流のあり

方について理解を深めることを目的に行われた。同時に

交流地域で世界学生意識調査を行い、１，６５０件のアン

ケートを回収、報告書にまとめた。

＜世界学生意識調査実施＞
世界の多様な生活領域における青年の価値観や信条を調査し、
相互に比較することによって、日本と諸外国の青年の意識や行動
様式に関する客観的な認識を深めることを目的に、交流地域で「世
界学生意識調査」を行った。この調査の成果は、「世界のあらゆ
る民族、人種との共存と相互信頼関係を実現する人材の育成」を
教育目標とする拓殖大学にとって、その実現に必要な現実認識力
と理解力、実践力を備えた人材を育成するためのもっとも基礎的
な資料として役立つものと期待されている。

■ブラジル派遣団
平成１０年８月３１日～９月１４日 学生 森崇雄ほか９人
団長：高橋晃平・北海道短期大学教授 随行：井上康信学生主事
室長
サンパウロ市で開催された本学学友会の汎アメリカン支部長会議
にも出席し、サンパウロ市に集まった計６カ国のOBたちのほか、
ベレン市やマナウス市などブラジル各地のOBを訪問、インタ
ビューした。

■インドネシア・マレーシア派遣団
平成１２年２月１０日～２月１９日 学生 宮崎雄仁ほか８人
団長：吉野文雄・海外事情研究所助教授 随行：岸澤輝明学生主
事 廣瀬安俊経理課員
マレーシアでは、国際イスラム大学を視察、世界各国からの留
学生と交流が行われた。
インドネシアでは、ダルマ・プルサダ大学で地元学生の流暢な日
本語に出迎えられ、活気ある日本語の授業を見学。「海外雄飛」を
実践した先輩から活きたアドバイスをいただいた。

■台湾派遣団
平成１１年２月２８日～３月７日 学生 浜中英輔ほか留学生３人を
含む１４人
団長：高橋敏夫・商学部教授・学部長 随行：大堀正明学生主事
岩崎紀子人事課員
各地のOBたちと懇談。教育省や東洋協会が創立した開南商工
高校を表敬訪問。東呉大学では、茶や合気道、神楽などの日本文
化を披露し、学生同士の交流理解を深めた。さらに、国立国家図
書館で、本学に関する歴史的資料の調査、収集に当たった。

■北米A班派遣団
平成１１年９月１日～９月１１日 学生 河田崇裕ほか９人
団長：郡荘一郎・政経学部教授 随行：松永和久学生主事 上條
聡視八王子管財課員
シアトルのセントラル・ワシントン大学を訪問、ロサンゼルス
では主としてOBへのインタビューに時間を割き、メキシコでは、
メキシコ国立自治大学を訪問。

■北米B班派遣団
平成１１年８月３１日～９月１１日 学生 安井久美子ほか８人
団長：渋谷昇・工学部教授 随行：野村貴学生主事 古島達弥就
職課員
ワシントンでは、メリーランド大学ボルチモア郡校を訪問し、
学生に折り紙などの日本文化を披露、ニューヨーク・ロサンゼル
スでは、OB宅へホームステイ、世界に広がる拓大人脈の絆の強
さを実感した。カナダのバンクーバーでは、ランガラカレッジを
訪問し、交流会を行った。

■韓国派遣団
平成１１年８月２６日～９月３日 学生 大田真也ほか留学生１人を
含む１０人
団長：草原克豪・大学副学長／北海道短期大学学長 随行：石川
守外国語学部教授 多田敬二学生主事 日向良介学務課員
韓国在住のOBはほぼ全員が同国からの留学生。懇談会やホー
ムステイなどを通して、より韓国の現実に根ざした交流ができた。
また、慶煕大学校、東元大学校、大邱大学校の３校で学生同士の
交流時間を設けた。

■エジプト派遣団
平成１１年９月１日～９月１１日 学生 足立崇海ほか８人
団長：佐々木良昭・海外事情研究所教授 随行：松田大三学生生
活部長 広瀬正明人事課員
カイロ大学文学部日本語日本文学科創立２５周年式典に参列。現
地学生の明確な目的意識に大きな刺激を受けた。バスで移動する
際は、テロ防止のため護衛車両が先導し、小機関銃を抱いた警官
も同乗する緊張感ある経験をした。訪問国はもちろん、日本の社
会を改めて考え直した。

■中国派遣団
平成１２年２月１０日～２月１８日 学生 松岡成悟ほか５人
団長：石崎潮・拓殖短期大学教授 随行：荒川正彦学生主事 宮
本時幸図書課員
北京と上海を訪れ、北方工業大学、上海交通大学の両大学を視
察し、交流会を催した。向学心に燃える学生たちの姿が印象的だっ
た。OBが社長を務める凸版印刷〔香港〕はじめ、各都市でOBか
ら中国の変貌ぶり、現地の様子などを語ってもらい、大いに理解
を深めることができた。

■ヨーロッパ派遣団
平成１２年２月１２日～２月２４日 学生 佐藤景子ほか９人
団長：岡本治雄・商学部教授 随行：松倉栄重体育振興室長 小
沢貴史学生主事 亀山統一研究所事務課員
イギリスでブリストル、マージョン、エクセター大学を訪問後、
OBと懇談。フランスでは、パリにイタリアやドイツからOBも駆
けつけ懇親会が盛大に行われた。スペインでは、コロンブスも在
籍していたという８００年の歴史を誇るサラマンカ大学を訪れた。
欧州統合に向けて着実に変化している姿を実感した。

■オルドス砂漠植林プロジェクト派遣団【学生自主企画】
平成１１年８月８日～８月１８日 学生 安藤有希ほか１１人
同行教員：鈴木敏央・政経学部助教授
アジア研究会を中心とした１２人のプロジェクトチームが、フフ
ホトの内モンゴル自治大学を訪問、地元の学生たちと交流ののち、
８月１３日から１５日まで、エジンホロのオルドス砂漠で障子松の苗
木３００本を植えた。将来的には「拓殖大学の森」へ向けて植林を
継続したいと決意する。

■ネパール教育交流プロジェクト派遣団【学生企画】
平成１１年１２月２５日～平成１２年１月２日 学生 野田晋司ほか４人
引率教員：遠藤義雄・海外事情研究所教授
印度・パキスタン研究会のメンバーを中心に、タパタリのトリ
ヴュバン大学、ガネッシュ小学校、クンブスワ技術教育学校、リー
ダー養成学校ガレラシキニの各学校を視察、交流を深めた。これ
からの支援プロジェクトを進めていく上で貴重な経験になった。

サンパウロ市で開催された学友会汎アメリカン支部長会議に参集
した先輩達の歓迎を受けるブラジル訪問団

ダルマ・プルサダ大学で日本文化を紹介するインドネシア・マ
レーシア派遣団

先輩が社長を務める凸版印刷［香港］有限公司を訪問した中国派遣団

イギリス ブリストル大学を訪問 ヨーロッパ派遣団
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百周年記念セミナー

平成９年７月、英国元首相マーガレット・サッチャー女史を迎えて「世界の中の日本－２１世紀の日本の役割－」と

題して特別セミナーを開催した。東京・よみうりホールに学内外から１，０００人が参加し 創立百周年を迎える最初の事

業がスタートした。ついで、平成１０年１１月、本学との関係が深いインドネシアのジャカルタに舞台を移し、日イ両国

の有識者をパネラーに迎え「２１世紀の国際化時代を担う人材育成」と題してパネルデスカッションを行った。

マーガレット・サッチャー元英国首相（左）を迎えて行った創立百周年記念特別セミナー（平成９年７月
７日 東京・よみうりホール）

ハビビ大統領から寄せられた感謝状

●創立百周年記念シンポジウム
【日本の活路】

東京会場
平成１２年９月３０日F 東京都文京シビックホール
パネリスト：井尻千男拓殖大学日本文化研究所教授・所長 田中一昭拓殖大学政経学部教授

大田弘子政策研究大学院大学助教授 森本 敏拓殖大学国際開発学部教授

文京シビックホールでのシンポジウム（平成１２年９月３０日）

インドネシア・ジャカルタで行った創立百周年記念国際セミナー（平成１０年１１月２８日）
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記念講演会シンポジウム
２１世紀においても引き続き国際社会とりわけアジア諸国との共生発展に貢献する人材育成機関であることを広く社

会にアピールし、国際開発学部を新設した拓殖大学ルネサンスを象徴する教育研究ビジョンを、本学のアイデンティ

ティとして発信する講演会／シンポジウム「公開アジア塾」を開催した。この講演会シンポジウムは開催県の教育・

報道関係並びに拓殖大学の卒業生の支援を得て行われ、各会場とも時宜を得た百周年記念事業であると非常に好評で

あった。渡辺利夫拓殖大学客員教授（当時）がほとんどの会場でコーディネーターを務めた。講演会の内容は、学陽

書房から「アジアルネッサンスの時代」のタイトルで出版された。

【日本の活路－いま、後藤新平－】
平成１１年１０月２３日F：盛岡市盛岡マリオス
基調講演：青山 A東京都副知事 松本健一麗澤大学教授 北岡伸一東京大学教授

【中国はどこへ行く－超大国論の虚と実－】
平成１１年１１月６日F 長野市長野NBSホール
平成１１年１１月２５日D 宇都宮市宇都宮ロイヤルホテル
基調講演：小島朋之慶應大学教授 叶 芳和拓殖大学国際開発研究所教授

【朝鮮半島の未来－崩壊かサバイバルか－】
平成１１年１１月８日A 新潟東映ホテル
平成１１年１１月２０日F 前橋市群馬ロイヤルホテル
基調講演：重村智計毎日新聞論説委員 下條正男拓殖大学国際開発研究所教授

【アジア・ルネサンスの時代】
平成１１年１１月１６日B 水戸市常陽芸文センター
基調講演：青木 保政策研究大学院大学教授 川勝平太国際日本文化研究センター教授

【アジア危機とは何だったのか－修復への道－】
平成１１年１２月７日B 静岡市静岡朝日テレビホール
平成１１年１２月９日D 甲府市岡島ローヤル会館
基調講演：北村かよ子拓殖大学国際開発研究所教授 渡辺利夫拓殖大学客員教授

【日本の安全保障－何が問題か－】
平成１２年９月１６日F 前橋市ホテルアセント前橋
基調講演：森本 敏拓殖大学国際開発学部教授

吉原恒雄拓殖大学国際開発学部教授

【中国の未来－大国化か混迷か－】
平成１２年１０月７日F 甲府市岡島ローヤル会館
基調講演：叶 芳和拓殖大学国際開発学部教授

王 曙光拓殖大学国際開発学部教授

【朝鮮半島はどう動く－アジアの火薬庫－】
平成１２年１０月７日F 水戸市ホリデイ・イン水戸
基調講演：重村智計拓殖大学国際開発学部教授

下條正男拓殖大学国際開発学部教授

【アジア経済の復活－成長持続の条件は何か－】
平成１２年１０月１４日F 宇都宮市ホテルサンシャイン
基調講演：柳原 透拓殖大学国際開発学部教授

飯島 健拓殖大学国際開発学部教授

後藤新平第３代学長の地元盛岡でスタートした記念講演会シンポジウム「公開アジア塾」

長野NBSホール前の告知看板 中国問題というタイムリーなテーマに耳を傾ける満員の聴衆（宇都宮会場）

アジア危機について熱く議論する渡辺（中央）、北村（右）の両氏（甲府会場）
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創立百周年記念出版

通史編纂に先立って平成１２年１０月に刊行した「世界に天
駆けた夢と群像－拓殖大学百年・小史－」

創立１００年記念出版 後藤新平 新渡戸稲造 宮原民平
著作集
拓殖大学関係の定期刊行物即ち「台湾協会会報」東洋協
会月刊機関誌「東洋時報」「東洋」や拓殖大学学術雑誌「拓
殖文化」「拓殖大学論集」などに発表された論文・講演記
録等を収録したものでそのほとんどが現在まで余人の目
に留まらなかったものである。

我が国の近現代史を冷静に見直す中で本学の果した役割を検証

する観点から、通史、資料集、部局史、写真集の刊行作業を進め

てきた。併せて拓殖大学国際開発研究所／アジア情報センターの

研究成果をまとめながら５年計画で『東アジア長期経済統計』（全

１４巻＋別巻１）を刊行中である。関連出版として古川薫氏著桂太

郎伝「山河ありき」（文藝春秋社刊）と満州建国工作に砕身し、大

義に殉じた大穂久雄氏（１９０８－１９３７）の人生（昭和７年３月卒業

三江省饒河県参事官）を後世に伝える「烈士大穂久雄君之碑由来

記」（拓殖大学学友会福岡県支部編）を刊行した。

創立百周年記念出版
『東アジア
長期経済統計』のリーフレット

世界に雄飛してきた創立以来の歴史を映像で記録した
「国境を越えて、世紀を越えて～拓殖大学創立百周年～」、
通史編纂の基本命題である「アジア社会の近代化と拓殖
大学」という視点から１００年の歴史を４３分のビデオテー
プに収めた。

シンボルマークの制作

２０００年からの新たな出発を機会に、建学の理念と校歌の精神を基に新しいシンボルマークを開発した。

このマークは、大地に根ざした拓殖大学（モチーフT）が、創立以来の伝統的国際主義を継承し大樹のような生命力

を持って世界にあまねくネットワークを拡げて、国際社会の発展に貢献していく志を象徴している。

スクールカラーは、大学創立から今日までの使用経過を調査し「TAKUSHOKU ORANGE」としてPANTONE １６５５

C を特定した。サポートカラーは、PANTONE Reflex Blue CとPANTONE４２５Cである。校名ロゴタイプ以外の和

文指定書体は新ゴ・ファミリー、英文指定書体はヘルベチカ・ファミリーである。拓殖大学のイメージ伝達効果を高

め、すべての対外的コミュニケーション活動が有機的に展開していくことを目指すものである。

シンボルマークの割り出し

大学名基本書体の組割り出し

シンボルカラー PANTONE １６５５C

サポートカラー
PANTONE Reflex Blue CとPANTONE４２５C
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学学びび舎舎 文文京京キキャャンンパパスス全全景景
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文京キャンパス

文京キャンパス 本館

正面玄関灯

キャンパスの夜景

平成の麗澤湖（かつて茗荷谷ホール建設まで存在した麗澤湖の名残り）

キャンパスの中庭

大学案内板
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研究所棟

キャンパスの小径

東門

紅葉ヶ丘の紅葉

S館
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八八王王子子キキャャンンパパスス全全景景
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八王子キャンパス

通用門

左より 図書館、管理研究棟、A館、体育館、恩賜記念館（手前）

A館前

D館（講義棟）
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工学部

学生交流会館から国際開発学部棟を望む

扶桑寮（学生寮）

国際交流会館

テニスコート

野球場

馬場

ゴルフ練習場
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〈教育・研究を支援する事務部門〉

文京キャンパス

文京 学務課

文京 就職課

文京 入試課

文京 研究所事務課

文京 学生生活課

八王子キャンパス

八王子学務第１課

国際開発学部・事務室

総合情報センター 電算自習室

図書館事務部

総合情報センター事務部
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八王子キャンパス

八王子学務第２課

八王子国際課

八王子就職課
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明治時代の正門

急務たるべきものは、かの地において公私の事業に従事する有為の才を養成するに在り…。
初代校長・桂子爵は台湾協会学校の第１回生１００人を前に語りかけた。

明治時代

初代校長（明治３３年～大正元年）
桂太郎
長門国出身。ドイツに留学して軍政を
学ぶ。陸軍大将。
第２代台湾総督、陸軍大臣などの後、
内閣総理大臣を３度務め、その間に内
務大臣、文部大臣、大蔵大臣、外務大
臣も一時兼任した。初代台湾協会会頭。

家庭での桂太郎

日清戦争後、日本に帰属した台湾。その経営については常

に人材不足が指摘されていた。内地では到底官吏の資格のな

いような者が官吏になったり、商人といっても壮士のような

経験の乏しい人物が少なくなかったという。台湾協会会頭・

桂太郎をはじめ評議員・石塚剛毅はこうした情勢を憂えた。

石塚は「植民学校設置の建議」を提出する。

初代校長・桂太郎 桂太郎（右）と後藤新平（中央）

桂太郎の書（本学蔵）

右手に文化を
拓殖大学１００年の歴史・戦前編
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台湾協会の発足

台湾協会は明治３１（１８９８）年４月２日、九州倶楽部で
発起会を開催した。「来会者官民発起人七十余名、水野
遵氏を推して座長となし」規約を定め、水野遵や大倉喜
八郎を始めとする委員を決めるなどして発足した。
７月１９日、初代会頭として台湾総督を辞して陸軍大
臣であった桂太郎を推薦することに決した。
「苟も軍職に在る者にして、台湾協会の会頭となる上
は、其の協会に於いて政治を談じ、政論を闘はすを許さ
ず。故に其の協会は、政理政論を外にして、其の基礎を
実業の上に置かざるべからず」
実業を基本とするならば、という桂の条件を会員一同
が受け入れ桂は初代会頭に就任した。
協会規約の第一条に「本会ハ台湾ニ関スル諸般ノ事項
ヲ考究シ台湾ノ経営ヲ裨補（助け補うこと）スルヲ以テ
目的トス」とあるように、研究を重ね実業により台湾の
近代化に努めるべく協会はスタートを切ったのである。

機関誌「台湾協会会報」第１号（明治３１年１０月）

台湾協会発足を告げる記事（東京朝日新聞・明治３１年４月５日）

台湾協会設立に就いて（台湾協会会報１号・明治３１年１０月）

台湾協会規約（台湾協会会報１号・明治３１年）

石塚評議員提出の植民学校設置の建議（台湾協会会報１７号・明治３３年２月）

石塚剛毅評議員
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台湾協会学校創立委員会委員
－台湾協会学校設立に係わった顔ぶれ－

台湾協会学校は調査委員会による調査のあと、石塚剛

毅、門田正経、河合弘民、三枝光太郎ら４人の幹事、台

湾協会幹事長・水野遵など３１人の創立委員によって開設

準備が着々と進んだ。

創立委員の顔ぶれをみると、渋沢栄一など各界で重要

な位置を占める人物が名を連ねており、協会の力がうか

がえる。

片岡健吉（１８４３年～１９０３年）
天保１４年高知藩士の家に生まれる。板垣

退助の片腕として戊辰戦争で活躍し、戦後
は藩の軍政改革にあたる。高知藩権大参事
として欧米各国を視察、海軍中佐となるが、
征韓論に敗れて下野した板垣を追って辞任。
高知で立志社創設に参加して社長に選ばれ、
自由民権運動を推進。帝国議会開設後は自
由党土佐派の領袖として衆議院副議長、議
長を務める。また同志社社長兼校長に就任
するなど、キリスト教教育の発展にも力を
注いだ。明治３６年６１歳で没。

加藤正義（１８５４年～１９２３年）
安政元年鳥取藩士の家に生まれる。大阪
上等裁判所判事補、兵庫県勧業課長などを
経て農商務省に入った後、共同運輸会社へ
出向して三菱会社との調停に奔走し、両社
が合併して日本郵船会社が誕生すると理事、
取締役を経て副社長。また帝国海事協会、
日本海員掖済会各理事、東洋拓殖会社設立
委員、東京湾築港協会委員などとして海運
界に貢献した。この間、東京商業会議所特
別議員、東京市会議長にも推され、大正１２
年７０歳で没。

鎌田栄吉（１８５７年～１９３４年）
安政４年紀伊国生まれ。慶応義塾卒業後、
和歌山県自修学校長、鹿児島学校教頭、内
務省御用掛、大分県中学校長、大分師範学
校長兼学務課長などを歴任して明治２７年衆
議院議員当選。欧米視察から帰国して３１年
慶應義塾塾長となり、３９年貴族院議員に勅
選。大正８年第１回国際労働会議に政府代
表として派遣され、１１年加藤友三郎内閣文
部大臣、昭和２年枢密顧問官。また臨時教
育会議委員、帝国教育会会長などを務めた。
昭和９年７８歳で没。

北垣国道（１８３６年～１９１６年）
天保７年但馬国生まれ。男爵。文久３年
に平野国臣らの「生野の変」に加わったが
失敗。戊辰戦争で鳥取藩兵として戦功を挙
げて新政府に入り、弾正台、開拓使、元老
院、内務省などに勤務。高知県令、徳島県
令などを経て明治１４年から９年半にわたっ
て京都府知事を務め、琵琶湖疎水建設に尽
力する。さらに内務次官、北海道庁長官、
拓殖務次官などを歴任。３２年貴族院議員、
４５年枢密顧問官。台湾協会京都支部長も務
めた。大正５年８１歳で没。

北川礼弼（１８６１年～１９３０年？）
文久元年越前国生まれ。明治１４年慶應義
塾を卒業し、私立英学校教員、海軍省翻訳
掛、名古屋金城新報主筆、都新聞客員、朝
野新聞主筆、時事新報記者、慶応義塾幹事
などを経て３７年千代田生命保険設立に参加
し専務、のち副社長。目黒玉川電気鉄道社
長、玉川電気鉄道専務、千代田火災保険取
締役、千歳火災保険取締役などを歴任した。

朝比奈知泉（１８６２年～１９３９年）
文久２年水戸藩士の家に生まれる。新聞

人。茨城師範学校を卒業して小学校訓導を
した後、上京し、帝国大学に学んだが、在
学中に山県有朋の後援で創刊された東京新
報主筆となり中退。政党否定・議会攻撃の
論陣を張り、大隈重信の条約改正に反対し
た。伊東巳代治が東京日日新聞（現毎日新
聞東京本社）を買収して社長に就任すると、
その編集主幹に迎えられる。東京日日が伊
東の手を離れると退社して第一線を退いた。
昭和１４年７８歳で没。

伊沢修二（１８５１年～１９１７年）
嘉永４年信濃国高遠藩士の家に生まれる。

愛知師範学校長（現愛知教育大学）、東京
師範学校長（現東京学芸大学）、音楽取調
所長、文部省編輯局長、初代東京音楽学校
長（現東京芸術大学）、東京盲唖学校長（現
筑波大学附属盲学校）、初代台湾総督府民
政局学務部長、貴族院議員、高等教育会議
議員、東京高等師範学校長（現筑波大学）
などを歴任。台湾における近代教育行政の
基礎を作った。後の台湾総督伊沢多喜男は
末弟。大正６年６７歳で没。

井上角五郎（１８６０年～１９３８年）
万延元年備後国生まれ。福沢諭吉邸に住

み込んで慶應義塾へ通い、後藤象二郎の知
遇も得る。明治１６年朝鮮政府外衙門顧問。
２０年帰国して後藤の大同団結運動に参加し、
２３年第１回衆議院議員総選挙補欠選挙で当
選以来、１４回連続当選した。２６年北海道炭
礦鉄道理事に就任して実業界入りし、日本
製鋼所を起こして会長となるなど、多くの
企業で役員を務め、実業派議員として活動。
鉄道国有、外資導入の運動などを行った。
昭和１３年７９歳で没。

大岡 力（１８６３年～１９１３年）
文久３年長門国生まれ。長兄大岡育造が

社長となった中央新聞で副社長を務めて経
営と編集を統括し、日清・日露両戦争には
従軍記者として赴いた。明治４１年韓国統監
府に招かれ、京城日報社長となる。４３年新
聞界を辞し、美術骨董界に入った。著書に
『地方長官人物評』がある。大正２年５１歳
で没。

大倉喜八郎（１８３７年～１９２８年）
天保８年越後国生まれ。男爵。慶応元年
銃砲店を開業、戊辰戦争で新政府軍、幕府
軍双方に武器を調達して経済基盤を確立。
明治５年貿易商転身を図って海外視察に出、
外遊先で岩倉使節団高官の知遇を得る。帰
国後、大倉組商会を設立。台湾出兵、西南
戦争、日清戦争、日露戦争の軍需品調達・
輸送で大倉財閥を築き、大陸投資に力を入
れた。台湾協会会計監督。また本学と同じ
３３年に大倉商業学校（現東京経済大学）を
設立している。昭和３年９２歳で没。

大谷嘉兵衛（１８４４年～１９３３年）
弘化元年伊勢国生まれ。文久２年横浜に
出て製茶貿易に従事、明治元年製茶売込商
を開業し、茶業組合中央会議長、茶業組合
中央会議所会頭を歴任。横浜商業会議所会
頭、第七十四国立銀行頭取、横浜貯蓄銀行
頭取となるなど横浜財界に重きをなし、台
湾貿易A社長、台湾鉄道創立委員、台湾銀
行創立委員・監査役、南満州鉄道創立委員、
東洋拓殖会社設立委員などを務め、植民地
進出に積極的に関わる。４０年貴族院多額納
税議員。昭和８年９０歳で没。

岡部長職（１８５４年～１９２５年）
安政元年和泉国岸和田藩主の家に生まれ
る。明治元年同藩主、２年同藩知事となり、
廃藩置県で免官になると、８年から８年間
米英両国に留学後、外務省に入る。駐英公
使館勤務を経て青木周蔵外務大臣の下で外
務次官となるが大津事件で辞任。３０年東京
府知事、４１年第２次桂内閣司法大臣。また
２３年から貴族院の子爵議員、大正５年から
枢密顧問官を務めた。東条内閣文部大臣岡
部長景は長男、朝日新聞社長村山長挙は三
男。大正１４年７２歳で没。

奥田義人（１８６０年～１９１７年）
万延元年鳥取藩士の家に生まれる。男爵。
東京大学を卒業して官界に入る。衆議院書
記官長、拓殖務次官、農商務次官、法制局
長官兼恩給局長などを歴任した後、衆議院
議員に２選。その後宮中顧問官、貴族院議
員となり、第１次山本権兵衛内閣文部大臣、
次いで司法大臣に転じた。大正４年東京市
長。英吉利法律学校（現中央大学）創立者
の１人でもあり、中央大学学長も務めた。
東京市長在任中の大正６年５８歳で没。

尾崎行雄（１８５８年～１９５４年）
安政５年相模国生まれ。慶應義塾中退後、
新聞記者を経て統計院権少書記官となった
が、明治１４年政変で大隈重信に随い下野。
立憲改進党創立に参画し、衆議院議員に第
１回総選挙以来２５回連続当選した。大隈外
務大臣の下で外務省参事官、第１次大隈内
閣文部大臣、第２次大隈内閣司法大臣。東
京市長在任９年は戦前の最長記録。第１次
憲政擁護運動で犬養毅とともに桂首相糾弾
の先頭に立ち、「憲政の神様」と呼ばれた。
昭和２９年９７歳で没。

栗原亮一（１８５５年～１９１１年）
安政２年鳥羽藩士の家に生まれる。民撰
議院設立建白書を支持して小松原英太郎ら
と『草莽雑誌』を創刊。自由党結成に加わ
り、板垣退助に随行してヨーロッパを視察。
大同団結運動に参加し、愛国公党結成に尽
力した。第１回衆議院議員総選挙から１０回
当選し、貨幣制度調査会委員、内務大臣秘
書官、日本興業銀行設立委員、大蔵省参事
官兼監督局長、南満州鉄道創立委員などを
歴任したが、明治４２年日糖疑獄に連座して
有罪。明治４４年５７歳で没。

阪谷芳郎（１８６３年～１９４１年）
文久３年、漢学者阪谷朗廬の四男として
備中国に生まれる。子爵。東京大学を卒業、
大蔵省に入り、日清戦争中は大本営付とし
て戦時財政運営に当たる。主計局長、大蔵
総務長官、大蔵次官などを経て第１次西園
寺内閣蔵相、明治４５年東京市長。第１次世
界大戦中、連合国経済会議に特派委員長と
して出席。大正６年貴族院議員。東京市政
調査会、学士会、専修大学総長など多数の
団体の長を務め、「百会長」と呼ばれた。
昭和１６年７９歳で没。

渋沢栄一（１８４０年～１９３１年）
天保１１年武蔵国生まれ。子爵。一橋慶喜
に仕え、慶喜の将軍就任で幕臣となる。パ
リ万国博覧会使節団の一員として渡欧した
が、幕府倒壊で帰国。明治２年から民部省、
大蔵省に勤めたが、６年井上馨とともに下
野。在官中から設立に関わった第一国立銀
行初代頭取となり、ここを拠点に企業の創
設・育成に力を入れ、また商法講習所（現
一橋大学）、大倉商業学校（現東京経済大
学）など実業学校の創設・発展に尽くした。
昭和６年９２歳で没。

志水 直（１８４９年～１９２７年）
嘉永２年尾張藩士の家に生まれる。兵部
省から陸軍に入り、佐賀の乱、萩の乱、西
南戦争に従軍。陸軍大臣秘書官、陸軍省総
務局第１課長、大臣官房副官兼参事官など
を務めた後、中佐で予備役となるが、日清
戦争末期に召集され澎湖島占領戦に参加し
大佐。戦後復員して台湾総督府民政局事務
官となる。明治３０年名古屋市長。３５年衆議
院議員に当選。また台湾協会名古屋支部幹
事長、ついで支部長を務めた。昭和２年７９
歳で没。

杉村 濬（１８４８年～１９０６年）
嘉永元年陸奥国生まれ。明治時代の外交
官。台湾出兵に参加し、横浜毎日新聞勤務
を経て明治１３年外務省に入る。京城公使館
一等書記官時代、三浦梧楼公使とともに閔
妃殺害事件に参加したが免訴となり、２９年
台湾総督府事務官、３２年外務省通商局長。
３７年駐ブラジル公使となり移民事業に尽力
したが、明治３９年任地において５９歳で没。
国際連盟事務局事務次長、駐伊大使、駐仏
大使などを務めた杉村陽太郎は長男。
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創立委員会幹事
石塚剛毅（生没年不明）
台湾協会・東洋協会評議員を永年務めた。
明治３３年２月に台湾協会に「植民学校設置
建議書」を提出。本学誕生の礎となった。

門田正経（１８６２年～１９２４年）
文久２年伊予国松山藩士の家に生まれる。
慶應義塾中退。山陰新聞（現山陰中央新報）
主筆の後、郷里で海南新聞（現愛媛新聞）
に勤務。大阪毎日新聞社（現毎日新聞大阪
本社）創立で同社に入り、東京支局主幹、
編集主幹、社長補佐役などを務め、台湾併
合論、南洋移民論を唱えた。台湾協会学校
創立時より幹事を務めたが、小松原英太郎
学長と共に学生の排斥運動などで辞職。し
かし初代学友会長の職には死去するまで留
まった。大正１３年６３歳で没。

河合弘民（１８７２年～１９１８年）
明治５年愛知県生まれ。水野遵が幹事を
していた愛知県の愛育社から学資の援助を
受けて東京帝国大学を卒業し、大学院に進
んだ。台湾協会発足時に会報主任。本学創
設期には幹事を務め、歴史の教鞭を執った。
その後、山形県、静岡県での中学校長を経
て、東洋協会専門学校京城分校新設に際し
て同校幹事。大正４年東京の本校へ転任し、
翌年、李朝税制に関する研究で京都帝国大
学より文学博士号を授与された。大正７年
４７歳で没。

三枝光太郎（生没年不明）
台湾協会幹事、評議員、「台湾協会会報」
発行人、東洋協会評議員などを務めた。ま
た後年、後藤新年学長誕生に動いたといわ
れる。

森田茂吉（１８６５年～１９６２年）
慶応元年淡路国生まれ。帝国大学卒業後、
内務省に入る。栃木県書記官、文部大臣秘
書官、内務大臣秘書官、内務省参事官台湾
課長兼台湾総督府事務官、内務省衛生局長、
農商務省商工局長などを歴任。退官後は三
井財閥に招かれて絹糸紡績社長、中外商業
新報（現日本経済新聞）監査役、堺セルロ
イド専務、大日本セルロイド（現ダイセル
化学工業）社長、さらに富士写真フイルム
を創立して相談役となった。昭和３７年９８歳
で没。

山口宗義（１８５１年～１９３４年）
嘉永４年松江藩兵学者の家に生まれる。
藩の貢進生に選ばれて大学南校（現東京大
学）を卒業後、大蔵省に入って主計局歳出
第１課長、主計局監督課長などを務め、２９
年台湾総督府民政局財務部長となる。翌年
退官して日本勧業銀行に入り、次いで日本
銀行に転じて理事、監事に就任。また明治
３４年から大正元年まで本学会計主任を務め
た。学習院長・宮中顧問官山口鋭之助は弟、
海軍中将山口多聞は三男。昭和９年８４歳で
没。

住友吉左衛門（１８６４年～１９２６年）
元治元年右大臣徳大寺公純の六男として

生まれる。侍従長兼内大臣徳大寺実則、元
老西園寺公望の実弟。男爵。明治２５年住友
家の養嗣子に迎えられて第１５代当主となり、
大阪を本拠地とする住友財閥の東京に対す
る格を向上させるのに貢献した。住友合資
会社社長、貴族院議員。また台湾協会大阪
支部長も務めた。大正１５年６３歳で没。

田口卯吉（１８５５年～１９０５年）
安政２年幕臣の家に生まれる。明治７年

大蔵省に入るが１１年退官。『東京経済雑誌』
を創刊して経済評論家の地位を確立し、自
由貿易論を唱えた。『日本開化小史』、『支
那開化小史』を著し、『国史大系』、『群書
類従』刊行などで日本史研究にも貢献。東
京府会議員、東京市会議員・市参事会員、
東京府会副議長などを経て衆議院議員に６
回当選。東京株式取引所肝煎、両毛鉄道社
長となり、南洋貿易を説くなど実業界でも
活躍した。明治３８年５１歳で没。

鳴滝幸恭（１８４９年～１９２５年）
嘉永２年仁和寺の寺侍の家に生まれる。

会津征討越後口総督府の仁和寺宮嘉彰総督
（後の小松宮彰仁参謀総長）に随って戊辰
戦争に従軍。その後、小学校教員、兵庫県
警察官吏から兵庫県属となり、同県庶務課
長、勧業課長、文書課長、神戸区長などを
経て、明治２２年から初代神戸市長を１２年間
務める。この間、上水道建設や常設伝染病
院開設など、神戸市における保険衛生施設
の基盤作りに尽力した。大正１４年７７歳で没。

益田 孝（１８４８年～１９３８年）
嘉永元年佐渡奉行所地役人の家に生まれ

る。男爵。幕府外国方通弁として米国公使
館に勤務し、文久３年幕府遣欧使節に随行。
井上馨の薦めで大蔵省に入るが、明治６年
井上の下野により退官し、井上と先収会社
を設立。井上の政府復帰で同社が解散する
と三井物産社長となる。三井銀行再建のた
め井上の推挙で三井入りして工業化路線を
推進した中上川彦次郎の没後、三井の全権
を掌握して商業化路線を復活させた。茶人
としても著名。昭和１３年９１歳で没。

三浦 安（１８２９年～１９１０年）
文政１２年伊予国西条藩士の庶子として生
まれ、和歌山藩士の養子となり、同藩の郡
奉行、用人、家老代を務める。明治維新後
は和歌山藩少参事の後、大蔵省出仕。さら
に内務権大丞、内務図書局長、修史館監事、
元老院議官などを歴任。明治２３年貴族院議
員に勅選され、２６年東京府知事を経て宮中
顧問官となる。明治４３年８２歳で没。

水野 遵（１８５０年～１９００年）
嘉永３年尾張国生まれ。明治４年に政府
から清国留学を、牡丹社事件で台湾視察を
命じられ、台湾出兵前から陸軍少佐時代の
樺山資紀と行動の多くを共にした。法制局
参事官、同書記官、臨時帝国議会事務局書
記官、衆議院書記官長などを歴任。日清戦
争後、弁理公使として樺山台湾総督らと渡
台し、初代台湾総督府民政局長。貴族院議
員、台湾銀行創立委員となり、台湾協会幹
事長として本学設立に尽力したが、開校３
カ月前の明治３３年６月５１歳で没。

箕浦勝人（１８５４年～１９２９年）
安政元年豊後国臼杵藩士の家に生まれる。
慶應義塾を卒業して郵便報知新聞に入社。
一時宮城師範学校長、神戸商業講習所長を
務めたが、報知新聞に戻り社長。大隈重信
の立憲改進党結成に参加して、衆議院議員
に第１回総選挙から１５回連続当選。農商務
省商務局長、逓信次官、衆議院副議長を歴
任して第２次大隈内閣逓信大臣となり、憲
政会長老の位置を占めたが、松島遊郭疑獄
に連座（判決は無罪）して政界を引退した。
昭和４年７６歳で没。

三好退蔵（１８４５年～１９０８年）
弘化２年日向国高鍋藩士の家に生まれる。
高鍋藩少参事兼大監察、厳原県権参事、伊
万里県少参事、大蔵省出仕などを経て司法
省に入り、伊藤博文に随行してヨーロッパ
を視察した後、司法少輔、司法次官、大審
院検事長などを歴任。貴族院議員に勅選さ
れた後、検事総長として大津事件の処理に
あたり、２度目の司法次官、大審院長に就
任した。退官後は弁護士となって足尾銅山
鉱毒事件の弁護を行い、東京弁護士会長も
務めた。明治４１年６４歳で没。

村上義雄（１８４５年～１９１９年）
弘化２年熊本藩士の家に生まれる。明治
７年東京府に出仕して官界に入り、参事院
御用掛、同議官補、内務省県治局次長、長
野、広島、新潟各県書記官などを経て２６年
徳島県知事。２９年から台湾総督府に転じて
台中県知事、台北県知事、新竹県知事を歴
任した後、本土に戻り、石川県知事を３５年
から８年間務め、錦鶏間祗候となる。大正
６年に生国魂神社宮司に任ぜられ、大正８
年７５歳で没。

元田 肇（１８５８年～１９３８年）
安政５年豊後国生まれ。東京大学を卒業、
代言人となる。衆議院議員に第１回総選挙
から１６回当選。初期議会では吏党の系譜に
属し、伊藤博文の政友会創立に参加して総
務委員となる。衆議院副議長、第２次西園
寺公望内閣拓殖局総裁、第１次山本権兵衛
内閣逓信大臣、原敬内閣で初代鉄道大臣を
歴任。清浦奎吾内閣成立時に脱党して政友
本党を結成したが、政友会へ復帰し衆議院
議長。昭和７年政党人初の枢密顧問官とな
る。昭和１３年８１歳で没。
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台湾協会学校の設立と始業

台湾協会学校の始業（台湾協会会報２４号・明治３３年９月）

台湾協会学校設立認可願B              台湾協会学校設立認可願A
（明治３３年６月２１日・東京都公文書館所蔵）

台湾協会学校設立認可願C

■富士見町校舎
富士見校舎（麹町区富士見町六丁目）は茗荷谷校舎がで

きるまでの仮校舎として、和仏法律学校から借り受けたも
のである。明治３３（１９００）年９月１５日の開校式に続いて、１７
日からは１００人の学生が授業に臨んだ。台湾協会学校は１００
年にわたる歴史を、この場所から刻み始めたのである。
９月１９日の東京日日新聞（現毎日新聞）には開校以後の

様子を次のように伝えている。

「（前略）去る十五日麹町区富士見町六丁目の仮校舎に於
て校長桂子爵を始め創立委員幹事講師及び学生等列席の上
仮開校式を挙行し、愈々一昨十七日より授業を開始したり。
尚同校は学生卒業後の任務を念ひ、特に体格の検査を厳に
したれば、已に入学後一年間の休学を命じられしもの数名
ありしといふ」
桂校長の「体格の壮健にするの心掛けなかるべからず」と

いう訓示が始業早々から生きていることが良くわかる記事
である。

富士見校舎見取り図（東京都公文書館蔵）

学校設立認可書（明治３３年６月２６日）

台湾協会学校が明治３３（１９００）年に開設される。修業年限は３年。
台湾語などの外国語、簿記・数学・統計学のほか国際法などの法
律、亜細亜史などの歴史、農政学などを学ぶ学校には１００人のと
ころ１８０人が応募したという。その開校式のおり、初代校長・桂
太郎は知識を習得すると同時に、異なる風土に負けないような壮
健さを身につけるよう訓示した。
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校舎新築と学生募集 明治３４年（１９０１）

■新校舎
麹町区の仮校舎から、校舎は茗荷谷へと移る。一帯は江戸時代は旗本や大名の屋敷が多く、校地も大名戸田淡路守の屋敷跡

であった。茗荷谷は『東京府志料（明治５年）』が「昔此の辺に茗荷畑アリシト云フ」に由来すると言われている。屋敷のほ
かは茗荷畑が広がるようなのどかな土地だったのだろう。そこに新校舎は建つことになった。
明治３４（１９０１）年１１月１日、新校舎への移転式があった。新校舎は２階建１８０坪の面積で、中に４２坪の大講堂３室があった。

１０月３１日の東京日日新聞は新校舎の様子を次のように伝えている。
「同地は城北の最高地にして池水に瀕し丘を負ひ眺望絶佳、構内樹木鬱蒼として気清く都塵に隔たるを以て勉学上最も適当
の位地なり」

台湾協会学校新築校舎前面（台湾協会会報４１号・明治３５年２月）

台湾協会学校寄宿舎の内庭（台湾協会会報４１号・明治３５年２月）

台湾協会学校の落成を伝える新聞記事
（東京日日新聞・明治３４年１０月３１日）

台湾協会学校募集広告
（読売新聞明治３５年６月２日）

本学紹介記事「風俗画報」３５３
号・明治３９年１１月
（早大図書館所蔵）

台湾協会学校第１回卒業式（明治３６年７月１１日挙行）記事（台湾協会会
報５８号 明治３６年７月）

校舎（明治４０年頃）（M．４０年版 卒業アルバムから転載、以下〔M．４０〕のように表示）

明治３６年の卒業証書

■第一回の卒業式

第一回の卒業式は本校階上の講堂で行われた。石

塚英蔵、新渡戸稲造ら朝野の名士が見守るなか、学

監・松崎蔵之助氏の学事報告に続いて小松原英太郎

校長代理（台湾協会幹事長）が卒業証書を授与した。

卒業生代表として答辞を述べた本多兵一氏が大倉

組に就職した。４５人の卒業生のうち、約半分が海外

へと旅立った。

台湾総督府よりの補助金交付書
（明治３６年４月）
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草創期の学園風景

松崎蔵之助
（学監・明治３４年５月～大正３年７月）〔M．４４〕

■台湾協会学校から台湾協会専門学校へ
明治３６（１９０３）年「専門学校令」が公布されたのに伴い、校名を

翌年４月から「台湾協会専門学校」と改称する件が認可された。

このときに専門学校として認可されたのは早稲田・慶応・明治・

専修・日本の各校である。

台湾協会専門学校への校名変更許可書
（明治３７年）

門田正経
（幹事・明治３３年９月～大正８年２月）〔M．４４〕

東洋協会専門学校同窓
会報（創刊号）（明治４２年）

玄関

松雲程講師
（支那語・明治４１年９月～４２年３月）〔M．４２〕

卓球〔M．４３〕

田尻稲次郎
（経済学・明治３４年１１月～大正７年５月）〔M．４０〕

台湾協会専門学校の旗

明治時代の麗澤湖〔M．４５〕

講義（明治４３年）

短艇部〔M．４５〕 相撲部〔M．４５〕

ショート講師
（英語・明治３８年５月～４１年３月）〔M．４０〕

西川正次講師
（簿記・明治３３年９月～大正７年１０月）〔M．４４〕

柯秋潔
（台湾語・明治４４年９月～大正１２年３月）〔M．４５〕

学生〔M．４０〕

68 ● Takushoku University Takushoku University ● 69



学業と鍛錬に励む日々

英字新聞を読む学生たち〔M．４５〕

講義〔M．４５〕

柔道部〔M．４５〕

弁論大会（明治４４年）

授業風景〔M．４５〕

清文読本 東洋協会専門学校幹事門田正経名
で刊行。教科書として使用された
と思われる。（明治３７年～３８年）

東洋拓殖株式会社（京城支店）

南満州鉄道本社

■卒業生の主な就職先

東洋協会専門学校要覧 卒業生就職別（明治４３年１０月） 卒業生の就職先が知られる

華北交通株式会社本社

朝鮮金融組合協会
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大正時代

東洋協会

東洋協会の目的と事業（東洋・大正１１年３月奥付）

機関誌『東洋時報』
刊行：明治４０年２月

～大正１０年１２月

台湾協会は明治３３年に台湾協会学校を設立して外地経営に必要な人材養

成などの事業を推進する。日露戦争（明治３７～３８年）の結果、韓国が日本

の保護下に入ったことに合わせて台湾協会は明治４０（１９０７）年に東洋協会に

改称する。

大正２（１９１３）年、桂会頭の死去によって二代会頭・小松原英太郎が就任、

桂会頭の遺業を継承して協会を法人組織にするなど活躍、事業は大正８

（１９１９）年に三代・後藤新平会長に引き継がれる。後藤会長は大学令による

拓大の大学昇格に尽力した。この後、水野会長をはじめとする歴代会頭―

会長のもと昭和２２（１９４７）年の解散まで、さまざまな事業が展開された。

台湾協会学校（のちの拓殖大学）をはじめ台湾商工学校、京城高等商業

学校、旅順語学校、大連商業学校、大連女子商業学校、奉天商業学校など

関連諸学校の開設や、『台湾協会会報』、『東洋時報』、『東洋』など機関誌

の発行は特筆に値する。

『東洋学報』
（東洋協会調査部刊）

機関誌『東洋』
刊行：大正１１年１月

～昭和１９年９月

東洋協会専門学校

大正時代の校門

■東洋協会専門学校への改称
明治４０（１９０７）年台湾協会の名称が東洋協会に改称され

たことによって台湾協会専門学校は東洋協会専門学校と

改称した。桂太郎東洋協会会頭は大会演説において「台

湾協会の基礎の上に之を推拡し（中略）満韓に及ぼすとい

うことの必要」を感じたためと改称の趣意を述べている。

やがて大正時代を迎えるとともに桂校長は辞職し、後

任には二代校長・小松原英太郎が就任した。小松原校長

は大正２（１９１３）年の桂太郎の死去後、大正３（１９１４）年に

は恩賜記念講堂を完成させ、大正６（１９１７）年には学監に

新渡戸稲造博士を迎えるなど、本学を充実発展させた。

台湾のみならず朝鮮、中国、南洋で活躍する人材を養

成すべく東洋協会植民専門学校と大正４（１９１５）年に改称

していた学校がさらに改称するのが大正７（１９１８）年であ

る。外地経営を担う人材がさらに求められる時代の要請

に応えて専門学校令による拓殖大学として新たに発足す

ることになったのである。

第二代学長（大正元年～大正８年）
小松原英太郎
備前国出身。慶應義塾中退。
埼玉県知事、内務省警保局長、静岡県知
事、長崎県知事、司法次官、内務次官、
大阪毎日新聞社長、文部大臣、枢密顧問
官などを歴任。東洋協会会長。

校名改称認可書
（明治４０年）
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東洋協会専門学校の旗

■桂初代校長の逝去

ドイツに留学して兵制を学び、日本の軍制

の近代化に貢献し、陸軍大臣や総理大臣の要

職を歴任。さらに台湾協会や東洋協会での活

動によって海外経営の発展に寄与した桂太郎

初代校長は大正２（１９１３）年１０月死去され、同

月１８日、本校で桂前校長の追悼式が挙行され

た。小松原校長は追悼訓諭のなかで「痛恨何

物か之に譬へん」とその死を悼み、「本校は

桂公に依て生まれ、公の経営に依て発展成長

した」とその功績を讃えた。

テニスコートにて〔T．２〕 桂公死去を伝える新聞記事（東京日日新聞・大正２年１０月１１日）

小松原新校長訓示（東洋時報１６８号・大正元年９月）
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恩賜記念講堂の建設
明治４５（１９１２）年４月２３日、長年海外経営に資する人材

を輩出してきた東洋協会専門学校に対して明治天皇より

１万円が下賜された。この事を永遠に記念するために評

議員会において恩賜記念講堂の建設が決定された。 本

講堂の設計及び工事監督を妻木頼黄工学博士に託し、大

正２（１９１３）年３月起工、翌年２月に竣工し、３月１５日

落成式が行われた。講堂は総建坪８２坪の総煉瓦積みで収

容員数は中二階上階下４５０人、その工費は請負金２万４

千円のほか設備備品等３千４百９円９６銭、総計２万７千

４百９円９６銭であった。

正面玄関に建つ桂公の銅像は彫刻家武石弘三郎氏に設

計鋳造を委託し、大正２年１０月着手し、同３年６月完成

した。

大正３年、紅陵の秋色清爽な１１月２日、大隈首相、波

多野宮相、一木文相を始め多数の参列者を得て、恩賜記

念講堂の開館式と桂公銅像除幕式が挙行された。

この後、講堂は小松原校長の言う

「精神教育」の象徴として親しまれ、戦災に遭いながら

も昭和４０（１９６５）年１１月にS館校舎建設のため解体される

までその姿を文京キャンパスにとどめていた。

恩賜記念講堂（大正３年）

妻木頼黄（１８５９年～１９１３年）
安政６年江戸赤坂に生る。長崎奉行であった父源三郎は美濃
妻木郡の出。頼黄はその長子。明治１５年工部大学を卒業して
渡米し、コーネル大学で造家学士の称号を受け、英独伊を巡
遊し建築学を研究して帰朝。東京府御用掛を経て内務省臨時
建築局技師。ドイツ出張帰国後、臨時帝国議会広島仮議事堂
建築を担当する。２９年大蔵省技師に転じ、３４年
学位取得。３８年大蔵省臨時建築局技師兼内務相
技師となる。諸所の大建築の設計に任じた。大
正２年５月２０日５５歳で没。

恩賜記念講堂設計図

恩賜記念講堂開館式（大正３年１１月２日）

恩賜金拝受（明治４５年４月２３日）
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桂公銅像の除幕式（大正３年）

記念講堂内部

講堂開館式と除幕式（読売新聞・大正３年１１月３日）

記念講堂内部

武石弘三郎（１８７８年～
１９６３年）
新潟県南蒲原郡中之島町生
まれ。日本を代表する洋風
彫刻家。東京美術学校（現・
東京芸術大学）出身。同校・
教授。
東京帝国大学（現・東京
大学）の大半の銅像・彫刻
を手掛けた。また、母校・
東京芸術大学にも多くの作
品がある。ベルギーに留学。
ヨーロッパの彫刻技法を広
く日本に広めた。東京芸術
大学に、氏の銅像が建って
いる。（昭和３８年・８５才没）

学園風景

寄宿舎内自習室〔T．４〕

綱領宣誓式〔T．５〕

テキストとして使用された「台湾語教本」
（柯秋潔著・大正４年 発行東洋協会専門学校）

■東洋協会植民専門
学校へ
大正４年（１９１５）８月２６日、校名を

東洋協会専門学校から東洋協会植民専

門学校へと改称した。

寄宿舎内廊下〔T．４〕

東洋協会植民専門学校に名称変更（大正４年）

本校弓術部〔T．５〕

大運動会〔T．４〕
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東洋協会大学へ

後藤学長の就任から東洋協会大学へ

大正８（１９１９）年、第二代・小松原学長のあとを受けて

第三代学長に就任したのが後藤新平である。

後藤学長は台湾総督府民政長官時の治績が良く知られ

ている。一つは衛生施策を成功させたことである。マラ

リアを撲滅するために各村落に治療所を設けるほか、検

査をするなど衛生状態の改善に尽くした。そのほか、灌

漑用の水路を設けたり、製糖産業を興すなど台湾の活性

化に尽くした。

この台湾時代、後藤に協力したのが技師のちの糖務局

長新渡戸稲造である。このときの役員・教授・講師を下

に挙げたが、本格的な大学への昇格に向けて体制が整っ

てきたことが見てとれる。

後藤学長就任時の体制

役員

学 長 後藤新平

学 監 新渡戸稲造

幹 事 永田秀次郎

主 事 宮原民平

学 生 監 斎藤甲一

教授・講師

文学博士 市村A次郎 東洋史

マスター・オブ・フィロソフィー

泉 哲 英語

五十嵐清 露西亜語

速水一孔 支那語

パッチ・ビン・ウォンチ

馬来語

農・法学博士

新渡戸稲造 植民政策

本田 存 朝鮮語

マスター・オブ・アーツ

渡部善次郎 英語

理 学 士 刈屋他人次郎 数学

柯 秋潔 台湾語

法学博士 河津 A  経済

ドクトル・オブ・フィロソフィー

玉眞岩雄 英語

法学博士 中村進午 法律

商 学 士 中村茂男 簿記

牧野義智 東洋事情

農 学 士 安藤又五郎 農業

秋保安治 理工

坂口武之助 関税

斎藤甲一 支那語

農 学 士 佐藤寛次 産業

宮原民平 中国語

ジョン・アイルス

英語

陸軍歩兵大尉

江頭正治 体操

ウィルリアム・ヒュウエル

英語

ドクトル・オブ・フィロソフィー

元田作之進 英語

バチェラー・オブ・アーツ

杉山令吉 漢文兼作文
後藤新平像（銅像）
（恩賜記念館所蔵：許文龍氏寄贈）

第三代学長（大正８年～昭和４年）
後藤新平
陸中国出身。須賀川医学校で学
ぶ。医学博士。
内務省衛生局長、台湾総督府民
政長官、満鉄総裁、逓信大臣、
鉄道院総裁、拓殖局総裁、内務
大臣、外務大臣、東京市長、帝
都復興院総裁などを歴任。東洋
協会会長。

新渡戸稲造
学監（大正６～１１年）

後藤学長就任認可書

後藤・新渡戸合作書軸
（本学蔵）

大学改革と昇格について学生が後藤学長宅に陳情
（東京朝日新聞・大正８年１２月４日）

運動会でのランニング選手〔T．８〕

体操の授業〔T．８〕

大学昇格への運動
後藤学長が一層の飛躍を期して行ったのが、

大学令による大学への昇格である。
大正４（１９１５）年に東洋協会植民専門学校へ
と改称後、さらに大正７（１９１８）年、拓殖大学
へと改称するが、これは専門学校令による設
置であり、大学令によって設置された大学で
はない。
そこで、後藤学長をはじめ学校当局や卒業

生が一体となって施設の拡充などに努めた。

刊行物「植民講話」（大正８年）

東洋協会植民専門学校から拓殖大学
校名改称届（東京都公文書館蔵）
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拓殖大学校歌制定

校歌が制定されたのは大正８（１９１９）年。

作詞宮原民平、作曲永井建子によって誕生した。学校当局は、学生の要望を受けて創立２０周年記念式典までに校歌

を制定しようとした。学生に対して２度募集したが当選に至らない。

そこで永田秀次郎幹事は本学４期出身で、中国（支那）語の宮原民平本学教授に作詞を依頼。作曲は陸軍軍楽隊の

元老で、帝国劇場の洋楽部長を務めていた永井建子に委嘱した。

１１月３日の茗荷谷運動会に校歌の発表が行われた。

勇壮な曲、崇高な歌詞に学生は感動し、ここに拓大スピリットは高揚した。

宮原民平（作詞者）

授業風景（大正９年）〔T．２〕

松岡均平
（学監・大正１１年～１３年）

拓殖講演会予告
（東洋時報２７８号・大正１０年１１月）

永井建子（作曲者）

運動会（大正８年）〔T．９〕

創立２０周年・校歌制定（大正８年）

予科生募集広告
（東洋２５年１号・大正１１年１月）

予科校舎落成（大正１１年）

後藤学長を始めとする職員、学友

の努力が実り、大正１１（１９２２）年に大

学令による大学・東洋協会大学とし

て設立が認可された。

拓殖大学から東洋協会大学へ（大正１１年１２月）

東洋協会大学敷地図（大学一覧・大正１１年９月）

■大正１１（１９２２）年１１月
に予科校舎が完成。施
設・制度とともにカリ
キュラムも充実したも
のになった。

職員一覧（東洋協会大学一覧 大正１１年）

東洋協会大学認可書（大正１１
年６月）

東洋協会大学一覧
（大正１１年９月）
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東洋協会大学における学園風景

食堂（大正１３年頃）

後藤学長の講演（大正１４年）

中村進午博士国際公法講義（大正１３年）学監在任昭和４～１４年〔T．１４〕

図書館書庫〔T．１４〕

運動会での後藤新平学長（前列左）・小川郷太郎学監（前列右＝学監在任大正
１３年～昭和３年）・宮原民平教授（後列右）

「拓殖文化」
「拓殖文化」は大正１０（１９２１）年１１月５日に創刊され

た研究誌である。宮原民平教授が創刊言の中で「人種の

差別を撤廃し、其の平等を主張する」ために、「有色人

種を指導し啓発せねばならぬ」、人を覚醒せしむるには

自己の覚醒を必要とする。自己の真の覚醒、是は細密な

る研究に由って始めて実現する」と述べているように、

自らを厳しく律しながら「研究」を進め、国際貢献を果

たすことを理念としたものであった。
『拓殖文化』創刊号

桂太郎初代校長墓参（大正１４年）

（東洋時報２７９号・大正１０年１２月）
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拓殖大学での学園風景
■再び拓殖大学へ

東洋協会大学の名称は大正１５（１９２６）年に再び拓殖大学に

改称される。拓殖の名に愛着を持つ関係者が多く、評議員

会でも満場一致で可決された。

図書館〔T．１４〕

新渡戸稲造博士講演〔T．１４〕

図書館閲覧室（大正１３年頃）

対旧制浦和高等学校陸上競技〔T．１４〕

講師 ミハエル・グリゴーリエフ
（露語・大正１２年１１月～１４年１月）〔T．１４〕

教授 安部新
（英語・大正１０年４月～１４年３月）〔T．１４〕

講師 ジェームス・グラント
（英語・大正９年２月～１５年３月）〔T．１４〕

教授 大室貞一郎
（論理心理・大正１１年４月～１５年３月）〔T．１４〕

見学・王子製紙〔T．１４〕

大正１４年卒業生〔T．１４〕

修学旅行〔T．１４〕 見学・霞ヶ浦飛行場〔T．１４〕

見学・大日本麦酒〔T．１４〕
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相撲部員と後藤新平学長〔S．２〕

剣道部扶揺寮〔S．２〕

安岡正篤
（漢文・東洋民族心理研究・
大正１５年～昭和９年）〔S．２〕

図書館階下閲覧室〔S．４〕

射撃部射場開き〔S．２〕

図書館階上閲覧室〔S．４〕

支那事情〔S．４〕

学校紹介記事「ある日の学園」（東京朝日新聞・昭和３年５月３日）

シベリヤ事情〔S．４〕

「拓殖大学一覧」
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学生消費組合〔S．３〕

拓大通り〔S．４〕

剣道部、台湾遠征に出発〔S．４〕

練習〔S．４〕

山岳部員アルプス踏破のため飯田駅へ〔S．４〕

■後藤新平第三代学長の逝去

大学令による大学への昇格に貢献し、学生に慈愛をもって接する「学長先生」として親

しまれた後藤学長は昭和４（１９２９）年に死去した。

後藤学長は同年３月２８日、拓殖大学の卒業式に臨み、懇親会にも出席して夜遅くまで過

ごしたが、それが大学や学友会との最後の別れになったことを宮原民平教授は回顧してい

る。理事として大学の経営にも参加した永田秀次郎学監も満開の花吹雪の散り敷く青山墓

地での埋葬に際し「花吹雪日本淋しくなりにけり」と、その寂寥感を一句に託している。

この永田学監がやがて第四代学長に就くのである。

「…民心の啓発を是れ務め 国際親善を是を図り…」

皇室から拝した御沙汰書から後藤学長が台湾総督府民政局長や逓信大臣、東京市長と

いった要職を経ながら常に国民のことを思い、国際親善に努めたことが浮かび上がってく

る。

紀要「拓殖文化」後藤学長追悼号（昭和４年７月）

後藤学長の書（本学蔵）
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東洋協会専門学校京城分校

京城分校の開校（明治４０年１０月）

野球〔M．４３〕

体操〔M．４５〕

東洋協会専門学校は明治４０年、殖民専門の教育内容を強化するため、修業年限１年の研究科（第１部・第２部）設

置を企画。ことに朝鮮語履修者を対象とする研究科第２部については、実地教育の必要からこれを外地に開設するも

のとし、韓国統監伊藤博文の協力を得て京城府大和町に校舎を建築。東洋協会専門学校京城分校として同年１０月１日

に開校した。第１期生は本科朝鮮語科３年生３８名と研究生５名。講師は現地専門家に委嘱した。

大正４年には本校の改称にともない東洋協会植民専門学校京城分校となるが、大正７年６月、修業年限３年、行政

科・高等商業科併設の東洋協会京城専門学校として本校より完全に独立。翌８年を以て本校研究科としての使命を完

了した。また同年５月には京城府崇二洞の新校舎に移転。翌大正９年５月、文部省から認可を得て、朝鮮総督府・朝

鮮銀行・満鉄共同出資による財団法人私立京城高等商業学校に改編。大正１１年３月には朝鮮教育令改正にともない官

立に昇格し、同時に日韓共学を実現した。戦時昭和１９年４月には内地に準じて京城経済専門学校と改称（所在地：京

畿道高陽郡崇仁面）。戦後は国立ソウル大学校商科大学に改称、改編されている。

剣道〔M．４３〕

分校における親睦会〔T．４〕

分校内閲覧室〔T．４〕

スケート〔T．４〕

東洋協会経営校（本学海外兄弟校）

大連商業学校
関東州における実業教育の濫觴。東洋協
会満州支部により明治４３年９月大連商業補
修学校として設立。同４５年２月、５年制甲
種商業学校に昇格し、補修学校は夜学部と
して継続。大正４年３月在外指定学校とな
る。昭和１８年大連市に移管され大連経済学
校と改称。昭和２１年の廃校まで計３３期５０００
名余に及ぶ校友は、「南満における勢力は
地歩堅く牢固として抜くべからざる」と称
された活躍の場を日本に移し、戦後経済復
興の担い手となった。平成１１年には創立９０
周年記念誌を刊行。同期同窓の繋がりは今
も強い。校舎はそのまま大連市第３６中学に
引き継がれ、ほぼ旧観を留めている。

東洋協会３０年暦『東洋』３０周年記念号
昭和３年７月

大連女子商業学校
内地女子商業学校の設立に先駆けて大正

１２年４月、大連商業学校内に女子部として
設立。昭和５年４月、大連商業学校旧校舎・
天神町分教場に３年制の女子商業学校とし
て独立した。女性の社会進出機運に応じて、
「商業ノ実務ニ従事セントスル女子ニ須要
ナル知識技能ヲ授ケ」ることを目的とした
が、同時に「温良・貞淑・敬虔・感謝・誠
実・勤勉」を掲げ徳操の涵養を重視した。

旅順語学校
明治４３年９月設立。中・日・露・英の各
言語を教える他、漢文・数学・簿記といっ
た教科も交えて、主に商人、官吏など関東
州で働く社会人のために、夜学方式で実用
教育に当った。写真は校舎のあった当時の
旅順乃木町界隈。

台湾商工学校
東洋協会台湾支部の発議により、大正６
年３月、東洋協会台湾支部附属私立台湾商
工学校として設立。同年４月に開校した。
商・工両科計８０名が入学。内台人共学を特
色とした。同年１１月財団法人私立台湾商工
学校と改称。昭和１４年６月、私立開南工業
学校と私立開南商業学校（ともに５年制）
を増設。三校分立して終戦を迎えたが、昭
和２１年９月、台北市私立開南商工職業学校
（中学・高校レベル併設）として合併。昭
和４７年３月、台北市私立開南高級商工職業
学校（高校）に昇格。平成１２年９月には、
私立開南管理学院（大学）として発展し、
その建学精神を今に伝えている。

奉天商業学校
昭和８年４月、東洋協会満州支部により
創設。男女両部を併置。翌９年３月在外指
定学校認可。中国語の習得をとりわけ重視
した。写真は同校職員。前列右から３番目
が初代校長・玉井静一。個性を重んずる教
育でリベラルな校風を築いた。昭和１２年、
満州学校組合連合会に移管。翌１３年、男子
部は５年制甲種に昇格。女子部はのち奉天
女子商業学校として独立した。

新築の京城高等商業学校
（大正９年）
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昭和時代

学生一同〔S．５〕

永田学長時代はまた飛躍のときであった。昭和５

（１９３０）年には創立３０周年式典を挙行、昭和７（１９３２）年に

は新校舎（茗荷谷校舎本館）が完成、昭和１５（１９４０）年に

は予科を小平村に移転して修練農場、総合運動場を開設

した。規模・内容ともに拡充を図り、人材育成に努めた

本学だが、昭和１６年の太平洋戦争突入により非常時態勢

に入ることを余儀なくされる。戦況の悪化に伴って学徒

動員が行われ、各地での勤労動員が学生生活の中心に

なっていくのである。

第四代学長（昭和４年～昭和１８年）
永田秀次郎
兵庫県出身。第三高等学校卒。
三重県知事、内務省警保局長、貴族
院議員、東京市長、拓務大臣、鉄道
大臣、東京市政調査会長、陸軍軍政
顧問などを歴任。東洋協会副会長。

教員室〔S．５〕

創立３０周年を迎える

学友会報８２号（昭和５年１２月）

３０周年式典

昭和５（１９３０）年、創立３０周年を記念して

記念祝賀式が行われた。１１月１日の時事講

堂における学術講演会、２日の語劇大会（第

３回）に続いて、開校記念日である３日に

は祝賀式と陸上大運動会が行われた。夜に

は帝国ホテルで祝賀晩餐会が催されて水野

錬太郎東洋協会会長を始めとする名士や卒

業生３００人が出席して盛況を極めた。

３０周年記念絵葉書

祝賀会

（３０周年記念絵葉書）

「拓殖大学論集」創刊（昭和５年）
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■新校舎竣工
明治３４（１９０１）年１０月以来使っていた木造２階建て古色蒼然たる旧校舎に代り、旧運動場跡に待望のゴシック風鉄筋

コンクリート３階建て新校舎が完成したのは昭和７（１９３２）年３月。４月２３日の恩賜記念日を期して落成式が行われた。

以後、本館と呼称した（現A館）。

新校舎落成式（昭和７年）

拓殖大学経営新京講習所開設（昭和７年）

西門拓文堂（文房具店）・現在
の永喜マンションの位置にあ
たる〔S．８〕 満洲国協和会使節一行（昭和７年）

謝介石 満洲国外交総長（外務大臣）
元本学台湾語講師が本学訪問（昭和７年１０月）

昭和初期の学内外風景

日満親善の自転車旅行出発（皇居前）
新栄 幸雄－右端－（昭和３年予科入学）ほか
５人が日満親善のため東京より新京まで走破の途
についた。尚、この壮挙にたいし日本橋小伝馬町
の山口自転車より自転車６台が贈呈されたという。
中外商業新報（現日経新聞）
昭和７年８月１１日

柔剣道場（昭和初期）〔S．４〕

学生募集広告
（東洋３４年１号・昭和６年１月）

大塚通り〔S．６〕

斉藤和一予科長（英語）を囲んでドイツ語クラス一同（昭和７年）

脇光三碑除幕式（昭和６年）

マレー語劇〔S．６〕
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人材育成の成果

卒業生全員記念撮影（昭和９年）

昭和８（１９３３）年７月、満洲産業建

設学徒研究団が結成され、本学から

は永田学長が団長、豊田悌助助教授

が団長秘書、山口虎雄、久門商利両

教授、配属将校永沢正美少佐が研究

団員としてそれぞれ学生団員ととも

に渡満した。

教授〔S．９〕

満洲産業建設学徒研究団（昭和８年）

漢方講座開催（報知新聞・昭和１２年２月１２日）

昭和７年５月北多摩郡久留米に総合運動場を
開設した。

総合グラウンド・久留米村〔S．９〕

ブラジルで教べんを取る本間剛夫氏（３１期＝後列左端）（昭和１３年）

全国学生相撲大会 団体・個人優勝（東京日日新聞・昭和９年１１月１９日）
この年以降、団体で５連覇を達成する。
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校舎全景（昭和１０年）

運動会での永田学長（昭和１０年）

靖国神社参拝（昭和１０年代） 外国語劇大会案内（学友会報１０９号昭和１０年１０月）

■学業から勤労奉仕へ
昭和１２（１９３７）年に日中戦争が始まって以来、昭和１３

（１９３８）年の国家総動員令の発令に見られるように、国内

は戦争遂行に向けた体制が築かれる。

昭和１６（１９４１）年の大東亜戦争開戦は初戦こそ勝利を収

めたものの、次第に制空・制海権を奪い返され敗色が濃

厚になると、昭和１８（１９４３）年の勤労動員令の発令で学生

が学業を休止して軍需生産や農業労働にかり出されて

行った。

従軍通訳として第１次出陣 拓殖招魂社前（昭和１２年）
［前列左から］後藤秀和、鈴木宣稲、宮前正夫、小森正辰、鈴木克海
［後列左から］椋木瑳磨太、宮崎忠臣、三雲満三郎、山田宗久、園田達雄、

大井胤治、下茂嘉男、湯本正彦
［列外］滝本思平

学生通訳帰還を伝える新聞記事
東京日日新聞 昭和１３年２月２２日

拓殖研究会（「拓殖文化」編集）〔S．８〕

南洋研究会〔S．８〕

大学周辺（昭和１５年頃）
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入試発表風景（昭和１６年）〔S．１７〕

面接試験〔S．１７〕

宮原民平教授の開拓科の授業〔S．１５〕と学生への警告文〔S．１８〕
（学監在任昭和１４～１９年）

郊外授業・ゼミナール（昭和１６年）〔S．１７〕
大学予科移転（現小平市）〔S．１６〕

学生の野外演習（昭和１７年）

皇紀２６００年記念語劇〔S．１６〕

学内売店〔S．１７〕
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大学農場（昭和１７年）

大学敷地図（昭和１８年大学一覧より）

菅平勤労奉仕（昭和１６年）

正門（昭和１７年）〔S．５５〕

米機B―２５東京上空初空襲（昭和１７年）

専門部学生勤労奉仕
朝日新聞に（昭和１８年３月９日）「戦ふ学徒」として紹介される

防空訓練（昭和１８年）

漢口での従軍通訳（昭和１８年）
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校庭における出陣学徒壮行式

昭和１８（１９４３）年、日増しに悪化する戦況は、ついに学徒

を戦場に向かわせることになった。１１月１４日、本学校庭で

出陣する学徒を送る出陣壮行式が行われた。式が終わって

も誰も解散しようとはしない。「期せずして『海ゆかば』の

斉唱が紅葉ヶ丘をおしつつむようにして拡がっていった」。

「出陣学徒」の（集計）記録
総 数 表
（昭和十八年度臨時徴兵検査受検、入営及入団者名簿による）

学部、予科

専門部

（注）専門部武徳科を司政科に改称

（久保正明氏作成）

学徒壮行式を報じる新聞（朝日新聞昭和１８年１１月１５日）

出陣学徒数（陸・海軍別）

本学校庭

＜当時の学生生活風景回想（昭和１８年当時）－卒業生木内稔氏筆＞

専門部開拓科合格通知書（両面）
（昭和１８年・木内稔氏提供）

合格発表の風景（昭和１８年） 入学歓迎会

期 別 入 学 年 １８・１１・３０現在 商経科 拓殖科 計

４１期
昭和１４年（二部）
昭和１５年（一部）

学３但９月仮卒 １１３名 １７８名 ２９１名

４２期
昭和１５年（二部）
昭和１６年（一部）

学２ １３５ １８６ ３２１

４３期
昭和１６年（二部）
昭和１７年（一部）

学１ ９７ １０６ ２０３

学部計 ３４５ ４７０ ８１５

４４期 昭和１７年 予科２ １１７

４５期 昭和１８年 予科１ ４８

予科計 １６５

合 計 ９８０

期 別 入学年 １８・１１・３０現在 商 科 開拓科 武徳科 計

１８期 昭和１７年 専２ ９３名 ６８名 ２９名 １９０名

１９期 昭和１８年 専１ ３４ ３１
司政科
３７

１０２

計 １２７ ９９ ６６ ２９２

総 計
学部A＋予科B＝９８０名、専門部C２９２名

合計１，２７２名

期 別 陸 軍 海 軍 計 戦 没 者

学４１期（学３仮卒） １９８名 ９３名 ２９１名 ３２名

４２期（学２） ２１２ １０９ ３２１ ２３

４３期（学１） １４１ ６２ ２０３ ９

４４期（予２） ８５ ３２ １１７ ４

４５期（予１） ３５ １３ ４８ ０

計 ６７１ ３０９ ９８０ ６８

専１８期（専２） １２７ ６３ １９０ １０

１９期（専１） ７８ ２４ １０２ ３

計 ２０５ ８７ ２９２ １３

合 計 ８７６ ３９７ １，２７２ ８１

Ａ
Ｂ

Ｃ
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第五代学長（昭１９～２０年）
宇垣一成
備前国出身。陸軍大学校卒。陸
軍大将。
第１０師団長、教育総監部本部長、
陸軍次官、陸軍大臣、朝鮮総督、
内閣参議、外務大臣、拓務大臣、
参議院議員などを歴任。

野営への旅〔S．１９〕

米飯外食券食堂〔S．１９〕

昭和１８年（１９４３）に永田学長が死去し昭和１９年に宇垣一

成陸軍大将が五代学長に就任した。この時期予科・学部

の学生募集の一時停止、教員の勇退、茗荷谷本校への機

能集中、拓殖専門学校の新設などがあったが、空襲の激

化によって学園は空洞と化し、昭和２０（１９４５）年の終戦を

迎えるのである。

「蘭和大辞典」刊行（昭和１８年）

この辞典は、本大学学生２３人が元講師の千秋克巳氏の指導によって分担

して執筆。これに上智大学教授のヨセフ・エーレンボス氏と本学講師・熊

倉美康氏らの厳密な校閲を得て完成した。
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終戦時、茗荷谷周辺は一面の焼け野原となっていた。
それでも図書館、３号館とともに焼け残った本校舎に再興の希望を託して拓殖大学の戦後が始まった。

戦禍に汚れた校舎

第六代学長（昭和２０年～昭和２１年）
下村 宏
和歌山県出身。東京帝国大学卒。法学
博士。
逓信省郵便貯金局長、同為替貯金局
長、台湾総督府民政長官、朝日新聞
副社長、貴族院議員、日本放送協会
会長、国務大臣兼情報局総裁などを
歴任。

焼け落ちた恩賜記念講堂（昭和２０年秋）

拓殖大学の戦後の歴史は宇垣学長の辞任から始まる。

陸軍大将という経歴が大学に迷惑を及ぼすことを懸念し

たためである。事実、拓殖大学に対する世評は冷たいも

ので、占領軍から廃校に指定されるというウワサもたっ

ていたようである。海外に向けた人材養成を続けてきた

伝統が軍部の「侵略政策」に乗ったものであるかのよう

に誤解されたからか。そこで、こうした誤解を解くべく

校名は紅陵大学と改称される。紅陵大学は昭和２４年商学

部・政経学部からなる新制大学としてスタートした。復

興の第一歩である。

昭和２７年、校名が紅陵大学から再び拓殖大学に改称さ

れる。サンフランシスコ対日平和条約の締結により、占

領が終結して、国民の自由が回復したことにより、旧校

名復帰の要望が全学の世論となったことによる。

第七代総長（昭和２１年～昭和２７年）
高垣寅次郎
広島県出身。東京高等商業学校卒。
経済学博士。
東京商科大学教授、本学学監、日本
学術会議会員、日本学士院会員、金
融学会会長、日本経済学会連合理事
長、日本ユネスコ国内委員会会長な
どを歴任。

理事長・河合達夫
（昭和２６年～２７年）

右手に文化を
拓殖大学１００年の歴史・戦後編

をたどる 
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新制大学への移行

戦災被災状況（学友会報１３６号・昭和２２年１１月）

戦災による復興がままならぬ昭和２２（１９４７）年４月、文

部省では新たに大学設置基準を規定し、新法制に基づく

新大学制度を打ち出した。この新制度に大学の組織機構

を即応させるべく昭和２３（１９４８）年７月３１日に新制の紅陵

大学の設置を申請し、商学部（経営学科・貿易学科）、

政経学部（政治学科・経済学科）を設置することになっ

た。申請は昭和２４（１９４９）年２月２１日認可され本学は新制

大学に移行した。

下村学長のあとを受けていた高垣第七代学長は「伝統

を生かしながら時代の要請に応じうる人材を作り上げて

日本の再生に寄与すること」を新たな願いとして本学の

発展を誓った（『紅陵大学学友会報』第１３７号「記念すべ

き年を迎えて」）。

昭和２５（１９６０）年には短期大学（夜間）も開設され、麗

澤会が復活。さらに昭和２６（１９４１）年には大学院が設置さ

れるなど、本学は日本の復興と軌を一にして再建の道を

たどる。

紅陵大学正門

校名改称認可書・紅陵大学（昭和２１年）

政経学部政治学科（S．２５年版 卒業アルバムから転載、以下〔S．２５〕のように表示）

紅陵短期大学設置認可書（昭和２５年３月）

政経学部経済学科〔S．２５〕

紅陵大学大学院設置認可書（昭和２６年４月）

新制大学設置認可書（昭和２４年）

をたどる 
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校名復帰

第八代総長
理事長（昭和２８年）
鈴木憲久
愛知県出身。東京商船学
校中退。経済学博士。
大阪毎日新聞記者、時事
新報記者、同論説委員か
ら本学講師となり、教授、
政経学部長、短期大学長、
理事長などを歴任。

校名変更・拓殖大学へ（昭和２７年１０月）

終戦直後、紅陵大学と称していた本学であるが、「拓

殖大学」という校名は長い伝統を持ち、建学の理念を表

すものであっただけに、卒業生・学友の間には断ちがた

い愛着と郷愁があった。

この旧校名への思いは、対日平和条約の締結によって

敗戦国の立場から解放された日本の明るい空気を背景に

学内外に広がり、ついに昭和２７（１９５２）年９月２７日の評議

員会で取り上げられることとなった。時期尚早論もあっ

たが大勢は変更論に傾き、１０月１日をもって、旧校名へ

復帰することが決定された。

第九代総長（昭和２８年
～昭和２９年）
八田嘉明
東京府出身。東京帝国大
学卒。
鉄道次官、貴族院議員、
満鉄副総裁、拓務大臣、
商工大臣、東京商工会議
所会頭、鉄道大臣、逓信
大臣、運輸通信大臣、北
支那開発B総裁などを歴
任。

体育祭（昭和２８年頃）

理事長・松村 B

（昭和２８年～２９年）

昭和２７年の校名復帰を伝える『学友会報』（昭和２８年２月）

理事長・本多兵一
（昭和２７年～２８年、
２９年～３０年）

新時代へ

紅葉ヶ丘全景（昭和２９年）〔S．３１〕

矢部総長のゼミナール（政治学）〔S．３１〕

昭和３０（１９５５）年２月２６日開催の評議員会で、八田総長

の後を受けて第十代総長に矢部貞治博士が選出された。

西郷隆秀氏の懇請を受け本学の理念に賛同した結果であ

る。

矢部総長は４月１２日告辞を行った。敗戦によって打ち

ひしがれた国民の精神を奮起させ、アジア全体の繁栄の

うえに日本の繁栄を築くために本学学生が「地の塩」と

なるよう説いた。海外雄飛を求めたこの告辞は多くの

人々に感動と勇気を与えた。

やがて、海外事情研究所、経理研究所、日本語研修所

などの設立に力を注ぎ、八王子校地購入を実現するなど

西郷理事長とともに１０年に及ぶ矢部・西郷時代を築く。

それは、急速な高度成長を続ける日本と重なる本学の躍

進の時代でもあった。

第十代総長（昭和３０年～昭和
３９年）
矢部貞治
鳥取県出身。東京帝国大学卒。
政治学博士。
東京帝国大学教授、早稲田大学
講師、選挙制度調査会委員、行
政審議会委員、公安審査委員会
委員、憲法調査会副会長、中央
教育審議会委員などを歴任。

理事長・西郷隆秀
（昭和３０年～３９年） 矢部総長の書〔S．３１〕

をたどる 
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高度経済成長とともに

建設中の講堂

茗荷谷ホール完成（読売新聞・昭和３２年６月１６日）

ホール落成（昭和３２年）

就職相談室〔S．３３〕

講堂外観

海外事情研究所設立（昭和３０年：写真は３３年当時）

講堂内部〔S．３７〕

茗荷谷駅（昭和３２年）

暁風寮〔S．３１〕

花小金井農場〔S．３３〕

夜間授業 長瀬教授 時事中国語〔S．３１〕

花小金井駅〔S．３３〕

雄弁大会〔S．３１〕

をたどる 
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新たな夢・海外移住

第一次ブラジル移住団（昭和３２年）

第一次ブラジル移住団を見送る学内関係者ら（昭和３２年）

戦後途絶えていた海外雄飛への夢を移住というかたち

で実現すべく昭和３２（１９５７）年には第１次ブラジル移住団

が結成され、多くの人々が海を渡っていった。

第一次ブラジル移住団（昭和３２年）

創立６０周年

大学全景〔S．３５〕

創立６０周年記念祭〔S．３５〕

創立６０周年記念祭〔S．３５〕

矢部総長は昭和３５（１９６０）年の創立６０周年にあたって次

のように述べた。

「６０周年というのは、人間の一生でいえば還暦に当た

るが学園は創造と飛躍の段階に入ることを意味する。伝

統を時代の要請の中に活かし、学風を刷新し、関係者が

一致団結して拓殖大学を復興するのみでなく格段の飛躍

を図る時である（一部を要約）」

正門から図書館を望む〔S．３５〕

創立６０周年記念祭〔S．３５〕

創立６０周年記念祭のテレビ放送〔S．３５〕

「拓殖大学６０年史」刊行（昭和３５年）

をたどる 
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充実の時

昭和３６（１９６１）年２月、本学は日本語研修所を設立した。

その目的は、アジア協会の委託によるインドネシア共和

国賠償留学生に日本語（主として技術研修の実をあげる

のに必要な日本語）を教育するためであった。

当時のインドネシア賠償研修生の総数は２３５名（うち

女子１２名）であったが、その内訳を見ると、インドネシ

ア共和国政府の官庁、経済計画要員をはじめ、工業、農

業、商業、交通、金融、その他各界の現職者で、年齢は

最高５０才、最低１９才（平均２７．８才）、その約半数が妻帯

者であった。それだけに研修生の学力のばらつきも多く、

本学の受けいれ体制の整備、教育方法の研究改善にも、

それ相当の苦心と努力がはらわれた。この経験が基礎と

なって昭和３８（１９６３）年４月一般外国学生を見越して「語

学研修所」（現言語文化研究所）が再発足した。

インドネシア日本語研修生

第１回日本語研修所修了式

公開講座（昭和３０年代後半）

鹿島守之助教授学士院賞受賞記念祝賀会（昭和３５年茗荷谷ホール）

インドネシア賠償留学生（読売新聞・昭和３６年２月１４日）

赤松要教授

学生自治会、チリ津波募金運動（昭和３５年）〔S．３５〕

昭和３９年の新潟地震発生に際し、運動部、応援団、寮生か

らなる本学学生３０人は救援隊を組織し救援活動を行った。

矢部前総長追悼講演会

新潟の惨状 新潟地震救援隊活動（昭和３９年）

斉藤和一先生さよなら講義（昭和４１年１月）

空手部創立３０周年式典〔S．３５〕

職員室〔S．３７〕

をたどる 
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躍進への胎動

ライシャワー米大使講演来校
（昭和３８年）

S館竣工（昭和４１年）

全国学生相撲選手権大会で７回目優勝。２３年ぶりの悲願達成（昭和３７年）〔S．３７〕 新装なった図書館（S館内）

第十一代総長（昭和３９年～昭和４２年）
安東義良
岐阜県出身。パリ法科大学院修了。法学
博士。
外務省欧亜局長、同条約局長、大東亜省
総務局長、外務省政務局長、弁護士、衆
議院議員、本学教授、同政経学部長、駐
ブラジル大使などを歴任。

理事長・落合英次
（昭和３９年～４０年）

茗荷谷校舎（昭和４０年）

中曽根総長講演

理事長・狩野敏
（昭和４０年～４２年）

北海道拓殖短期大学開校式（昭和４１年）

第十二代総長（昭和４２年～昭和４６年）
理事長（昭和４２年～昭和４５年）
中曽根康弘
群馬県出身。東京帝国大学卒。
衆議院議員、科学技術庁長官、運輸大臣、防衛庁長官、通
商産業大臣、自由民主党幹事長、同総務会長、行政管理庁
長官、内閣総理大臣などを歴任。

をたどる 
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学生運動〔S．４３〕

学生運動の時代―嵐の時を越えて

学生運動の時代〔S．４３〕

学内から暴力追放〔S．４３〕

緊張〔S．４３〕 真理の追求〔S．４３〕

をたどる 
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八王子構想の実践

八王子構想とは、矢部・西郷時代に国際大学を作るた

めに取得した八王子の土地を開発することで、茗荷谷校

の狭隘化を解決し、以後の長期にわたる発展を期した構

想をいう。この基本的な構想に基づき、豊田悌助総長の

もと建設が進められ、昭和５２年に移設された商学部・政

経学部の教養課程、新設の外国語学部による入学式が行

われた。入学式当時は建物は建設中であったが、７月に

は第１期工事が完成。本館、B館、C館、体育館、プールなどが

姿を現した。自然環境保護に配慮して事前審査を経ただ

けあって周囲の自然に溶け込んでいるのが特長である。

この後、高瀬侍郎総長、小村康一総長、現小田村総長

へと引き継がれた構想はさらに大きく広がり、昭和６２年

の工学部開設、その他図書館等施設の拡充、平成１２年の

国際開発学部の新設へと連なっていくのである。

「拓殖大学７０年外史」（昭和４５年）

講義をされる三笠宮殿下（公開講座）

〔碑文内容〕
此処八王子校地四十万坪を開基し「万世の為に大平を開かんとする」拓殖大学元理事長西郷隆秀先生（学部２７期卒鹿児
島県出身）の理念の証しをこの地に顕彰し、後世に伝え、以って拓殖大学建学の精神の高揚に資す。
学校法人拓殖大学、西郷隆秀先生縁りの方並びに拓殖大学学友会の協力によりこの碑を建立す。

平成元年十一月三日 西郷隆秀顕彰会
高瀬侍郎総長揮毫

西郷隆秀顕彰碑 高さ２メートル、横幅２メートル５０．石碑の材質は宮城県産の銘石伊達冠石
を使用、自然型を加工したもの。裏面には顕彰碑文

第十三代総長（昭和４６年
～昭和５３年）
豊田悌助
栃木県出身。拓殖大学卒。
商学博士。
本学で教授、大学研究所長、
商学部長、短期大学長、専
門学校長、専務理事、大学
長などを歴任したほか、
弁護士を開業。

理事長・植田美與志
（昭和４５年～５４年）

第十四代総長（昭和５４年～
平成３年）
高瀬侍郎
理事長（昭和５４年～昭和６２
年）
長野県出身。東北帝国大学卒。
外務大臣官房審議官、法務省
入国管理局長、駐セイロン大
使、駐ビルマ大使、外務省顧
問、沖縄復帰準備委員会日
本国政府代表などを歴任。

理事長・椋木瑳磨太
（昭和６２年～平成３年）

八王子キャンパス竣工

昭和５２（１９７７）年１月１０日付で外国語学部の設置が許可され、英米語
学科・中国語学科・スペイン語学科が４月１日からスタートをきった。

竣工式当日の八王子校舎正門（昭和５２年）

竣工式当日の八王子校舎
（昭和５２年）

竣工式会場（昭和５２年）

竣工式に集う人々（昭和５２年）

建学の理念の実現を目指して、語学教育と地域研究を

充実させ、発展途上の国々に貢献できる人材づくりに応

えるために、昭和５２（１９９７）年八王子キャンパスに外国語

学部が開設された。

八王子移転（東京新聞・昭和５２年２月７日）

外国語学部

（昭和５２年）
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拓殖招魂社

現在の拓殖招魂社

拓殖招魂社由緒
拓殖招魂社は、拓殖大学建学の具象化であり、精神的原点の象
徴である。
ここにAるは窮極的にはその理念であり、その理念に身を以っ
て殉ぜられ尊い御霊である。則ちここに、建学の理念を体し日本
国家民族の護持に挺身し、亜細亜B興の大義に殉じ、以って世界
の調和進展の礎石となられた脇光三先輩を初めとする本学関係者
の尊き御霊をAり奉る。
個を超えて日本、亜細亜、世界という全体に生きられたその御
霊に合掌し、その無言の訓えに肅然として頭を垂れ、我等またそ
のあとに続かんことを誓うものである。
拓殖大学
経緯 本校茗荷谷の五丈原頭に鎮座せられた拓殖招魂社は、終
戦直後占領軍の指令により破棄せしめられた。
この日、空は暗澹として雲低く、学生教職員一同、万感の念い
をこめてこれを送った。
一学生あり（専門部１９期、当房栄三郎氏、宮崎県出身、故人）
鳥居に掲げられた「拓殖招魂社」の扁額を秘かに毛布にくるんで
持ち帰り、これを九州宮崎の地に奉安した。その後、この扁額は
在九州学友を経て在京学友及び学生に迎えられ、昭和５１年秋、扁
額を奉じて恭々しく招魂社祭が執り行なわれ、ついでこれを総長
室に安置申し上げた。
爾来、学友会よりその総意として招魂社再建の熱烈なる要望が
あり、これを受けて高瀬総長兼理事長より、拓殖大学創立８０周年
記念を機に、ここ八王子原頭、扶桑ヶ丘に拓殖招魂社再建御遷座
の運びとなった。時に昭和５５年錦繍の秋、１０月２３日、此の間、実
に茫々三十有五年、今扁額は、社頭南面する鳥居の上に再び高々
と掲げられ、我が拓殖大学の過去と現在を、そして未来をじっと
見つめて居られる。

招魂社式典（昭和５５年）

拓魂碑の建立

現在の招魂碑

この碑は，昭和４３（１９６８）年１１月学友会により建立された。拓殖大
学に関係する学友の物故者，学徒の薫育養成に一生を捧げた教・
職員，在学中不幸にして倒れた学生を祀るもので当初茗荷谷の校
庭に建立されたものを昭和５５（１９８０）年秋，ここ八王子キャンパス
の北面に移転今日に至っている。

○碑石
高 さ４尺（約１．２２m）幅５尺（約１．５２m）厚 さ１尺２寸（約０．３７m）
台石１０トン

「碑名」は，荒井金造先輩（学三期，漢詩人，元山梨学院大学教授，
元中国各地領事・総領事）が揮毫し，裏面の「撰文」は中曽根総長
が自筆された。

撰文。
惟ルニ，明治三十三年九月，桂太郎先生ニヨリテ我ガ拓殖大学ノ前
身台湾協会学校ガ創立サレ，今ヤ六十八周年ニ当ル。コノ間国家ト
栄辱ヲ共ニシ連綿今日ニ及ブ。摩天林ノ下，麗沢湖ノ畔ニ卒業セル
学友ハココニ二万有余名ヲ算ス。ソノ活躍セル足跡ハ五大州ニ遍ク，
人種ノ色ト地ノ境ヲ越エ，民族ノ伸展ト融和ニ努メテ天涯万里ノ域
ニ骨ヲ埋メ，或ハ国内ニ経綸シテ国力ノ進展ニ身ヲ挺シ，滅私奉公
克ク後進ヲ誘掖シテ本学ノ名誉昂揚ニ尽サル。更ニ又学徒ノ薫育養
成ニ一生ヲ捧ゲシ教職員諸彦，今各位ノ精霊挙リテコノ一処ニ会ス。
思エバソノ音容ハ彷佛トシテ耳目ニ迫リ，遺績ハ切々トシテ心肝ヲ
衝ク。ココニ学友諸氏ノ賛助ニ依リ，コノ旨ヲ碑ニ刻ミテ学園ニ建
ツ。希クバ各位ノ精霊永エニ後進ヲ激励シ，本学ノ前途ヲ見守ラレ
ンコトヲ。

碑文

拓魂碑建立（昭和４３年）
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創立８０周年

創立８０周年記念式典（昭和５５年）八王子キャンパス体育館

創立８０周年記念祝賀会（昭和５５年）

創立８０周年関連行事記念学術講演会（広中平佑氏 ホテルニュー
オータニ）（昭和５５年）

創立８０周年紅陵祭（昭和５５年）

「拓殖大学８０年史」（昭和５５年）

創立８０周年記念植樹（昭和５５年）

八王子キャンパスの植栽（昭和５５年）

海外提携校記念植樹（昭和６１年）

八王子キャンパスの植栽 創造労作ゼミナールを１年次必修目と
して新設（昭和５５年）

プールを市民に開放（昭和５６年）

「世界の中の日本」
八王子キャンパスの
公開講座を収録
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八王子キャンパス図書館竣工式（昭和６１年）

八王子キャンパス図書館竣工（昭和６１年）

直木賞作家 胡桃沢耕史氏（OB）の講演〔S．５４〕

管理棟（右）竣工（昭和６１年）

学生自治会委員長に留学生を選出
（読売新聞昭和６０年１２月１４日）

工学部開設

竣工式であいさつする高瀬総長（昭和６２年）

工学部案内書の初版本
―研究室を１頁で紹介した我
が国初の学部単位の案内書

エレクトロニクスを中心とした最先端技術の加速度的進
展によって、巨大な情報化社会・複合社会が形成されつつ
あった昭和６２年、拓殖大学に工学部が設置された。
工学部は以下の教育目標を掲げてスタートした。

１．科学技術の進歩に貢献できる能力を持ち、国際感覚に富
んだ人材を育成する。

２．人類社会の発展に献身的努力ができる人材を育成する。
３．広く世界からの留学生に対する工学教育の門戸を開放し、
国際交流に寄与する。

４．特徴ある学科構成の有機的な結合によって、我が国の産
業振興に寄与しうる人材を育成する。
学科構成は、メカトロニクスと情報システムに強い機械

技術者の育成を目指す「機械システム工学科」、エレクトロ
ニクスの基礎から応用へ実践的な技術教育を展開し、理論
を実際に使いこなすことのできる精鋭を育成する「電子工
学科」、ソフト・ハードともに使いこなし独自のシステムを
構築できる能力の育成を目指す「情報工学科」、機能・機構・
構造・材料を重視する工学的見地からデザイナーを養成す
る「工業デザイン学科」である。
開設初年度の学生募集活動は、志願者数３，０００人確保を目

標に、設置認可された１２月２３日から開始された。入学試験
は２月１日、２月２７／２８日、３月９日の３回行われた。総志
願者数は２，９０１人、合格者数４５０人であった。
４月４日、３５０人の新入生を迎えて授業が開始された。

昭和６１年１２月２３日付で工学部の設置が許可され，機械システム
工学科・電子工学科・情報工学科・工業デザイン学科が翌年４月
１日からスタートをきった．
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さらなる進展へ

第十五代総長（平成３年～平成７年）
小村康一
神奈川県出身。東京帝国大学卒。
外務省入省。OECD代表部参事官、駐英
公使、海外経済協力基金理事、駐チリ大
使、駐ブラジル大使、石川島播磨重工A
顧問などを歴任。

大学見学会（昭和６３年）

八王子キャンパス開設２０周年記念講演会・マレーシア駐日大使（平成９年）

第十六代総長（平成７年～現在にいたる）
小田村四郎
東京都出身。東京帝国大学卒。
大蔵省入省。内閣官房内閣審議室長、防衛
庁経理局長、行政管理庁行政管理局長、行
政管理事務次官、農林漁業金融公庫副総裁、
日本銀行監事などを歴任。

豊田元総長を偲ぶ会（平成５年）

八王子キャンパス開設２０周年祝賀会

理事長・藤渡辰信
（平成３年～現在）

学生交流会館竣工式（平成１０年）

国際開発学部棟竣工（平成１２年）

ハイテクリサーチセンター起工式（平成１０年）
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学部・関連機関概観 大学長挨拶

坂田 勝

今回「拓殖大学創立百周年記念写真集」が刊行されるのは誠に喜ばしいことである。拓殖大学の前

身である「台湾協会学校」は明治３３（１９００）年に桂太郎公を校長に創設された。当時の我が国を取り

巻く国際情勢を考えることなく拓殖大学の歴史を語ることは不可能である。この時代は欧米諸国によ

るアジアの分割・植民地化時代であり、我が国が植民地化の危機を脱することが、大きな国家目標と

して考えられていた。１８９４－９５年の日清戦争の結果、台湾がわが国に割譲された直後には桂校長が台

湾総督を務め、さらに１９０４－９５年の日露戦争の時期には首相を務めたことからも明らかなように、台

湾協会学校は当時の国家的な要請によって創設された。しかし建学の精神は「積極進取の気概とあら

ゆる異民族から敬慕されるに値する教養と品格を具えた有為の青年人材を育成する」ことにあった。

当時のわが国の殖民政策との関連はあるにしても、拓殖大学は創設以来一貫して、主に東アジア地域

の経済的、社会的発展に貢献する民間人を育成、輩出させている。

第二次世界大戦後は、我が国の政治的、社会的な政策の転換によって拓殖大学も様々な変遷を経験

してきたが、本学の建学の精神は一貫しており、常に国際社会で「地の塩」となって貢献する人材の

育成を目標としている。本写真集は、創設期から現在に至るまでの本学の姿を生き生きと伝えている

と同時に、２０世紀における我が国の社会的側面を表現しており、歴史的価値も高いと考えられる。

一般に歴史は二つの役割を果たすと言われている。第一は、個人、学校、国家などのルーツと過去

の事実を伝えることにあり、これは人間の基本的な要求と考えられている。第二は、過去の事実を研

究から、歴史的教訓として、未来に対する方向性が与えられることにあり、歴史が鑑といわれるゆえ

んである。この両面において、本写真集が歴史的出版物として、本学関係者はもとより、多くの人々

によって広く活用されることを期待するものである。
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経済学研究科　国際経済専攻 

工学研究科　機械システム工学専攻／電子情報工学専攻／工業デザイン学専攻 

機械システム工学科 

電 子 工 学 科  

情 報 工 学 科  

工業デザイン学科 

経 営 学 科  

貿 易 学 科  

政 治 学 科  

経 済 学 科  

英 米 語 学 科  

中 国 語 学 科  外 国 語 学 部  

工　　学　　部 

政　経　学　部 

商　　学　　部 

ス ペ イ ン 語 学 科  

経営経理研究所／政治経済研究所／言語文化研究所／理工学総合研究所／ 
国際開発研究所／人文科学研究所／海外事情研究所／日本文化研究所 研究所 

留学生別科　（文京区） 

拓殖短期大学　（文京区） 

拓殖大学北海道短期大学　（北海道深川市） 

拓殖大学第一高等学校　（東京都小平市） 

拓

殖

大

学

 

学　　部 

学校法人 
拓殖大学 

開 発 協 力 学 科  

アジア大平洋学科 

大 学 院  

国際開発学部  

商学研究科　商学専攻 

言語教育研究科　英語教育学専攻／日本語教育学専攻／言語教育学専攻 

カナダ提携校 

セントラル・ 
ワシントン大学 

メキシコ提携校 

メリーランド大学 
ボルチモア郡校 

パラナ大学 

サンパウロ州立大学 

大邱大学校・ 
大邱未来大学 

慶煕大学校 

大連外国語学院 

黒龍江商学院 

中国提携校 

国立モンゴル大学 

モンゴル教養大学 

上海交通大学 
台湾提携校 

南京大学 

ベトナム国立大学 

国際イスラム大学 

ダルマ・プルサダ大学 

カザフ国立 
経営アカデミー 

タシケント国立 
経済大学 

カイロ大学 

スペイン提携校 

イギリス提携校 

ブリストル大学 

建学の精神と教育方針

本学は「台湾及南清地方ニ於テ公私ノ業務ニ

従事スルニ必要ナル学術ヲ授クルヲ目的」に創

立されて以来、一貫して海外を志向し、我が国

近代史の中で先駆的な国際大学として多くの人

材を輩出してきた。平成５年、自己点検・自己

評価のもと、建学の精神の今目的意義を確認し、

あらゆる民族との共存と相互信頼を実現する理

解力と受容力、普遍的な倫理意識、常に新しい

日本と世界を追求する開拓への行動力・知力・

実践力をもって国際社会に貢献できる人材育成

を目標とする他民族共生の国際大学として研究

教育を行っている。

情報化への取り組み

コンピュータ・ネットワークが不可欠となっ

た高度情報化社会。そうした時代を踏まえて拓

殖大学では、情報化教育・研究の高度化に努め

てきた。コンピュータに強い人材育成に努める

ほか、データベースの取り出し、学術情報の提

供サービスを中心とした「研究部門」、入試を

はじめとする学生情報と人事・経理などの情報

処理を行う「事務部門」、蔵書管理・検索など

のスピードアップを図る「図書部門」を３つの

柱に据えて情報システムを整備している。

また、学部・キャンパス・分野ごとのシステ

ムの独自性を尊重する一方で学内及び外部を

ネットワークで結び相互利用ができる「総合的

分散システム」を構築しつつある。

国際化への対応

ボーダレスをキーワードに諸国間では言語だ

けではなく民族の歴史・文化・宗教などを理解

したうえで、より高度で緊密なコミュニケー

ションが求められている。そこで、伝統の「開

拓の精神」にそって、学生の海外派遣・留学で

交流を深めるほか、各種の研究講座を通じて言

語・文化などを学ぶ教育環境を整備して国際人

を輩出している。平成１２（２０００）年には、国際開

発学部の新設により国際化をさらに進めている。

（平成１２年度）
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Faculty of Commerce

商学部の審議は、原則として月１回開催される教授会で行
う。商学部の教学に関しては教授会が最も重要な審議機関
のため、商学部ではさまざまな意見がでるように教員間の
信頼関係を大切にしながら、かつ真剣な議論を重ねている。
審議は通常２時間あまりで終るが、重要案件がある場合に
は４時間以上に及ぶ場合もある。それだけ真剣な議論をし
ている証左だろう。写真は平成１１（１９９９）年１１月の教授会風
景である。

商学部教授会（平成１１年）

Message

入学式（昭和４７年度）

新制大学申請書類

商学部入試風景（平成９年度）

商学部・その歩み

大正１１（１９２２）年

大正１５（１９２６）年
昭和２（１９２７）年

昭和１０（１９３５）年
昭和１７（１９４２）年
昭和２０（１９４５）年
昭和２１（１９４６）年
昭和２４（１９４９）年

昭和２６（１９５１）年
昭和２７（１９５２）年
昭和４１（１９６６）年
昭和４５（１９７０）年
昭和５２（１９７７）年

昭和５４（１９７９）年

昭和６１（１９８６）年

平成３（１９９１）年

平成５（１９９３）年

平成６（１９９４）年
平成７（１９９５）年

平成１０（１９９８）年

平成１２（２０００）年

大学令による大学として拓殖大学の前身
「東洋協会大学」設立認可。商学部スタート
校名を拓殖大学と改称
拓殖大学商学部第１回卒業式６４人を送り
出す
商学部に商科と拓殖科を併設
商学部学第１８回卒業式３１８人を送り出す
大学施設に引火、罹災
紅陵大学と改称、学科は商経科と貿易科
新制大学として紅陵大学設置。商学部は
経営と貿易の２学科編成で再出発入学定
員は商学部３００人
大学院商学研究科（修士課程）設置
紅陵大学を拓殖大学と改称
メインの教育棟「S館」竣工
大学院商学研究科（博士課程）増設
教養課程八王子移転商学部１、２年生、
八王子キャンパスで授業開始
長期留学として、はじめて商学部学生２３
人をカナダ提携校へ派遣
経営学科の入学定員を３５０人から４５０人に
変更
商学部の志願者史上最高の１３，７３７人
商学部８０人の臨時定員増（経営学科６０人、
貿易学科２０人）
商学部とアメリカ・セントラルワシント
ン大学との間で学術交流協定を調印し、
学生１６人を派遣
学生による授業評価をはじめて実施
新カリキュラムを採用、経営学科に「流
通コース」を新設
志願者が前年度と比べ２７．６％減少し、
５，６８４人、冬の時代に突入
２１世紀に生き残るため、商学部将来構想
案を策定

商学部長 芦田 誠
商学部は大正１１年（１９２２年）創設以来７８年、本学で最も古い歴史をもっている。長いだけでなく、学部創
設以来商業分野では常に第一線の研究と教育を行い、多くの有能な人材を輩出してきた。商学部がめざそうと
している教育目標は、E幅広い教養と人間的常識、深い専門的知識を身につけた人材、F創造性と判断力を基
礎にした「問題発見解決型人間」、K語学力と人間性に裏打ちされた真の「国際性」を身につけた人材の育成
である。
商学部の志願者数は１９９１年に本学部史上最高の１３，７３７人に達したが、１９９８年以後大学冬の時代へ突入し、
厳しい入試戦線が続いている。２１世紀さらに飛躍するため、商学部の教育と研究に関して大改革に着手した。

Faculty of Commerce
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最新の情報に基づいた企業経営や経営戦略はもちろん、これからの時代に必要な国際経営、国際金融、さらにはコンピュータ教育や語学なども重視し、年
次ごとに専門性が身につく実社会を見据えたカリキュラムを構成。企業とは何か、ビジネスとは何かという本質を学ぶ。

授業風景（昭和４７年）〔S．４７年版 卒業アルバムから転載、
以下〔S．４７〕のように表示〕

豊田悌助教授（商法）

青山楚一教授（経営学）〔S．４５〕

佐藤勘助教授（会計学）

三代川正一教授（租税法）

学生が企画したシンポジウム
「道路混雑の解決策は果たしてあるか」（平成２年）

「道路混雑の解決策は果たしてあるか」のシンポジウムであ

る。コメンテーターの桑原雅夫東京大学教授以外、すべて学

生という画期的な試みで、官庁関係者を含め総勢約２００人が熱

い議論を重ねた。

文京キャンパス（昭和３０年頃）

貿易学科国際交流

溝口玲樹教授（貿易政策）〔S．４５〕

授業（昭和２４年頃）

履修要項（昭和４３年度）

国際性を身につけた人材、すなわち国際コミュニケーショ

ン能力を持ち、バランスのとれた国際感覚を身につけ、国

際ビジネス社会の中で積極的に問題点を発見しその解決方

法を創造的に生み出す人間、貿易学科ではそういった人材

の育成を目標にしている。

写真は、平成１１（１９９９）年１０月２７日世界の青年５１人が文京キャン

パスに来校し、貿易学科の学生約１００名がすべて英語で対応した

交歓会のもようである。Have a International friendship !

第３１回日本会計研究学会（昭和４７年）

履修要項（昭和４３年度）

商学部 経営学科
Department of Administration

商学部 貿易学科
Department of Foreign Trade
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Faculty of Political Science and Economics

従来の政治学領域、経済学の領域だけでは政治と経済が複
雑に絡み合う現代をとらえることはできない。そこで自由
度の高いカリキュラムによって政治学科と経済学科の積極
的な交流体制をとりながら、判断力・行動力のある人材を
育成するのが政経学部である。

Message
政経学部５０周年記念祝賀会

（平成１１年）

入学式（昭和６１年）〔S．６１〕

紅陵大学正門（昭和２５年頃）

教授会
（平成１１年１１月）

政経学部・その歩み

昭和２４（１９４９）年２月

昭和２６（１９５１）年４月
昭和４２（１９６７）年４月

昭和４５（１９７０）年３月
昭和５２（１９７７）年４月

昭和５５（１９８０）年４月

昭和６１（１９８６）年４月

平成元（１９８９）年３月

平成３（１９９１）年３月

４月

平成５（１９９３）年３月
平成６（１９９４）年１２月
平成７（１９９５）年４月

平成８（１９９６）年８月

平成９（１９９７）年１月
４月

平成１１（１９９９）年８月

新制紅陵大学設置認可。政経学部誕生（初
代学部長鈴木憲久教授）
拓殖大学大学院経済学研究科設置
政経学部コース制採用（政治学科：政
治・国際関係・法学コース、経済学科：
経済・国際経済コース）
拓殖大学大学院経済学研究科博士課程増設
八王子キャンパスにおける第１回入学式、
教養課程八王子移転
創造労作ゼミナールを１年次必修科目と
して新設
政治学科１５０人を２３０人、経済学科３５０人
を４５０人に定員増
学校全体の入学志願者初めて３万人を越
える（前年度と比較して政経学部４８．１％増）
入試で史上最高３９，９２２人（学校全体）の
志願者（政経学部３３．４％増、１７，１０３人）
政経学部８０人の臨時定員増（政治学科３０
人、経済学科５０人）
コース変更（政治学科：政治・法律コー
ス、経済学科：経済・国際関係コース）
政経学部入学志願者数史上最大（１７，３４４人）
政経学部指定校入試採用
大学設置基準の改訂に伴う政経学部のカ
リキュラム改訂
政経学部第１回短期海外語学研修ブリス
トル大学へ派遣
政経学部大学入試センター試験初参加
経済学科コース変更（現代日本経済・近
代経済学・国際関係コース）
政経学部長期留学生ブリストル大学へ派
遣

政経学部長 友部 隆教
政経学部は本学（当時は紅陵大学と改称）が新制大学となった１９４９年に政治・経済学科で誕生し、１９９９年
に５０周年を祝った。発足当初は新１年次生１０７人、旧制からの編入生１４２人の合計２４９人という小さな所帯で、
爾来５０年の歴史を刻み、１９９９年度は、本学で最大の学生数（３，７９３人、内女子学生６２０人）の学部に発展した。
現在、政治学科には政治と法律、経済学科には現代日本経済、近代経済学、国際関係の５コースを設け、多
士済々な専任教員５７人が中心となって、国際性・専門性・人間性を３本の柱に、複合学部としての特徴を生
かし、２１世紀の世界で活躍できる人材の育成に努力している。しかし、大学冬の時代を迎え政経学部の前途
は決して安閑としていられる状況ではなく、教育と研究の両面で果敢に改革を進め、次の世代へ誇りを持って
受け継いでもらえる学部にしたいと考えている。

Faculty of Political Science and Economics

144 ● Takushoku University Takushoku University ● 145



S館４０１教室での授業風景〔S．４５〕

くつろぐ学生・茗荷谷ホール〔S．４５〕

矢部貞治総長・政治学原論の講義（昭和３１年）

文京キャンパスの図書館にて（昭和４０年代初頭）

政経学部卒業生〔S．２５〕

赤松要教授の講義（国際経済学）

新入生オリエンテーションキャンプの風景・山梨〔S．６４〕

政経
学部

政治学科
Department of Political Science

政経
学部

経済学科
Department of Economics
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Faculty of Foreign Language

外国語学部は、英米語・中国語・スペイン語の３学
科からなる。各学科では、新入生を海外に派遣する
海外語学研修プログラムを持ち、３０人以下の少人数
制授業を行うなど、徹底した学習体制が敷かれている。

麗澤会館 八王子キャンパスA館

Message

オリエンテーションキャンプへ

海外研修（サラマンカ）

２０周年記念誌と目次（平成１１年）

外国語学部・その歩み

昭和５２（１９７７）年

昭和５３（１９７８）年
昭和５４（１９７９）年

昭和５６（１９８１）年

昭和５８（１９８３）年

昭和６２（１９８７）年
平成元（１９８９）年

平成３（１９９１）年

平成５（１９９３）年

平成６（１９９４）年

平成７（１９９５）年

平成８（１９９６）年

平成９（１９９７）年

八王子キャンパスに英米語学科（定員１００人）、
中国語学科（定員５０人）、スペイン語学科（定員
５０人）からなる外国語学部開設
瓜谷良平教授、初代学部長に就任
［新入生］英米語学科男子５９人、女子３６人、
中国語学科男子３１人、女子８人、スペイン語
学学科男子３１人、女子１４人
日本語教員資格認定講座を開講
第２代学部長に斉藤繁司教授を選出
海外提携校カナダ／ランガラ・カレッジ開設
留学生派遣
海外提携校 中国／北方工業大学、台湾／東
呉大学、スペイン／サラマンカ大学、メキシ
コ／メキシコ国立自治大学 開設
各提携校へ長期留学生を派遣
［新入生］英米語学科１５５（うち女子４８）人、中
国語学科７７（２４）人、スペイン語学科８５（２５）人
第３代学部長に浦和幹男教授を選出
中国語学科、南京大学で短期語学研修開始参
加者６２（うち女子２２）人
天安門事件発生のため中国提携校への長期留
学生派遣を１年間とりやめ
各学科とも人文コース、国際コースの２コー
ス制を導入
［新入生］英米語学科１１８（６４）人、中国語学
科６３（１４）人、スペイン語学科７０（３６）人
スペイン語学科、グラナダ大学で短期語学研
修開始参加者男子２０人、女子２２人
英米語学科、ニュー・サウス・ウェールズ大
学で短期語学研修開始参加者１５人
英米語学科、エクセター大学で短期語学研修
開始参加者１５人
中国語学科、南京大学から大連外国語学院に
切り替えて第７回短期語学研修参加者６２（う
ち女子３６）人
日本語教員認定講座を日本語教員養成基礎講
座と改称
スペイン語学科、グラナダ大学からサラマン
カ大学に切り替えて第６回短期語学研修参加
者６１人
大学院言語教育研究科修士課程（英語教育学
専攻、日本語教育学専攻）設置
第４代学部長に和田武司教授を選出

外国語学部長 和田 武司
外国語といえば英・独・仏、これは近代日本の三種の神器であった。これらの言語が果たした役割

は確かに大きい。しかし、２１世紀を展望するとき、これからはアジアの時代ではないか。アジア重視
は本学の伝統でもある。そうした認識に立って、わが外国語学部は英米語、中国語、スペイン語とい
う異色の学科編成で発足した。以来、既に２０年たつが、この見通しはけっしてまちがっていなかった
と、自信を深めている。一方、日本と日本文化に対する関心も高まっている。留学生教育をいちはや
く手がけた実績をもとに新たに英語教育学と日本語教育学の両専攻を核とする大学院言語教育研究科
も発足した。今後も地球的視野に立って、言語教育のいっそうの充実を図っていきたい。

平成１１年（１９９９） 大学院言語教育研究科博士後期課程（言語教
育学専攻）増設
英米語学科、セントマーク・アンド・セント
ジョン大学で短期語学研修開始。参加者１４人。

Faculty of Foreign Language
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外国語だって、使いながら覚えるもの。
外国語を外国語のままで理解する喜びを体験したい。

英語会話・授業風景

ゼミ合宿（拓大箱根保養センター門前で）

海外研修（シドニーにて）

ニュー・サウスウェルズ大（短期留学）

ゼミナール授業風景

授業風景

失敗を恐れていては外国語は学べない。
日本語を学ぶ中国人留学生のヴァイタリティに負けてはいられない。

ゼミナール

ゼミナール

大連外国語学院での海外研修（平成１０年）

語学ラボラトリー

ゼミナール卒業式

海外研修・中国（平成１０年）

外国語
学部

英米語学科
Department of English Language

外国語
学部

中国語学科
Department of Chinese Language
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異国人との出会いが、また新たな出会いを呼ぶ。
外国語は、そのコミュニケーションの確かな手段。

授業風景

スペイン語会話・授業風景

授業風景

海外研修（バルセロナの海岸にて）

プレゼンテーション

授業風景

学部海外研修

瀋陽

北京

バッキンガム宮殿

万里長城

外国語
学部

スペイン語学科
Department of Spanish Language
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Faculty of Engineering

めざましい進歩を続ける科学技術に対応できる人材育成を
めざし、昭和６２（１９８７）年に機械システム工学科、電子工学科、情報工
学科、工業デザイン学科という特色ある４学科の構成によ
り八王子キャンパスに開設された。以来、産業界の要請に
応えられるだけではなく、真の国際人として活躍できる技
術者教育を掲げて、３０００人以上の卒業生を送り出している。

Message

工学部施設の象徴“パラボラアンテナ”

工学部開設「１０周年記念誌」
（平成１１年）

「卒業研究概要集」

工学部・その歩み

昭和６２（１９８７）年４月

平成３（１９９１）年４月

平成５（１９９３）年４月

平成９（１９９７）年４月

平成１１（１９９９）年４月

工学部（機械システム工学科・電子
工学科・情報工学科・工業デザイン
学科）を八王子キャンパスに設置
大学院修士課程（工学研究科／機械
システム工学専攻・電子情報工学専
攻）を八王子キャンパスに設置
大学院博士課程（工学研究科／機械
システム工学専攻・電子情報工学専
攻）を八王子キャンパスに増設
大学院修士課程（工学研究科／工業
デザイン学専攻）を八王子キャンパ
スに設置
大学院博士課程（工学研究科／工業
デザイン学専攻）を八王子キャンパ
スに増設
大学院工学研究科に先端工学研究セ
ンター（文部省：ハイテク・リサー
チ・センター整備事業）を設置

工学部長 A橋 延匡
拓殖大学の総合大学化の一環として工学部は１９８７年に創立され、丁度本年（平成１２年）で１３年経った。
さて、１００周年に当たり、我々は２１世紀に向かって建学の精神を忘れることなく新しい産業革命（情報技術
革命）に対して活躍できる技術者教育に徹する覚悟である。
２１世紀は「現実」と「仮想」との二重化があらゆるところで起こり、理系文系を問わず、専門家の時代に
なると思う。我々は、拓殖大学の建学の精神に基づき、社会の現実を理解した上で、世界のあらゆるところで
信頼されて活躍することが出来る技術者教育を求め続ける必要がある。これこそが工学部に求められていると
認識している。

Faculty of Engineering
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予混合乱流火炎バーナ実験

セラミックスの焼結実験

従来の機械工学だけでなく、電気・電子・情報に関する知識をあわ

せ持つ「ハイテク時代」の技術者を育てることを目指して設置され

た。開設直後ということもあり選任教員がカバーしきれない科目を

非常勤講師の方々のご協力でしのいだ平成２（１９９０）年度までが第１

期、大学院修士課程の開設があった平成６（１９９４）年までの４年間が

第２期、そして大学設置基準改正に基づく新カリキュラムがスター

トした平成７（１９９５）年度以降が第３期と位置づけられる。

反応性イオンエッチング装置

ロボットの指モデル

基礎電子工学実習

卒研ゼミ

社会組織の高度化、複雑化に伴って電子工学を中心とする弱電分野

の研究・開発に関する関心が高まるなか、急務となったエレクトロ

ニクスに関する研究者・技術者の育成を目指して創設された学科で

ある。目標は「エレクトロニクスにおける基礎知識教育の徹底教育」

及び「電気・電子関係の基礎に根ざした多様な応用展開の提示」に

おいて実践力を涵養し、真の技術者として発展できる人物を育成す

ることである。

卒業研究

電子工学科教員一同（平成９年３月）

卒研ゼミ

工学部 機械システム工学科
Department of Mechanical System Engineering

工学部 電子工学科
Department of Electronics and Systems
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コンピュータの利用技術だけではなくハード・ソフトの設計開発も

できる人材の育成を主眼とした教員構成で他大学の情報工学科との

差別化を図ってスタートした。教員の約半数を企業経験者が占めて

いるうえに、カリキュラムについても情報工学実験、プログラム演

習を最重要視して実践的技術の習得ができるよう配慮されているこ

とから「理論も応用もできる人材」が育成され、６００名以上の卒業

生を産業界などに送り出している。

レゴロボットの実験風景

運動解析ソフトを使ったゴルフフォームの解析

ロボット実験と制御プログラムの開発風景

第２４回毎日DAS学生デザインコンペ
「金の卵」賞受賞作品 権藤真（工学部２期生）

機器デザイン基礎演習・成形加工

新素材や先端技術を踏まえ、多様なニーズにマッチした工業製品を

クリエイトできるデザイナーの育成を目指して設置された。「国際

的・国家的・社会的養成に応える教育」、「デザインが直面する政

治・経済・経営・貿易・国際化などをあわせて学習できる環境創

造」、「産学共同のひらかれた授業体制で実学教育を目指す」、「総合

的に思考できるジェネラリストの養成」などを目標に１０年間で５３６

名の卒業生を送り出した。

卒業制作展オープニングセレモニー（平成８年度）

展示デザイン演習

視覚デザイン演習

機器デザイン演習

工学部 情報工学科
Department of Cpmputer Science

工学部 工業デザイン学科
Department of Industrial Design
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授業風景（English R&W）

工学部１・２年次の学生に対して、基礎教育科目（数学・物

理・化学・生物・英語・教職）を設置し、専門科目を理解す

るための基礎学力を養成している。特に数学・物理では学生

の学力に応じたクラス編成や補習授業を行い、化学では２・

３年生でも受講できるカリキュラム編成になっている。また

英語はLL教室を利用し１クラス３０人程度の徹底した少人数教

育を実施している。

百周年を迎えた基礎教育系列スタッフ

数学の授業

物理学実験

化学実験

NC旋削加工

実習風景

木材加工

実習風景

実験実習工場は工学部の附置機関として学部開設と同時に稼

働した。主な業務として、工学部の金属加工及び木材加工の

実習授業を担当している。機械システム工学科では平面切削

加工、、旋削加工、溶接、NC旋削加工、レーザー加工及び

三次元測定を行っている。工業デザイン工学科では「機器デ

ザイン基礎演習」、「モデルメーキング演習」のモデル制作に

ついて、設計から製品作成までの実習を行っている。

工学部 基礎教育系列
Fundamental Education

工学部 実験実習工場
Practical Plane

160 ● Takushoku University Takushoku University ● 161



Faculty of International Development

国際開発学部棟外観（八王子キャンパス）

創立百周年記念学部
平成１２（２０００）年４月に開設した拓殖大学国際開発
学部は、本学が建学以来一貫して力を注いできた「海
外諸国への人的・知的支援」という特色をより鮮明
に打ち出し、国際開発学を体系的に学ぶために創設
した。
「国際開発学」とは、海外諸国の発展を支援する
ために必要な知識や問題解決能力、現場感覚を養う
学問で、本学部では、「開発協力研究」と「アジア
太平洋地域研究」の２分野に分けて位置づけている。
前者は開発協力のための理論的枠組みや実証分析を
扱う分野、後者は東アジア、南アジア、中東、北米、
中南米、オセアニアの各地域についての専門知識を
修得する分野である。

学部校舎入口

Faculty of International Development
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「国際化時代の日本人」「国際化時代の企業経営」「国際

化時代の…」といった表現が好んで使われ始めたのはい

つ頃であったか。随分と昔のことだったような気がする。

果たして日本社会の国際化は進んだのか。

国際化という用語法が一番似つかわしいのは経済の領

域であろう。しかし日本経済がそれほど国際化したよう

にはみえない。確かに日本は貿易大国となった。しかし

貿易をもって経済の国際化を語ることはできない。貿易

は所詮はモノの取引である。港で相手国の業者にモノが

引き渡されたところで取引は終わる。取引に携わる人間

同士の接触は少ない。貿易は国際化と無縁ではないが、

さほどの関係はない。

その対象は、海外企業進出（海外直接投資）である。

異国に生産拠点を構築し、パートナーと協働し、労働者

を雇用して生産関係を取り結ぶ営為が海外直接投資に他

ならない。異文化接触の密度は貿易に比べて格段に濃い。

日本はこの海外直接投資において欧米のはるか後塵を拝

している。アメリカ企業やドイツ企業の海外生産比率は

前者が３０％近く、後者も２０数％に及んでいるが、日本企

業の同比率はなお１０％に満たない。この落差は、しかし、

日本企業の海外直接投資が今後加速的に拡大していくで

あろうことを示唆する。拡大の舞台はアジアにちがいな

い。日本企業はアジアの文化的伝統、政治経済システム

への理解を深め、異文化と調和的に接触するための知識

と能力を格段に高めなければなるまい。成否は人材供給

のいかんである。

国家レベルでいえば日本のODA（政府開発援助）は

過去８年間にわたり世界で最大規模を誇ってきた。しか

し開発協力の現場で彼地の人々とともに額に汗して働く

要員は欧米に比して少ない。日本のODAが鉄道、港湾、

発電所など巨大構造物（産業インフラ）の建設支援のた

めの資金協力に偏してきたからである。

日本のODAは受け入れ国の全土に分散する最貧層の

救済や環境問題に対処する社会開発プロジェクトをフロ

ンティアとして、今後ここに重点を移していくであろう。

そして開発協力の仕事に従事する要員を大きく増やして

いかなければならない。日本のODA戦略の成否をうら

なうのもまた人材供給のいかんなのである。人材供給の

ベースを拡充し、さらに開発協力の最前線で働く人々の

権限を強化するような条件を整備し、そうして日本の開

発協力の「質」を高めることが必須の要請である。

開発協力に携わる人材の供給を目的とした高等教育機

関の拡充が急務である。英語に加えてアジア地域言語の

少なくとも一つを習得し、この基礎の上に、一つはアジ

アの文化的伝統と政治経済システムについて学ぶことの

できる地域研究組織、二つには開発学の実践的教育組織、

この二つをあわせもつ高等教育・研究機関を日本国内に

設置することが求められている。

この高等教育・研究機関はアジアからの留学生にとっ

ても重要である。開発学の実践的な高等教育組織はアジ

アにはない。開発の事業現場で働くアジアの若い人材に

対する教育の場を日本が提供すべきである。またアジア

地域研究教育の場をアジアの留学生に提供することによ

り、彼らには他のアジアのことを日本で学ぶ機会が与え

られる。拓殖大学は台湾協会学校を淵源として「拓殖学」

の長い伝統をもち、西暦２０００年に建学１００年を迎えた。

この伝統を正統的に継承し上に述べた二つの組織課題に

応える一大研究教育機関として設立されたのが「国際開

発学部」と「国際開発研究所」である。この新学部の設

立が機縁となり、日本がアジア開発学のための知的中心

として登場することを切に希望している。

Message

アジア太平洋地域の開発途上国の発展に、
現地の人々と一緒に汗を流す人材を育成する。

英語リーディングライティング

開発経済学

情報処理基礎論

環日本海概論

レポートライティング

教授会（平成１２年）

開発協力学科

「開発協力学科」では、経済学の応用分野である開発経済学の基礎理論
および開発問題について実証的な分析手法を習得している。さらに、
開発に必要な基盤をどのようにして構築していくかを多角的に検討す
る。それぞれが固有の文化・伝統を持った地域にふさわしい開発協力
を実践するには、まず個別の地域を深く理解することが大切である。
そのために、アジア太平洋学科が提供する地域研究の成果をいかし、
２学科協力体制のもとで学習・研究を進めている。

アジア太平洋学科

「アジア太平洋学科」では、アジア太平洋地域における民族、宗教、国
際関係、国際機構などを習得する。さらに、各国の歴史、文化、風俗、
現在の社会情勢、今後の展望などを、グローバルな視野をもって学ぶ。
また、東アジア、南アジア、中東、北米、中南米、オセアニアなどの
幅広い地域の専門知識を身につけ、主な研究対象国については高度な
地域言語能力を習得する。これらの地域研究の成果は２学科協力体制
のもとで「開発協力学科」の重要な研究データとしても提供されてい
る。

国際開発学部長 渡辺 利夫
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Graduate Schools

経済学研究科、商学研究科、工学研究科、言語教育研究科
からなる大学院でも国際主義の理念は生きている。経済学
研究科では国際経済学を専攻。商学研究科では貿易や留学
生教育に力を注ぐ。工学研究科では派遣留学制度を実現し、
米国の大学と姉妹提携した。言語教育研究科は国際的なコ
ミュニケーションを追究している。こうした環境の中で社
会で実際に役立つ人材の養成が行われている。

Message

工学部棟（八王子）

大学院・その歩み

昭和２６（１９５１）年４月

昭和４５（１９７０）年４月

昭和５０（１９７５）年４月

平成３（１９９１）年４年

平成５（１９９３）年４年

平成９（１９９７）年４月

平成１１（１９９９）年４月

大学院経済学研究科国際経済専攻修
士課程
大学院商学研究科商学専攻修士課程
設置
同博士課程増設
大学院棟竣工（文京キャンパス）
前期課程２年 後期課程３年の博士
課程大学院に改組
大学院修士課程（工学研究科／機械
システム工学専攻・電子情報工学専
攻）を八王子キャンパスに設置
大学院博士課程（工学研究科／機械
システム工学専攻・電子情報工学専
攻）を八王子キャンパスに増設
大学院修士課程（工学研究科／工業
デザイン学専攻）を八王子キャンパ
スに設置
大学院博士課程（工学研究科／工業
デザイン学専攻）を八王子キャンパ
スに増設
大学院言語教育研究科修士課程（英
語教育学専攻・日本語教育学専攻）
設置
大学院言語教育研究科博士後期課程
言語教育学専攻増設。同時に在来の
修士課程は博士前期課程と改称
大学院工学研究科に先端工学研究セ
ンター（文部省：ハイテク・リサー
チ・センター整備事業）を設置

大学院長 坂田 勝
拓殖大学の創立以来の目標は、国際的な場で活躍できる人材の育成にある。大学院においても、おもにアジ
ア諸国の発展に貢献する学問の研究とそれを基盤とする職業人の育成を目指している。最近の世界的な特徴と
して、学問・技術の急速な進歩に加えて、社会・経済の多様化、交通機関の発達、情報伝達の高速化などによっ
て地球のボーダーレス化が進み、国家間・民族間の接触が日常化している。このような状況においては、様々
な局面で専門的知識とスキルを駆使することが要求される。現在の大学院教育においては、これまで主な目的
とされていた研究者の養成に加えて、時代に遅れないような高度の専門知識を有する職業人の育成が重要に
なっている。
本大学院においては、経済学研究科、商学研究科、工学研究科、言語教育研究科の全てに博士前期課程と博
士後期課程が設置されている。そして、“国際社会で活用できる専門学識”の追求をめざして、広範な分野を
カバーする研究・教育が行われている。また、東アジアを中心とする多数の留学生と接触することにより、生
の学問としての知識と情報を直接交換することが可能である。さらに、特別入試、セメスター制、集中講義な
どを導入して社会人にも活用しやすい勉学と研究の場となっている。拓殖大学大学院は高度の研究と高度の専
門知識の修得を目標とする人々の期待を裏切らない場を提供するものと自負している。

Graduate Schools
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Message

大学院研究年報

財政学特論演習

中国経済特論

Message

会計学原理特論演習 修士論文

経営情報特論

大学院経済学研究科委員長 武田 哲夫
経済学研究科は、昭和２６年に修士課程が創設され、次いで同４５年に博士課程が増設されて現在の姿になっ
た。本学の建学の精神である国際主義に基き、国際経済専攻のみの単一専攻組織で、国際的な場でも活躍でき
る人材の育成を目指し、既に多くの修了者がアジアを中心に活躍している。新しい時代の要請に応えるべく、
経済学分野・国際経済分野・地域経済分野から成るカリキュラムの内容の充実に努めており、また平成１１年
度から社会人に対し門戸を拡大した。
時代の変遷とともに大学院に対するニーズが多様化し各種資格の取得に対応した教育の一層の充実が求めら
れる中で、新たな枠組みも検討中である。と同時に、キャンパスの中の中核的な「知の空間」としての大学院
の存在意義は今後一層強まると思われ、建学百周年を機に、教員一同新たな気持で臨んでいる。

大学院商学研究科委員長 田中 五郎
大学院商学研究科は博士前期課程、後期課程に分かれている。前期課程は「高度の専門知識の習得」を主眼
とし、後期課程は研究者の養成を目標としている。
他校の大学院の中には定員割れとなる所もある中で、本研究科は、毎年、定員の３倍を越える応募者があ
り、優秀な院生を迎えることができているのは慶ばしいことである。近年、学界全体で大学院の拡充強化が進
められており、学校間の競争は激化するものと予想される。この競争を勝ち抜いてゆくためには、他校にない
独自性を強化してゆくことが肝要と思われる。
本研究科はこの視点に立って、今後共、前期課程にあっては「高度の専門知識の習得」、具体的には税理士希望
者に効率的な学習の場を提供すると共に、後期課程では院生の博士号取得を支援してゆきたいと思っている。

大学院 経済学研究科
Graduate School of Economics

大学院 商学研究科
Graduate School of Commerce
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Message

機械システム工学専攻 論文発表会

電子情報工学専攻 論文発表会 工業デザイン学専攻 論文発表会

日本語教育学専攻

CALL教室

Message

第１回修了生（英語教育学専攻）と担当教授

言語教育学専攻 英語教育学専攻

新入院生歓迎コンパ（平成１１年）

大学院工学研究科委員長 A橋 延匡
拓殖大学工学部は、１９８７年に創立され、引き続いて大学院工学研究科として、機械システム工学専攻、電
子情報工学専攻、工業デザイン学専攻、がそれぞれ博士前期課程（修士）、博士後期課程（博士）とも完成し
ている。
さて、地球規模の産業のグローバル化は、新しい産業革命（情報技術革命）を起こしている。この変化は、
かってない速いスピードで世界中を巻き込んでいる。これに対する答えは、表層的な即戦力に惑わされること
なく、原理原則に基づいた、骨太の技術者教育、すなわち、人間教育に徹することである。具体的には、各々
の研究分野で、研究活動を通して、「本質的な問題は何か」、「技術的な問題は何か」を自問自答する習慣をつ
けることである。

大学院言語教育研究科委員長 原 誠
言語教育研究科は、外国語学部創立２０周年を祝い、かつ商、政経、工の３学部にならって外国語学部にも
大学院を設けようとの意図のもとに１９９７年４月多数の教職員の尽力によって修士課程が発足し、２年後の
１９９９年３月にはめでたく完成年度を迎えて第１回の修了生を送り出すことができた。と同時に同年４月博士
後期課程の増設も文部省によって認可された。目下のところ英語教育学専攻への入学者があまり多くないのが
気懸りであるが、一旦入学した者は社会人、留学生、一般学生を問わず皆旺盛なる勉学意欲のもとに単位の修
得と論文の作成に励んでいる。英語教育学専攻の分野は高度の英語教授法の修得と英語教師の再教育とに資す
るところ大であり、日本語教育学専攻の分野は国内外での責任ある日本語教育者の養成にあたっており、すで
にその成果は徐々にあがりつつある。両分野ともその前途は洋々である。

大学院 工学研究学科
Graduate School of Engineering

大学院 言語教育研究科
Graduate School of Language Education
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大学は教育機関であるとともに研究機関でもある。
拓殖大学には学部に対応した研究所（機関）が６つ、独立した
研究所が２つあり、さまざまな研究が行われている。

経営経理研究所は商学部に対応した研究所である。専門分野の調査研究、資料収集また研究会、講演会、シンポジウムなどの事業のほか、簿記・会計に関
する公開講座を開いている。

二級販売士講習会（昭和５５年）

第６回電子計算機教育講習会（昭和５３年）

Message

紀要『経営経理研究』

経営経理研究所夏季セミナー（昭和５２年）

商学部の附置研究所ともいうべきものが経営経理研究所

である。同研究所で簿記の再履修や税理士科目を受講した

り、奨学論文に応募した人も多いと思う。写真上は、昭和

５２（１９７７）年夏、箱根で行った同研究所の夏季セミナー。

日本消費経済学会創立全国大会（昭和５１年）

経営経理研究所所長 小原 博
昭和３４（１９５９）年創立の本研究所は、平成１１年４０年を経過したが、その記念行事として、I社会還元の一環として
の公開講演会『日本企業の進むべき道』の開催（文京区教育委員会共催、毎年春・秋にテーマを変えて継続）、J紀要
『経営経理研究』の記念号と、年３回の発行、K所属研究員の「研究業績」の公開（毎年度継続）を、それぞれ実施した。
大学の研究所は、第１に研究を進展させることに尽きるが、第２に学生への教育、さらに第３に社会啓発・貢献も、果
たす必要があろう。第１の研究面では、商学部および短期大学対応の性格を持つ本研究所は「経営・会計および貿易
に関連する専門分野の学術研究の促進」を目的とするが、所属研究員による月例研究会の開催、紀要『経営経理研究』
による研究成果の公表、また個人研究・共同研究をはじめとする研究助成など、よりよい成果を生み出すシステムが機
能している。研究所全体では、これまで「企業の社会的責任」「情報とコミュニケーション」「企業と国際化」等、トピック的な
課題を逐次取り上げて多角的な共同研究を実施、その成果を単行本の形で出版するなど、一定の研究レベルを堅持し、
学界に貢献している。さらに、こうした研究のバックボーンとなる図書・雑誌の購入も続けている。
第２の学生への教育面では、奨学論文の募集、奨学金の支給と公開講座への参加を勧めている。これと関連する第
３の研究の社会還元として、創立当初から開講してきた各種公開講座のうち、税理士試験受験講座、日本商工会議所
簿記検定受験講座が現在も継続し、社会からの要請に応えて貢献もしてきている。今後はこれに公開講座（講演会）を
継続実施することになっている。

経営経理研究所の沿革

昭和３４（１９５９）年４月
昭和４０（１９６５）年４月

昭和４３（１９６８）年４月

昭和４７（１９７２）年４月
平成９（１９９７）年４月

経理研究所設置、簿記講座開講
公認会計士、税理士および簿記検定
受験講座開講
事務室、会議室および図書室設置
研究機関誌「経営経理研究」の創刊
奨学論文の募集および奨学生制度の導入
経理研究所電子計算機室の新設
経営経理研究所に名称変更

附置
研究所

経営経理研究所
The Business Research Institute
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第２回公開講座 小田村四郎総長講演

Message

政治経済研究所は、政経学部に対応した研究所である。政治・経済・法律の総合的研究を行うことで、現下の緊急課題について提言を行う発信源となるこ
とを目標としている。

研究所主催創立１００周年記念講演会（平成１２年）

第１回公開講座 藤渡辰信理事長講演
文京キャンパスS４０１教室

第１回公開講座 石川荘太郎氏講演

紀要『政治・経済・法律研究』

言語文化研究所は外国語学部に対応した研究所である。主要な事業の１つが日本語教師養成講座である。
昭和４４（１９６９）年に開かれ、短期大学、大学卒業者を対象に多くの人材を送り出してきた。

公開講座（外国語・アラビア語）

Message

日本語教師養成講座

日本語教師養成講座（講義）

日本語教師養成講座（教育実習）

紀要『語学研究』

政治経済研究所所長 池田 高信
平成９年の研究所の組織替えにより大学研究所から政治経済研究所となった。政治・法律及び経済につい
ての研究を行うことを目的としている。研究員の多数は政経学部教員である。政経学部は、開拓の精神と国際
的友愛という建学の精神を具現化するために政治・法律及び経済の総合化を志向した学部である。総合化を目
指した点では、日本で最初であろうと考えられる。したがって、本研究所は総合的な社会科学の研究を行うこ
とで、日本及び世界の現下の緊急課題について提言を行う発信源となることを目標としている。
紀要「政治・経済・法律研究」は、政治・法律及び経済の学術的研究の成果を発表している。その個別研究
は、問題意識と領域分野が多様であるとともに、その方法においても言語・文化・歴史・理論・政策などにつ
いての異なる強調点を持っている。その意味で、多様な研究がなされているところが特色である。資料収集に
おいても、研究活動の多様性を支援するように行っている。
公開講座も、社会の様々な姿を映し出し予想される課題について提言するという観点から、講師を国内や海
外から招いて行っている。研究会・シンポジウムなどの活動も含めて、幅広い活動を行う予定である。
本研究所のこれからの課題は、多様性の中に政経学という共通点を見い出して総合的な社会科学の可能性を
探ることにある。その努力として、研究所が共通研究テーマを提案して、多様な個別研究を集積することでテー
マの多面性を提示するという試みを始めようとしている。個別研究の多様性と様々な研究所活動とに、この試
みにより政経学という核を与えたいと願っている。

政治経済研究所の沿革

昭和１５（１９４０）年４月
平成９（１９９７）年４月

拓殖大学研究所設置
研究所組織改編により拓殖大学研究
所を改組し、拓殖大学政治経済研究
所を設置

言語文化研究所所長 茂住 實男
本研究所は諸外国語及び日本語の研究と教育の発展に寄与することを目的としている。所員は大学及び短期大学の語学
関係教員から成り、またその研究・教育の対象とする語学分野は多様で十指に余る。個人研究、共同研究、プロジェクト研究等
の成果は『語学研究』（年３回発行）に発表される。
本研究所はさらに２つの事業を行っている。ひとつは社会人・学生対象の外国語の「公開講座」で、その特色は日本語教師
養成と、アジア諸国の言語を中心とする１４か国語の教育を行っていることにある。レベルも評判も高い。現在総受講生約４００名。
他のひとつは外国人に日本語等の教育を行うことを目的とした「日本語研修センター」である。３か月コースから２年コース

まで数種類のコースを設け、多様な学生の要望に応じている。同センターの日本語教育には定評があり、東京都からも中国帰
国者及びその子弟の教育を委託されている。現在総学生数約２００名。
また同センターは２０００年度より「準備教育課程」の設置を認可された。私立大学としては初めて指定を受けたこの課程は、中
等教育修了までの期間が１２年に満たない国の中等教育修了者に、日本語をはじめとする諸教科を１年間教育し、日本の大
学入学資格を与えるものである。現在関係諸国に広報活動を行っているところであるが、今後が大きく期待されている。
以上のように、本研究所は日本語と外国語の研究と教育実践をとおして、海外交流に、また海外交流にかかわる人たちの育
成に多大の寄与をしている。

言語文化研究所の沿革

昭和３６（１９６１）年２月

８月

昭和３８（１９６３）年４月

昭和４４（１９６９）年１０月
昭和４６（１９７１）年４月
昭和４７（１９７２）年４月
昭和４７（１９７２）年１０月
昭和５４（１９７９）年１０月

昭和５５（１９８０）年４月

平成９（１９９７）年４月

拓殖大学日本語研修所設置
アジア協会の委託により、イ
ンドネシア共和国賠償研修生
に日本語を教育することを目
的として設立される（所長：
宮崎専一）
日本語第１回修了式（修了者
１９１名）
拓殖大学語学研修所に改称
英文タイプライター講座開設
日本語教師養成講座開講
語学専門図書の収集開始
季刊『語学研究』創刊
拓殖大学語学研究所に改称
外国語講座開設（アラビア語、
中国語、インドネシア語、ヒン
ディー（インド）語、朝鮮語）
附属日本語研修センター
（６ケ月コース）開設
拓殖大学言語文化研究所に改
称、現在に至る

附置
研究所

政治経済研究所
Institute for Research in Politics & Economics

附置
研究所

言語文化研究所
Language and Culture Research Institute
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日本語研修センター秋期修了式（文京キャンパスD館、平成１２年９月）

日本語研修センター

工 一仁（専任講師）

拓殖大学は、社団法人・アジア協会（現、国際協力事業

団・JICA）の委託を受け、インドネシア共和国政府派遣賠

償研修生に日本語を教育することを目的として、昭和３６

（１９６１）年２月１日に『拓殖大学日本語研修所』を文京キャ

ンパス内に設置した。

昭和３８（１９６３）年４月には、在日外国人を対象とした日

本語講座もその中に新設された。

現在は、『拓殖大学言語文化研究所付属日本語研修セン

ター』として、文部科学省及び財団法人・日本語教育振興

協会の設置認可を受け、留学生・就学生・在日外国人・中

国帰国者（東京都中国帰国者自立研修センターからの委

託）・交換留学生（海外提携各大学及び国家機関）・夏期研

修生（平成１２年度は台湾・東呉大学日本語学科生）への様々

な日本語教育を行っている（平成１２年度後期在籍者総数２４１

名）。

特に平成１１（１９９９）年１１月１５日には、文部省（当時）か

ら、私立大学として我が国第一号、唯一の指定を受けた「準

備教育課程」（この課程を修了すると、母国で１２年の学校教

育を修了していない場合でも日本の大学への学部入学資格

を取得することが出来る）の設置が認可された。

施設面においても、近年では主要７教室への語学教育に

ふさわしい最新教育設備の導入等、大学事務局の力強いバッ

クアップを受け、２１世紀の国際社会の一翼を担う若人の育

成に心血を注いでいる。

第１回日本語研修所研修生記念写真（昭和３６年）

第２次インドネシア研修生修了式（昭和３６年）

公開講座

Message

紀要『理工学研究報告』

公開講座 平成８年

理工学総合研究所所長 後藤 尚久
理工学総合研究所は次の事項を主な役割としている。共同研究と個人研究Aに対する合計１６００万円の助成金の配分、「拓殖大
学理工学研究報告」の編集と発行、それに「理工学総合研究所公開講座」の企画である。理工学研究報告の発行については、解
説論文や公開講座の紹介などの依頼原稿に対し、個人研究Bとして約７５万円が助成されている。
共同研究とは学科間にまたがる研究や、専門の異なる教員が共同して推進する研究で１件あたり約３００万円を助成し、個人研
究Aは個々の教員に対する助成で１件あたり約１００万円である。なお、助成金の配分には、文部省の科研費の申請を重要な参加
資料とすることになった。また、リーダーの指導性などがポイントになって、共同研究で成果を上げるのは必ずしも容易ではない。そ
のため、従来は共同研究として３件が助成されたが、平成１１年度から共同研究は２件とし、個人研究Aを約１０件とした。
これらの研究助成を受けた教員は、先端技術開発センターが主催する年度末の研究成果発表会に参加し、研究成果の発表をさ
せていただくことになった。この発表会には企業の専門家も出席するので、奨学寄付金などの橋渡しになればと願っている。
理工学研究報告を発行する目的は、本学教員の研究成果の発表にあったが、外部の学会誌や研究会など発表手段は非常に多
様になってきた。そのため、オリジナルな論文はなるべく外部に発表し、理工学研究報告には発表論文の抄録や解説論文を掲載
する方針とした。最近の専門分野は細分化されているため、工学部全体をカバーする理工学研究発表の読者のうち、オリジナル
な論文を理解できる読者の割合は極めて小さいためである。
最近では研究費を利用した場合には、その成果の評価を要請されることが多い。工学部の教員が発表した研究成果は、年度末
にまとめて理工学研究報告に掲載しているが、これはこの要請の一端を担っているといえるだろう。

理工学総合研究所の沿革

平成３（１９９１）年４月

９月
平成９（１９９７）年４月

理工学研究所設置
「理工学研究報告」
（前身「工学部研究報告」）発刊
公開講座開始
理工学総合研究所に名称変更

附置
研究所

言語文化研究所附属日本語研修センター
Japanese Language Learning Center

附置
研究所

理工学総合研究所
Research Institute of Science and Enginering
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超音波振動系駆動装置

Message

超高温弾性率測定装置

本センターは「科学技術基本法」に基づいて、私立大学における研究基盤・研究機能を強化するために文部省が企画したハイテク・リ
サーチ・センター整備事業として選定された。研究プロジェクトは「セラミック系先端複合材料の超高温環境下における材料特性評価技
術に関する研究」である。近年開発されて、将来性が注目されている次世代超高温材料の実用化を促進するために、１５００℃におよぶ高温
で材料強度・信頼性の評価をするための技術を開発することを目的としている。このような未来材料の研究を遂行することによって、ス
ペースシャトル、宇宙構造物への応用はもとより、自動車用エンジン、ジェット・エンジンなどのような原動機の飛躍的な高効率化と軽
量化が期待されている。
本学大学院工学研究科の機械システム工学、電子情報工学および工業デザイン学の３専攻から参加した、先端工学研究センターの研究
および開発目的に適う専門家によって研究組織は構成されている。

ロビー

Message

紀要『人文・自然・人間科学研究』

先端工学研究センターの沿革

平成１１年（１９９９）４月 大学院工学研究科に先端工学研究セ
ンター（文部省：私立大学ハイテク・
リサーチ・センター整備事業）を設置

人文科学研究所の沿革

昭和１５（１９４０）年４月
平成９（１９９７）年４月

拓殖大学研究所設置
研究所組織改編により拓殖大学研究
所を改組し、拓殖大学人文科学研究
所を設置

人文科学研究所所長 有馬 廣實
人文科学研究所は、平成９年度の本学研究所組織改編により新規に発足した研究機関の一つである。本学
の他の研究機関が主として学部の専門教育領域を包含する名称（例 政治経済研究所、経営経理研究所、国際
開発研究所等）のもとに、その領域に関わる研究を進める登録研究員によって構成されているのに対して、人
文科学研究所は、いわゆる人文科学、自然科学、人間科学（健康科学、スポーツ科学等を含む）のいずれかを
研究領域とする登録研究員から構成されている。平成１２年７月現在、５学部・２短大の５０名の教員が研究員
として登録している。
「人文科学研究所規程」に盛り込まれた主な事業は、刊行物の発行、研究会・講演会・シンポジウム・公開
講座等の開催、調査研究、資料の蒐集などであるが、当研究所が新規に発足してから十分に時日が経過してい
ないこともあり、平成１２年度現在、残念ながらその全てを完遂するには至っていない。発足以来の事業とし
ては、紀要『人文・自然・人間科学研究』の発刊があります。これは初年度から３年間は年１回の発行で、
現在４号まで刊行されている。
昨年（平成１１年）度、非常勤講師の先生方に対しても紀要の門戸を開放することが決定された。その効果
は大きく、さらに専任教員の投稿意欲も強く、本年度の紀要への投稿の申請は、専任教員、非常勤講師を合わ
せて昨年度より大幅に増加した。それらは文学・哲学・思想・倫理、教育・心理、歴史・社会、数理・自然科
学・環境科学・科学史、スポーツ科学の全ての分野にわたっている。
目下、本研究所に求められていることは、F研究情報の公開、およびG研究成果の社会的還元の二つになる
と考えられる。この二つの課題を完遂することによって、規程に謳われている各種事業の遂行が生きたものに
なる。F研究情報の公開は、研究員の専門とする研究領域および研究テーマをはじめ、研究に関する各種の事
業に関係するものである。これは研究員同士の研究に関する相互認識を可能にし、隣接研究領域間における研
究資料の相互公開、研究に対する相互の建設的な批判や支援の契機ともなるであろう。これによって、個々の
研究員の研究内容および共同研究の質の向上が期待される。これは「特定の学部の教員が集中」しているので
はなく、諸学部横断的に多様な教員が集まり、多様な研究分野の教員により構成されている人文科学研究所に
とっては、特に重要なことである。この研究情報の公開は、具体的には紀要『人文・自然・人間科学研究』に
各研究員の「研究・教育活動報告」を掲載することによって行われている。
G研究成果の社会的還元は、印刷物や、研究会・講演会・シンポジウム・公開講座等での口頭による発表が
主となる。これに加えて、２１世紀生涯学習社会の到来とともにその学習支援が各種の研究機関に求められる
のは当然のことであり、人文科学研究所もその要請に確実に応えていく必要がある。これは研究資産を大学内
外において幅広く共有するという意味からも、積極的に取り組む必要があると考えている。
平成１２年２月に本学「教養教育懇談会」から提出された報告書「教養教育の改善について（中間まとめ）」
には、「建学の精神に基づき『専門性、人間性、国際性』の三本柱を教育の目標に掲げる本学にとっては、各
学部における専門教育のみならず、全学共通の教養教育の充実を図ることが重要な課題である」「教養教育こそ、
学生に個人の人生や社会や自然について認識を持たせ、学問をしようとする意識を持たせる役割を果たさなけ
ればならない」ものであると述べられている。人文科学研究所としては、このような「全学共通の教養教育」（さ
らにそれが「個性ある教養教育」であることを願うものですが）の充実の基礎を築いていくことも、当研究所
の重要な任務の一つであると考えている。

附置
機関

先端工学研究センター
Research Center of Advanced Technology

附置
研究所

人文科学研究所
Institute for the Study of Humanitites and sciences

センター長 坂田 勝
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創立以来、国際大学を志向してきた拓殖大学は地域研究に力を傾注してきた。こうした伝統を築き上げるのに大きな役割を果たしているのが海外事情研
究所である。年９回、世界各地域の時事問題を中心に公開講座を実施している。

Message

中国から海外へ移住した人で、移住先の永住権を取得
しながら中国籍を保持し、帰化していない場合、その人
は華僑とみなされ、帰化して移住先の国籍を取得した華
人とは区別される。現在、中国と台湾に帰属している華

僑は全世界で約３５００万人とされている。台湾の場合、総統選挙が行われれば、
台湾籍のパスポートをもつ華僑は帰国して投票することができる。中国籍の
華僑による大陸への投資や送金も活発で改革開放の牽引力となっている。
このような意味での華僑について、そのグローバルなネットワークの歴史
と事情を「世界学」の視座に立って調査研究し、世界各地の会館や社団とイ
ンターネットによる連絡網を構築するために、本センターが海外事情研究所

に付設された。本学出身の華僑については特別のホームページを開設する予
定である。どうぞよろしくご協力願いたい。
当面のハイライトとしては、台湾両岸の統一問題に関してユニークな貢献
を積み重ねてきている客家（はっか）の世界組織に注目し、その動向を詳細
に観察してホームページでお知らせする。政治家には内政干渉を避け、「中華
は一つ」の観点で、文化と経済の面での発展の特徴を探る方針である。世界
中に分布する客家会館の活動状況をリアルタイムのオンライン情報として伝
え、交流を深めたいと企画している。
特に、教育と文化の分野で国際的にも社会的にも大きな貢献を認められる
華僑のために「華僑文化功労賞」を授与する準備も進めている。

所員会議

センター長・中川 學

Aメッセージ

紀要
『海外事情研究所報告』

研究所各種刊行物

月刊誌『海外事情』

日本文化研究所は独立した研究所で平成９年に設置された。

Message

日本文化研究所は、建学の精神に則り、広く国際的視野
の下に日本の文化及びこれに関連する分野を調査研究し、
もって学術の進歩及び我国の発展と世界の平和に寄与する
ことを目的とし、次の事業を行っている。
F 日本文化及び関連分野に関する調査研究
G 日本文化及び関連分野に関する刊行物の発行
H 日本文化及び関連分野に関する研究会、講演会、シ
ンポジウム、公開講座等の開催

I 日本文化及び関連分野に関する資料の蒐集又は公開
J その他研究所の目的を達成するために必要な事業

日本文化研究所に附属するセンターの役割は、規程２
条で「近現代日本文化及び歴史について調査研究するこ
と」（目的）となっている。そのための事業として、E近現
代日本文化及び歴史に関する調査研究、Fアジアの近代

化に関する調査研究、G創立百年史（通史）の編纂に係る事業、Hその他、
が挙げられている。
EFGの事業は相関関係にあることが判明する。それは百年史の編纂のう
ちで、とくに通史の編纂にあたっては、本学史の特異な背景に注目するから
である。
特異性とはなにか。それは本学の役割が、その発足が台湾協会学校である
ところにも見られるように、常に海外と関係していたこと、さらに近代にお

いては経営母体の台湾協会、後の東洋協会が東アジア世界において、国境を
越えた多民族が参集する当時では有力なNGO（非政府機関）であったことか
らくる。
その足跡は狭く見ても激動の東アジア近現代史と不可分な関係にある。主
眼とするのは、Japanese Identityに基づく温故創新である。

センター長・池田 憲彦

Aメッセージ

紀要『日本文化』

台湾近代化と日本国際学
術研討会 平成１１（１９９９）
年台湾台中県

共同研究懇話会（平成１１年）

『日本文化』創刊パーティ

紀要『拓殖大学百年史研究』の編集

京城高等商業学校卒業生座談
会 平成１１（１９９９）年 ソウル

日本文化研究所の沿革

昭和６１（１９８６）年

平成９（１９９７）年４月
平成１１（１９９９）年１０月
平成１１（１９９９）年８月

日本文化研究室（前身）設置
「日本文化」創刊号（１号）から

〃 （１８号）まで刊行
「文化の小道」１号（昭和６１年５月３１日）から
「文化の小道」３２号（平成７年１２月１日）まで刊行
日本文化研究所設置
「日本文化」創刊号（秋）
附属近現代研究センター設置

海外事情研究所所長 井沢 正忠
１９８９年のベルリンの壁崩壊、９１年のソ連解体によって第２次大戦後の世界を支配していた冷戦は完全に終わりを告げ、世界は
平和を迎えるかと見られた。しかし、この希望はあえなく消えた。イラクのクエェートへの侵入、それに伴う対イラク戦争、ユーゴスラビア
の解体によって生じた民族間対立、各地でのイスラム過激主義の台頭など世界各地で紛争の火種は消えていない。キーワードは民
族問題であり、宗教問題でもある。
同時に、９８年には東南アジア諸国は国際金融資本の激しい投機の嵐を受けて経済危機に見舞われたが、世界におけるアジア諸
国の地位は急速に向上している。まさに現在の世界は激動している。しかも、日本の動向が世界に影響すると共に、世界のどのような
地域の紛争、変化も日本の前途に明暗何れかとなって現れる時代である。
この様な激動世界の中で、日本は如何なる針路を取るべきか、従来にもまして深刻な問題となっている。そのためにも、日本を取り
巻く環境がどのようになっているか、米国を含め世界各国がどのような変化を遂げようとしているかを、客観的に分析を続けることが
今まで以上に必要となっている。
海外事情研究所は創立当初から客観的な地域研究に重点をおいてきた。研究対象は当初のアジア地域から次第に世界各地に拡
大してきたが、研究手法は一貫している。各地域の現実がどのように変化しているかを細かに実地調査を合わせながら研究し、分析
する手法である。２１世紀の日本が世界の中で生き抜くための情報を発信する研究所、それが２１世紀の拓殖大学海外事情研究所の
姿であろう。

海外事情研究所の沿革

昭和３０（１９５５）年６月
平成５（１９９３）年４月

平成８（１９９６）年１０月

平成１１（１９９９）年４月

平成１２（２０００）年５月

拓殖大学海外事情研究所設立
附属機関として中央・北東アジア研
究交流調査委員会設置
附属機関としてアジア情報センター
を設置
アジア情報センターは国際開発研究
所の附属機関に移行
附属機関として華僑ネットワークセ
ンターを設置

附置
研究所

海外事情研究所
Institute of World Studies

附置
研究所

日本文化研究所
Institute of Japanese Identity

海外事情研究所附属華僑ネットワークセンター
Center for the Oversea : Chinese Networks

日本文化研究所附属近現代研究センター
The Research Center for Modern and Contemporary Studies

日本文化研究所所長 井尻 千男
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アジア太平洋地域の開発協力と、多様な歴史・文化・政治・社会・経済などを調査研究し、学術の進歩に寄与するという目的を持って平成１１年に設置され
た。刊行物の発行、研究会・講演会・シンポジウムの開催、関係資料の収集を行う。

Message

所員会議（平成１２年）

公開講座「アジア塾」ポスター 公開講座「アジア塾」

紀要『国際開発学研究』

アジア情報センターは、多様なアジア太平洋地域の長期、整合的な統計の収集・整備と、それに基づく調査・研究活動の実施を目的としている。セン
ターでは、センター研究スタッフによる個人研究のほか、共同研究を実施している。またこれらの研究成果は、センター内の独自コンピュータ・システム
でデータベースに加工されるとともに、管理・運用されている。これらのデータベースは学内の教育にも利用されている。
現在の研究活動の中心は、アジア太平洋地域（３０カ国・地域）の経済・社会統計の収集ならびに整備におかれ、その成果は、創立百周年記念刊行
物『東アジア長期経済統計』（全１５巻／発売元：株式会社勁草書房）として刊行が計画され、すでに数巻が公刊されている。収集した統計から推計・補
完等の作業を通じて戦後５０年に及ぶ長期・整合的なアジア太平洋地域の統計を編纂する大プロジェクトである。アジア太平洋地域に関する学術研究
への知的なインフラストラクチュアを提供するものとして、多方面から高い期待と評価を得ている。
センターでは研究内容の質的向上、学外研究の知的交流の目的から積極的な「ディスカッション・ペーパー」の作成、発行を行ない、他の研究機関の
研究者との研究交流、連携も活発に行っている。国内の研究機関、海外の大学・研究機関との連携も行い、将来的には人的交流も含めた広い研究交流
活動の積極的拡大を図っている。
またセンターでは、研究成果の活用、普及、対外貢献の観点から、官公庁、地方自治体、その他民間研究機関から委託研究を多数受けており、こうし
た委託研究は、外部から高い評価を受けている。加えて、同様の趣旨からさまざまな講演会／セミナーを企画・主催しており、啓蒙的活動にも積極的に取
り組んでいる。

東アジア長期経済統計『外国貿易と経済発展』
国際開発研究所所長 渡辺 利夫
国際開発研究所は、発展途上地域の多様な開発問題と、経済、社会、歴史、文化、政治等多角的に研究し、その研究
成果をもって広く地域社会に貢献することを目的としている。研究所を構成するスタッフは現在、約２０名の兼担教授、１
名の研究所教授、１名の兼担助教授、研究所助教授１名、研究所専任講師１名、研究所助手１名となっている。研
究所では、各研究者による個人研究のほか、共同研究として「国際開発学」の理論的構築、実証的分析を行っている。
個人研究のフィールドも、経済、社会、歴史、安全保障、政治と広く、対象となる地域も多様である。また研究所内には、朝
鮮半島問題を研究するコリア研究室（Center for Korean Studies）が設置されており、対外的な研究交流活動も行って
いる。
研究所では所内の研究を超えて、国際開発問題への学術研究を奨励する目的から『国際開発学研究』（季刊）の編集

を行なっている（発行は株式会社勁草書房）。外部専門家をも含めたレフェリー制をとるこの分野では数少ない本格的な
学術刊行物となっている。また在学生に対する奨学論文（国際開発研究所奨学論文）に加え、高校生への啓蒙活動の
一環として「後藤新平記念国際協力作文コンテスト」を主催し、開発問題への若年層への啓蒙活動にも寄与している。
加えて研究成果の対外普及および社会貢献の観点から公開講座「アジア塾」を開催している。受講生約１５０名という
大きな夜間講座であり、研究所のスタッフに加え、外部からの専門家も交えた講義内容には、レベルも評判も高い。「アジ
ア塾」は文京キャンパスで通常行われているほかにも、年数回、テーマを限定して各地でも開催し、これも好評を博して
いる。

国際開発研究所の沿革
平成１１（１９９９）年４月

５月
６月
７月

９月
１０月
１１月

国際開発研究所設置
「アジア塾」開講
『国際開発研究』（第１巻第１号）刊行
「第１回後藤新平記念国際協力作文コ
ンテスト」開催
『国際開発研究』（第１巻第２号）刊行
コリア研究室設置
公開「アジア塾」（全国８ヵ所で開催）

１２月
平成１２（２０００）年３月

４月
６月
７月

９月

『国際開発研究』（第１巻第３号）刊行
『国際開発学研究』（第１巻第４号）刊行
（誌名変更）
「アジア塾」開講
『国際開発学研究』（第２巻第１号）刊行
「第２回後藤新平記念国際協力作文コ
ンテスト」開催
公開講座「アジア塾」（全国５か所で
開催）

アジア情報センターの沿革

平成８（１９９６）年１０月

平成９（１９９７）年１０月

平成１０（１９９８）年３月

１０月

１１月

海外事情研究所の附設機関としてア
ジア情報センター設置
財団法人機械振興協会より委託研究
通商産業省／日本貿易振興会より委
託研究開始
（通産省の貿易統計データベースの構
築／運用開始～１９９８年３月まで）
株式会社富士通総合研究所より委託
研究
日本貿易振興会より委託研究
通商産業省／日本貿易振興会より委
託研究開始
（通産省の貿易統計データベースの構
築／運用開始～１９９９年３月まで）

平成１１（１９９９）年４月

平成１２（２０００）年３月

４月

国際開発研究所設置に伴い国際開発
研究所の附置機関に移行
財団法人世界経済情報サービスより
委託研究
東アジア長期経済統計『外国貿易と
経済発展』刊行
財団法人静岡研究開発機構より委託
研究開始
財団法人山梨総合研究所より委託研
究開始
東アジア長期経済統計『経済発展と
人口動態』刊行
財団法人世界経済情報サービスより
委託研究
外部研究機関とのデータベース共有
化計画に着手

附置
研究所

国際開発研究所
Institute for International Development

国際開発研究所附属アジア情報センター
Asia Pacific Research Center
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図書館（八王子キャンパス）

図書館ホール（八王子）

昭和６１年（１９８６）年３月に完成した本館は地上２階、
地下２層、延べ面積６，７２３A、図書収容量は約１００万
冊である。平成１２（２０００）年３月末現在、蔵書数３０
万冊、雑誌受入種数１，６００種、視聴覚資料数２，４６４点、
閲覧席７３９席となっている。

学生及び教員の学問研究の場としての機能を担う
図書館は、それに相応しいシンボリックな外観を、
八王子キャンパスのメインストリートの延長線上に
位置している。

図書館横のブロンズ像

Message

明治時代の図書館（明治３７年完成）

右側：大正時代の図書館（大正１２年完成）
左側：閲覧室（昭和２６年に拡張）〔S．３７〕

茗荷谷図書館閲覧室（昭和４１年S館内に完成）

図書館・その歩み
明治３７（１９０４）年８月
大正１１（１９２２）年７月

大正１２（１９２３）年７月

昭和元（１９２６）年１２月
昭和５（１９３０）年６月
昭和１１（１９３６）年７月
昭和２０（１９４５）年５月

昭和２２（１９４７）年９月
昭和２６（１９５１）年３月
昭和４１（１９６６）年９月

昭和４３（１９６８）年４月

昭和４５（１９７０）年４月

昭和４６（１９７１）年４月
昭和４８（１９７３）年４月

昭和５２（１９７７）年４月
昭和５４（１９７９）年４月

昭和６１（１９８６）年３月

昭和６２（１９８７）年１１月

平成元（１９８９）年４月

平成４（１９９２）年２月

４月

１０月
平成６（１９９４）年５月

平成７（１９９５）年５月

９月

平成８（１９９６）年９月
平成９（１９９７）年４月

１０月

平成１０（１９９８）年４月

初代図書館完成（延面積１５５B）
拓殖大学図書館規則制定・初代図書館
長に後藤朝太郎就任
同窓会の寄附による大学昇格記念図書
館竣工（延面積３６４B）
拓殖大学図書館後援会設立
東京私立大学図書館協議会発足（加盟）
全国私立大学図書館協議会発足（加盟）
甚大な戦災をうけるが幸い図書館は焼
け残る
拓殖大学いづみ会発足
図書館閲覧室（拡張工事）完成
新校舎S館内に新図書館開館（延面積
１，７３９B）
蔵書の再整理（日本十進分類法新訂６
版に準拠）
大学院校舎D館１階に大学院閲覧室と
地下に書庫を設置
研究室別置図書制度導入
私立大学図書館協会理事担当校
（昭和４８～４９年度）
八王子分館設置
私立大学図書館協会理事担当校
（昭和５４～５５年度）
八王子校地に新図書館（独立棟）完成
（延面積６，７２３A）
東京西地区大学図書館相互協力連絡会
に加盟（本館）
拓殖大学図書館規程制定・オンライン
情報サービス（JICST，DIALOG）開
始
各文庫のマイクロフィルム化開始（初
年度は宮原文庫）
八王子図書館２階に胡桃沢耕史コー
ナー開設（本学OB、直木賞受賞作家）
視聴覚コーナー開設
拓本展「龍門石窟造像記」第１回開催
（八王子図書館２階）
学術情報センターの目録所在情報サー
ビスへ参加接続
新図書館システム（LICSU－EX）稼
動・蔵書データベースの構築開始（遡
及入力開始）
入退館システム導入（八王子図書館）
OPAC公開
図書館ホームページ開設
図書自動貸出システム導入（茗荷谷図
書館）
キャンパスカードによる貸出業務開始

図書館長 郡 荘一郎
本学図書館は八王子キャンパスと文京キャンパスの二か所に設置されている。八王子は独立棟で、蔵書は工
学系、外国語系それに一般教養に関するものが中心である。文京はＳ館の一部が図書館となっており、社会科
学系の蔵書が中心である。蔵書数は両キャンパス合わせて約４２万冊である。うち和書が約２９万冊、洋書が約
１３万冊である。図書館は大学のシンボルとか知の宝庫といわれているが、本学の図書館もそれに相応しい内
容と雰囲気を備えたものにしたいと館員一同鋭意努力を傾けているところである。電算化も一応基礎部門の整
備は終わったので、今後は利用しやすい図書館を目指してサービス部門にも力を入れたいと考えている。また
扱う対象も従来の紙の文献・資料だけでなくCD-ROMなど多様なメディアにも範囲を拡大してゆくことにな
ろう。

Library
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短大教授会（平成１２年）

Takushoku Junior College

拓殖短期大学は昭和２５（１９５０）年に働きながら学ぶ短大と
して、学校法人紅陵大学（当時）の構内に設置された。い
わば昼間は働き、夕方から学ぶ夜間短大である。大学の構
内にあることから、同一の施設設備を兼用している。また、
短大には経営科と貿易科が設置されているが、大学の商学
部と同一学科であるため、教授陣も相互乗り入れができ、
高等教育のファーストステージとしての役割を具備してい
る。従って、学部と交流しながら、小数精鋭による合理的
なカリキュラムをこなしている。

Message

紅陵短期大学許認可資料
（昭和２４年）

秋のバス旅行（昭和４６年頃）

佐藤勘助元学長の墨跡
（昭和４７年頃）〔S．４８短大〕

卒業証書授与
（昭和４７年頃）〔S．４８短大〕

拓殖短期大学学長 高橋 敏夫
拓殖短期大学は昭和２５（１９５０）年に、「深く専門の学芸を教授し、研究し職業または実際社会に必要

な能力を育成する」ことを目的として、働きながら学べる短期大学としてスタートした。爾来、商学
部と強い連携を維持しながら、その使命を全うしてきた。そして、拓殖大学が創立１００周年を迎える
年に、時を同じくして、創立５０周年を迎えた。
しかし、５０年の歴史は、開校当時の社会環境を全く別な状況に変えてしまった。今、拓殖短期大学

は、建学時の精神と使命を、激変する情勢の中で如何に変革し適合するかが問われている。この節目
の年に当たり、もう一度、原点に立ち帰り拓殖短期大学の社会的使命を再考しようではないか。長い
歴史の中で培われ大切にしてきた、拓殖短期大学の教育方針は、きめの細かい、人に優しい、暖かい
教育である。この考え方は、時が経っても変わることはない。この伝統と英知を結集すれば、新生拓
殖短期大学は、２１世紀に向かって大きく羽ばたくことが出来る。

拓殖短期大学・その歩み

昭和２５（１９５０）年４月

昭和２６（１９５１）年３月

５月

昭和２７（１９５２）年１１月

昭和２８（１９５３）年５月

昭和２９（１９５４）年９月

昭和３０（１９５５）年３月

昭和３０（１９５５）年３月

昭和４１（１９６６）年４月

昭和４３（１９６８）年４月

昭和４５（１９７０）年８月
昭和４６（１９７１）年８月

昭和５４（１９７９）年４月

紅陵短期大学第２部を設置
初代学長 青山楚一（～昭２６・４）
青山楚一短期大学学長辞任、紅陵大
学総長高垣寅次郎短期大学学長事務
取扱兼務
第二代短期大学学長に鈴木憲久（政
経学部教授）就任（～昭２８・５）
「紅陵大学」を「拓殖大学」に再び
改名 また、「紅陵短期大学」を「拓
殖短期大学」に改名
鈴木憲久短期大学学長辞任、第三代
短期大学学長に松村B（拓殖大学学
長兼務）就任（～昭２９・９）
松村B退任により、豊田悌助短期大
学学長事務取扱就任
第四代短期大学学長に豊田悌助就任
（～昭和４３・３）
昭和２３年８月群馬農林専門学校（群
馬県太田市所在）を紅陵専門学校に
吸収し、昭和２７年１０月校名変更によ
り拓殖専門学校と改名したが、同校
（農業経済科）を拓殖短期大学に吸
収、経営科・貿易科（夜間）・農業
経済科（昼間）の３科をもつ短期大
学となる
北海道深川市納内に「北海道拓殖短
期大学」を設置 拓殖短期大学農業
経済科を北海道深川市に移す
第五代短期大学学長に市古尚三就任
（～昭４６・８）
B館竣工 短期大学事務室移設
第六代短期大学学長に佐藤勘助就任
（～昭５４・３）
第七代短期大学学長に市古尚三就任
（再）（～平３・３）

昭和５５（１９８０）年４月

平成３（１９９１）年４月

平成４（１９９２）年４月

平成５（１９９３）年４月

平成１１（１９９９）年４月

短期大学事務室（B館）をS館２階
に移す
第八代短期大学学長に石沢芳次郎就
任（～平４・３）
第九代短期大学学長に大堺利實就任
（～平５・３）
第十代短期大学学長に後藤玉夫就任
（～平１１・３）
第十一代短期大学学長に高橋敏夫就
任（～現在にいたる）

初代学長・青山楚一

二代学長・鈴木憲久

三代学長・松村 B

十代学長・後藤玉夫 九代学長・大堺利實 八代学長・石沢芳次郎 六代学長・佐藤勘助 五・七代学長・市古尚三 四代学長・豊田悌助

短大事務室

Takushoku College
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経営科

授業風景 簿記原理

貿易科

国際ビジネス概論

拓殖短期大学の目的は深く専門の学芸を教授・研
究して、職業または実生活に必要な知識と能力を育
成することを目的にしている。高等教育のファース
トステージである短大の教育方針は経営科・貿易科
とも各科の専門項目を配置しているが、特に全体と

して、情報処理能力・会計実務能力・実践的語学力
の３コースに分けて、選択による能力別のカリキュ
ラムを編成している。それによって、また、セカン
ドステージへの基礎的能力を育成することで、卒業
後の進路についての、選択肢の一つともなっている。

情報処理実習

地域研究（中国）

流通史

学園風景

入学式

卒業式

〈クラブ活動〉

山友会〔S．５０短大〕

バレーボール愛好会〔H．１０短大〕

オリエンテーションキャンプ

卒業式

スペイン文化研究会〔S．５０短大〕

女子柔道〔H．１０短大〕

拓殖短
期大学

経営科・貿易科
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Takushoku University Hokkaido College

３つの柱が３つの学科に
拓殖大学が創立１００周年を迎えた平成１２年度、拓殖大学北海道短期大学の学科構成は大きく変わった。本学の３つの柱である農業、経済、保
育をそれぞれ独立した学科として明確に示す事がねらいである。
３つの学科は環境農学科（農業生産コース・園芸コース）、経営経済科（基礎経済コース・経営情報コース）、保育科（幼児教育コース・
社会福祉コース）。

Message

新校舎・きらら讃歌碑（新校舎玄関前）

三十年の歩み（校史）

従来の農業経済科を改組
転換した経営経済科（定
員１５０名）には、主に拓
殖大学政経学部・商学部
３年次編入を目指す基礎
経 済 コ ー ス と、コ ン
ピュータ技術を重視しつ
つ経済学・経営学を学ん
で就職を目指す経営情報
コースが設けられている。

新設の環境農学科（定員
８０名）は稲作・畑作を中
心とする農業生産コース
と花や野菜を中心とする
園芸コースの２コースを
設置している。

毎年大きな反響を呼んで
いるミュージカル公演活
動の中心的担い手は保育
科（定員５０名）の学生。
保育科には幼児教育コー
スと社会福祉コースがあ
り、バイタリティあふれ
る保育者を養成している。

拓殖大学北海道短期大学・その歩み

昭和４１（１９６６）年１月
２月
４月

４２（１９６７）年４月
４３（１９６８）年４月

４月
４４（１９６９）年１月

９月
４６（１９７１）年８月
４７（１９７２）年４月
５０（１９７５）年４月
５１（１９７６）年１１月
５５（１９８０）年１月
５６（１９８１）年１０月
６０（１９８５）年４月
６１（１９８６）年１２月

平成１（１９８９）年４月
２（１９９０）年４月

１０月
３（１９９１）年４月

１１月
１２月

４（１９９２）年５月
８（１９９６）年１１月
９（１９９７）年７月
１２（２０００）年４月

北海道拓殖短期大学設置認可
初代学長に田辺勝正就任
第一回入学式（農業経済科）
二部水田、畑作園芸コース開設
協同組合コース開設
第二代学長に和田敏雄就任
付設拓殖保育専門学校開校式
第三代学長に中島英信就任
第四代学長に伊東敬就任
園芸経営コース開設
第五代学長に田口啓作就任
開学１０周年記念式典挙行
保育専門学校が短大保育科に
第六代学長に寺井久元就任
第七代学長に岡村俊民就任
開学２０周年記念パーティ開催
第八代学長に細貝大次郎就任
拓殖大学北海道短期大学に校名変更
深川市メム地区に新校舎建築着工
第九代学長に小林末男就任
新校舎完成
第十代学長に石川武就任
新校舎落成式
創立３０周年記念式典挙行
第十一代学長に草原克豪就任
農業経済科を経営経済科に改組し環
境農学科を新設

拓殖大学北海道短期大学学長 草原 克豪
拓殖大学北海道短期大学は、昭和４１年、それまで拓殖短期大学に設けられていた農業経済科を実践

教育の環境に恵まれた北海道の地に移して開設された。その後、昭和４４年には保育専門学校を付設し、
昭和５５年にこれを保育科に昇格させ、さらに平成１２年には農業経済科を改組して新たに環境農学科と
経営経済科を開設した。その間、平成４年には当初の納内地区から深川市街地に近いメム地区に移転
し、現在は６００人近い学生が、自然環境に恵まれた広いキャンパスと北欧風の瀟酒な校舎の中で充実
した学生生活を送っている。三つの学科はそれぞれにユニークで、学生の出身地も道内だけでなく広
く全国にまたがっており、そこに社会人学生や留学生も加わって実に多彩な集団を形成している。学
生によるミュージカル公演は毎年多くの人々に感動を与えている。カナダのフレーザー・バレー大学
との交流が盛んで国際色が豊かなことも本学の特徴のひとつである。「小さくても個性が輝く大学」を
めざしている。

Takushoku University Hokkaido College
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六代学長・寺井久元

新校舎

北海道深川市の緑濃い自然に囲まれた環境の中で、農業、経済、保育などの分野を究めようとする大勢の学
生が学んでいる。姉妹校・カナダのフレーザー・バレー大学との交流も盛んである。

初代学長・田辺勝正

旧校舎・夏

二代学長・和田敏雄

七代学長・岡村俊民

三代学長・中島英信

八代学長・細貝大次郎

旧校舎・冬

四代学長・伊東 敬

九代学長・小林末男

旧校舎全景

五代学長・田口啓作

十代学長・石川 武

保育専門学校校舎

開学時の校舎

開学式（昭和４１年）

開学式・田辺勝正学長式辞

創立１０周年式典 創立３０周年式典

拓殖大学北海道短期大学
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雪像づくり〔S．６１北短大〕

経済コースのスキー授業

第一回二部（３年制の季節コース）大会昭和４４（１９６９）年２月〔H．４北短大〕

黎明祭〔S．４５北短大〕

農業経済科

授業風景 経済コースの研修旅行

蛍雪寮〔H．１北短大〕

田植実習

皐月祭〔H．６北短大〕

温室

フレーザー・バレー大学との姉妹校調印式

農業セミナー

パソコン室

実験風景

拓殖大学北海道短期大学
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保育専門学校

保育専門学校開校式

■保育科

スポーツレクレーションクラス

クラフトレクレーションクラスのダンボールによる作品

付設保育専門学校から保育科へ

初代校長・山崎久蔵

音楽レッスン

ミュージカル

二代校長・山田 晋

保育セミナー

人形劇サークル「たんぽぽ」

ハンドベル

三善晃先生・音楽指導

保母養成協議会全国大会 実習風景

実習風景

拓殖大学北海道短期大学
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Takushoku University Daiichi High School

拓殖大学第一高等学校は大学予科を母体に紅陵
大学附属紅陵高等学校として昭和２４（１９４９）年に生
まれた。その後、現在の名称に変更、拓殖大学同
様、国際性豊かな高校として留学生を受け入れる
ほか、情報関連の学習にも力を入れている。

校庭より校舎を望む

正門

Message

四代・東恩納寛惇

十代・三本菅 繁

七代・奥村房夫

初代・斉藤和一

歴代校長

十一代・松井宏夫

二代・安田倫也

五代・松原道男

八代・山崎琢磨

十二代・森 茂

三代・藤枝哲

六代・矢谷芳雄

九代・堀江徳寳

拓殖大学第一高等学校校長 柳谷 茂
拓殖大学第一高等学校は、平成１０年に創立５０年を迎えた。昭和２２年の学制改革により昭和２４年に新制の高

等学校として大学予科のあった小平の地に創立された。
終戦後、拓殖大学は紅陵大学と一時、校名を変えており、開校時は紅陵大学附属紅陵高等学校と称してい

た。昭和２５年に、平沼騏一郎先生の創設された正明中学・高等学校を吸収合併し改称した。その後、東恩納寛
惇校長が昭和３５年に、附属高校の将来の発展を重視し拓殖大学第一高等学校と校名を改称すると同時に「心
身ともに健全でよく勉強し素直で思いやりのある青年を育成する」という教育方針が定められ、拓大一高の新し
い飛躍・発展の力強い第一歩が踏みだされたわけである。
現在では拓殖大学および他大学への進学率も大幅に伸びており、同時に国際的な視野を育む、国際交流の

一環として、中国・北京への修学旅行・カナダ夏期英語研修・長期または短期留学生の受け入れなど、活発な教
育活動を展開している。
２１世紀の社会では、国際化・情報化・科学技術の進展が顕著となり高齢化や少子化が一段と進み教育面で
様 な々影響があると思うが、本校も時代に即応した教育改革を実践し、社会的な信頼を得るべき魅力ある学校づ
くりに努力していきたいと思う次第である。

拓殖大学第一高等学校・その歩み

昭和２４（１９４９）年４月

昭和２５（１９５０）年３月

昭和２７（１９５２）年３月

昭和２９（１９５４）年８月
昭和３４（１９５９）年４月
昭和３５（１９６０）年１月
昭和３８（１９６３）年４月
昭和４２（１９６７）年３月
昭和４３（１９６８）年４月

１０月
昭和４４（１９６９）年４月
昭和５６（１９８１）年４月
昭和５７（１９８２）年７月
昭和６０（１９８５）年４月
昭和６２（１９８７）年４月
昭和６３（１９８８）年３月

４月
９月

１０月
平成２（１９９０）年９月

平成３（１９９１）年７月

平成６（１９９４）年４月

学制改革により、予科を改編。新制
高等学校、紅陵大学附属紅陵高等学
校（男女共学）として現在地に開校
斉藤和一、初代校長に就任
正明中・高等学校を吸収合併、校名
を紅陵大学附属正明中・高等学校と
改称
中学校生徒募集停止。２代安田倫也、
校長に就任
３代藤枝哲、校長に就任
４代拓大教授東恩納寛惇、校長に就任
校名を拓殖大学第一高等学校と改称
５代松原道男、校長に就任
屈折赤道儀ドーム完成
６代矢谷芳雄、校長に就任
７代奥村房夫、校長に就任
８代山崎琢磨、校長に就任
９代堀江徳寳、校長に就任
海外英語研修開始
１０代三本菅繁、校長に就任
理数コース開設
新校舎完成
中華人民共和国へ修学旅行実施
１１代松井宏夫、校長に就任
カナダ・リッチモンド市スティー
ヴィストン高校より長期留学生受け
入れ。AVホール完成
創立４０周年
本校よりカナダ・リッチモンド市ス
ティーヴィストン高校へ長期留学生
派遣
海外英語研修１０周年記念式典、カナ
ダにて挙行
１２代森茂、校長に就任

平成７（１９９５）年４月

平成８（１９９６）年４月

マルチメディア教室（A・B）、コン
ピュータ教室完成
１３代柳谷茂、校長に就任
AFS長期留学生受け入れ

Takushoku University Daiichi High School
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校舎の変遷

校舎（昭和２９年当時）

校舎（昭和４０年）

校舎（昭和６２年）

四代・東恩納校長像

昭和３５（１９６０）年１月、東恩納校長の時、正明

高校の名称を改め、「拓殖大学第一高等学

校」とし、拓殖大学と直結した教育を目指した。

校名を拓殖大学第一高等学校と改名（昭和３５年）

新校舎落成式（昭和３５年）

学校生活・クラブ活動

拓高祭（昭和４４年）

拓高祭（昭和４４年）

北海道修学旅行（昭和５０年頃）

書道部（昭和５０年頃）

華道部（昭和６３年頃）

新校舎竣工式
にて
（昭和６３年）

竣工式 高瀬総長式辞
（昭和６３年）

拓殖大学第一高等学校
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創立４０周年当時の教職員

スポーツ

第６６回選抜高等学校野球大会で選手宣誓する中川仁主将（平成６年）

昭和４１年幕下優勝・藤ノ川関（現伊勢ノ海親方）

創立５０周年記念テレフォンカード（平成１０年）

５０年史目次

甲子園出場決定

選抜旗と松井宏夫校長

国際交流

スティーブストン高校生とともに

新校舎

留学生

中国高校生との交流

拓殖大学第一高等学校
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JAPANESE LANGUAGE SECTION FOREIGN STUDENTS

拓殖大学留学生別科は、昭和４７（１９７２）年に発足した。
修業年限は１年で、「外国人留学生で、大学における講
義を理解し得るに足る日本語の素養のない者に対し、日
本語および大学の授業に必要な学科目の予備教育を行
う」という目的で、開設された。以来、多くの学生を学
部・大学院に送り続けている。

船の科学館にて（平成１２年）

Message

歴代別科長

初代・瓜谷良平

三代・浜名政晃

五代・楠美寿郎

八代・北村正直

二代・末永 晃

四代・六代・石橋重雄

七代・伊藤颯夫

九代・川瀬生郎

留学生別科・その歩み

昭和４７（１９７２）年

昭和４９（１９７４）年
昭和５０（１９７５）年
昭和５２（１９７７）年
昭和５４（１９７９）年

昭和５６（１９８１）年
昭和５９（１９８４）年
昭和６３（１９８８）年
平成３（１９９１）年

平成５（１９９３）年

平成６（１９９４）年
平成９（１９９７）年

平成１１（１９９９）年

平成１２（２０００）年

設置
瓜谷良平別科長に就任（初代）
末永晃別科長に就任（２代）
浜名政晃別科長に就任（３代）
石橋重雄別科長に就任（４代）
楠美寿郎別科長に就任（５代）
定員４０名を８０名に増やす
石橋重雄別科長に就任（６代）
定員８０名を１３０名に増やす
伊藤颯夫別科長に就任（７代）
北村正直別科長に就任（８代）
『拓殖大学日本語紀要』発行
マレーシアJMC日本語予備教育に参
加
川瀬生郎別科長に就任（９代）
荒木雅實別科長に就任（１０代）
留学生別科専任教員１名採用（日本語）
マレーシアAISI-SEEDツイニングプ
ログラムに参加
留学生別科専任教員１名採用（日本語）
留学生別科・日本語センター共著『初
級日本語テキスト』作成

留学生別科長 荒木 雅實
１００周年を迎えることができたことは、誠に喜ばしいことである。この記念すべき年に、奉職させ
ていただいていることは、この上もない喜びである。
さて、留学生別科は、平成１２年で２８年目を迎えた。今日では、問題がないわけではないが施設も図

書も教員も充実し、学生数も定員の１３０人を越えるまでになっている。これは、ひとえに別科創設以
来の教職員の情熱によるものと確信している。昔は何とかして、いい教育・いい設備を作ろうと、全
員が一つの目標に向かっていたように思う。それには、連日飲みながら激論を戦わせたり、口論をし
たりしていた。また、理事などの役職者も別科の行事に参加してくれていたように思う。そうした皆
さんの力が、今日を築き上げているものと思っている。別科関係者のなん人かはすでに亡くなられた
り、別科以外で活躍されている。どなた様にも深く敬意を表し感謝申し上げる。今後は、時代にあっ
たより充実した別科にしたいものと考えている。

JAPANESE LANGUAGE SECTION FOREIGN STUDENTS
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オリエンテーション

春の旅行

七夕会

スポーツ大会

試験

新入生歓迎会

事務室・カウンセラー室（平成１２年）

サヨナラパーティ

秋の１日

留学生別科教職員（平成１２年）

日本語授業（平成１２年）

紀要『拓殖大学日本語研究』 『修了作文集』

歴代別科長からのメッセージ
石橋重雄先生
８０年代、私が別科長の頃、定員３０名から１３０名に増員され、学部推薦入学制度も確立された。留学生を扱う大学や日本語学科
が少なかったこともあったが、日本語を学ぶ目的の留学生は拓殖大学の留学生別科に殺到した。留学生は、生き生きとして学
び、先生方もそれに遜色なく頑張って教えていた。私にとって毎日が祭りのように賑やかで、勢いがあって、昼も夜も学生と
付き合っていたことが印象深い。

北村正直先生
１９６９年、私は香港中文大学で理論物理学の科目を担当していた。あるとき、ドイツの学者から私に会いたいと連絡があった。
彼は、「日本の留学生教育は反日家を育てている。それは日本の大学教育が責務を果たしていないからだ」と言うのだ。私は何
も反論できなかった。それ以来私は留学生教育に携わりたいという思いが心の中に芽生え、だんだん大きくなって来ていた。
その時、拓殖大学から別科に参加するように求められ、喜び勇んでこの招きを受けることになった。以来３年間私は何かした
と言うよりは、学生たちから、また先生たちから多くのことを学ぶことができた。

留学生別科
JAPANESE LANGUAGE SECTION FOREIGN STUDENTS
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国際交流

海外提携校

イギリス／エクセター大学

カナダ／ランガラ・カレッジ

中国／北方工業大学

スペイン／サマランカ大学

イギリス／セントマーク・セントジョン大学

オーストラリア／ニュー・サウス・ウェールズ大学

台湾／東呉大学

メキシコ／メキシコ国立自然大学

国際交流・その歩み

昭和５４（１９７９）年４月

昭和５５（１９８０）年７月

８月

昭和５６（１９８１）年８月

昭和５９（１９８４）年３月

昭和６２（１９８７）年７月

１１月

昭和６３（１９８８）年３月

９月

平成３（１９９１）年１０月

１２月

平成４（１９９２）年１２月

平成５（１９９３）年６月

１０月

１１月

１２月

平成６（１９９４）年２月

１２月

平成７（１９９５）年３月

５月

平成８（１９９６）年３月

平成９（１９９７）年１２月

平成１１（１９９９）年３月

１０月

１１月

平成１２（２０００）年１０月

カナダ提携校／バンクーバー・コミュニティ・カレッジ（現ランガラ・カレッジ）開設

中国提携校／北方工業大学開設

スペイン提携校／サラマンカ大学開設

台湾提携校／東呉大学開設

メキシコ提携校／メキシコ国立自治大学開設

ブラジル／パラナ大学と提携

中国／黒龍江商学院（現ハルピン商業大学）と提携

中国／国務院国家外国専家局と提携

マレーシア／国際イスラム大学と提携

中国／南京大学と提携

オーストラリア提携校／ニュー・サウス・ウェールズ大学開設

ブラジル／サンパウロ州立大学と提携

アメリカ／メリーランド大学ボルチモア郡校と提携

アメリカ／セントラル・ワシントン大学と提携

ベトナム／ベトナム国立大学と提携

エジプト／カイロ大学と提携

イギリス提携校／セントマーク・セントジョン大学開設

カザフスタン／カザフ国立経営アカデミーと提携

ウズベキスタン／タシケント国立経済大学と提携

イギリス提携校／エクセター大学開設

モンゴル／国立モンゴル大学と提携

中国／上海交通大学と提携

中国／大連外国語学院と提携

イギリス／ブリストル大学と提携

インドネシア／ダルマ・プルサダ大学と提携

韓国／大邱大学校と提携

韓国／大邱未来大学と提携

韓国／慶煕大学校と提携

海外提携校代表 創立百周年記念式典に参列
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スペイン・サラマンカ大学 新キャンパス

P．シャープ、小池定謨両教授（英国・エクスター大学にて）

工学部UMBC研修の一コマ 体験学習：ジョージ・ワシントン
の時代の奴隷を体験、ワシントン生家の農場にて（平成１０年）

カイロ大学研修生の歓迎会（茗渓会館にて）

大連外国語学院 授業風景

UMBC 授業風景

エジプト・カイロ大学日本語研修団

UMBC 工学部棟前で

大連外国語学院 送別会で中国服を着る
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国際友情の集い（昭和５１年）

親善セミナー

スピーチコンテスト

学部留学生卒業パーティ

国際友情の集い，本学文京キャンパス（昭和５１年）

学術交流

セントラル・ワシントン大学と本学商学部との提携式に臨んで（平成６年）

メリーランド大学ボルティモア校との協定書に
署名する小村総長とフラボウスキー学長（平成４年）

セントラル・ワシントン大

メリーランド大学ボルティモア校
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中国・上海交通大学と協定を締結、学術交流協定書に
調印する大堺大学長（左）翁学長（右）（平成７年３月）

拓殖大学とブリストル大学間の学術交流および学生交流のための協定書調印式を終えて
本学副学長郡荘一郎教授とブリストル大学副学長マイケル・パリー氏（平成８年３月）

トルクメニスタン閣僚本学を訪問（平成８年）

上海交通大学学長講演会（平成８年） カイロ大学学長来校（平成８年）

北方工業大学との交流（平成１０年）

上海交通大学との学術交流（平成１１年）

ブカレスト大学学長本学を訪問（平成８年２月）
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名誉博士号贈呈

李 登輝 台湾前総統に

台湾綜合研究院（台湾・淡水市 平成１２年１２月１５日）

創立百周年を記念して、前総統の李登輝氏

に名誉博士号を贈呈し、内治に外交における

成果と農業経済学者としての高い業績を讃

えた。

贈呈式には、小田村四郎総長・高橋敏夫短

大学長など本学関係者が出席した。本学学友

でもある唐松章東呉大学理事、黄櫻楚学友会

台湾連合会長を始め、多くの台湾の要人も参

加し荘厳な中で行われた。

サッチャー英元首相からの礼状

インドネシアのゴーベル財団会長ラフマット・ゴーベル氏に（平成１２年１０月２５日）

ラフマット・ゴーベル氏は、若き実業家。

同氏は本学の創立百周年を記念してジャカルタ

において開催したシンポジウム「２１世紀の国際化

時代を担う人材育成」の実現と成功に貢献された。

一方、本学はインドネシア語及び地域研究の授

業をとり入れ、インドネシア共和国との相互理解

と交流を深めてきた経緯があり、名誉博士号を贈

呈する運びになった。

サッチャー英元首相に（平成９年７月７日）

平成９年７月７日、

英国のマーガレット・

サッチャー元首相を招

き、「世界の中の日本

～２１世紀の日本の役

割」をテーマに東京、

よみうりホールで１００

周年記念特別セミナー

が開催された。

これに先立ち小田村

総長から元首相に名誉

博士号が贈呈された。

海外提携校代表 八王子キャンパス訪問（平成１２年１０月２５日）

恩賜記念館記念講堂にて

学生交流会館にて 恩賜記念館前にて
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漢詩のパネル
平成１２（２０００）年１０月２５日夜八王子「うか
い鳥山」で開催した理事長主催海外招待者夕
食会の折、東呉大学：劉源俊校長が深山渓谷
の風情に感銘し一句を読んだものを、本学評
議員唐松章氏のご令閨（書家）に託し浄書、
藤渡辰信理事長に贈られたものである。

記念植樹 オーストラリア代表（平成１２年）

「うかい鳥山」での夕食会

「うかい鳥山」における劉校長（左）祭茂豊氏（中）唐松章評議員

麗 澤 会
文化・スポーツ活動
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学生交流会館（八王子キャンパス） 平成１０（１９９８）年３月、学生の課外活動用施設「学生交流

会館」を八王子キャンパスに建築し、４月１８日竣工式を挙行。

同会館は、総床面積約５，５００A で、食堂棟、会議・練習棟、

部室棟からなっている。部室棟には、学生・教職員で構成す

る課外活動組織「麗澤会」に所属する団体すべてに一室ずつ

部屋が用意されており、団体数の多い愛好会には共同利用室

が３室用意されている。会議・練習棟には大小の会議室、演

劇等の練習用スタジオ、音楽スタジオ、シャワー室などが備

えられ、課外活動の拠点として利用されている。
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語劇祭
昭和５年の創立３０周年記念行事の一環として語劇祭が行われた。

昭和５５年

昭和５６年 昭和５６年

昭和３９年

平成１２年で６３回となる語劇祭は「紅陵祭」と並び本学二大

祭の一行事であり、本学の国際指向を良く表すものである。

明治３３年に本学の前身となる台湾協会学校が設置され、協

会の理念に海外で活躍する人材の育成がおかれたため、麗澤

会内に台湾語・支那語（現中国語）・英語の語学部が設置さ

れた。それ以降、講演会を開き語学力向上を奨励してきた。

そして海外事情を知ると共により多くの民族の言語風習を理

解する良い機会として明治３５年５月に外国語によるスピーチ

及び演劇、語劇祭の前身となる麗澤会第一回大会が行われた。

そして大正１１年に牛込会館にて第一回語劇祭が開催され、

６０余年に亘る本学の伝統行事の歴史の幕が開けられた。

創立３０周年語劇祭（昭和５年）

アラビア語研究会（平成７年）

インドネシア語（平成６年）

開会式（平成８年）

コリア文化研究会（平成８年）

英語研究会（平成７年）

中国語会話（平成７年）
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シンガポール 

マレーシア 

ベトナム 

エジプト 

リビア 

トルコ 

ビルマ 

モンゴル 

中国四川省 

中国新疆 
韓国 

タイ 
フィジー 

ブラジル グアム 

中国（香港・華南地区） 

中央アジア 

ドイツ 

インドネシア 

昭和56年 

昭和60年 

昭和59年 昭和58年 

昭和57年 

昭和56年～57年 

昭和59年 

昭和49年 
昭和63年 

昭和55年 

平成5年 

平成8年 

平成9年 

平成元年 

平成2年 

平成3年 

平成4年 

昭和62年 

昭和61年 

インド 
ネパール 昭和60年 

麗澤会海外派遣団

昭和４７（１９７２）年から始まる海外派遣は、当初は“海外親

善視察”といった性格のものだった。昭和５５（１９８０）年の「リ

ビア派遣」から内容検討がなされ、“研修的内容”と“現地

大学及び学生との交流”を加味し、派遣学生が派遣国に関す

る調査・研究テーマを設定し、派遣期間中にその実証分析を

帰国後にレポートとしてまとめることにした。派遣国への理

解を深めるとともに、現地大学訪問及び学生との交流を通し

てさらに相互理解を増進させる、といった目的に重点が置か

れるようになった。昭和５８（１９８３）年には麗澤会国際部が新

設され、派遣内容の検討が重ねられボランティア活動の体験

などの方向性を探りながら現在に至っている。

派遣団のあゆみ

派遣概要

モンゴル・派遣団キャンプ（平成３年）

中央アジア・バンウェイモン村（昭和５９年）

トルコ・コンヤ市（昭和６０年）

ブラジル・ナザレ協会（昭和６３年）

エジプト・三大ピラミッドを前に
（ギザ）（平成６年）

ネパール・スワヤンブー寺院（昭和６１年）

フィジー・ドアヌ小学校（平成８年）

中国・チベット族の家庭で（平成４年）

モンゴル・小中高等学校（ウランバートル・平成３年）

香港華南・南昌（平成９年）

インドネシア・ホストファミリーと団員（昭和６２年）

ブラジル・アマゾンの夕暮れ（昭和６３年）

年 派 遣 国

４７年 大韓民国・アメリカ合衆国

４８年 東南アジア、欧州、グアム・サイパン他

４９年 グアム・サイパン他

５０年 シンガポール・マレーシア

５１年 シンガポール

５２年 マレーシア・シンガポール

５３年 東南アジア

５４年 フィリピン・シンガポール

主 な 活 動

５５年
リビア・アラブ社会主義人民
ジャマヒリア国

革命記念式典出席、農業プロジェクト（砂漠の緑地化）の見学、石油関係の見学、遺跡見学、
アル・ファテハ大学との交流

５６年
タイ王国

シンガポール
農業プロジェクト（浮稲・コーン）、進出日本企業の研究、山岳民族研究、ジュロン工業地帯見学、
星日文化協会との交流 タマサート大学、チェンマイ大学、シンガポール大学

５７年
タイ王国 地方班とバンコク班に分け、カオイダン難民キャンプ、農村視察を行う タマサート大学、チェンマイ大学

大韓民国 教科書問題の渦中でもあったので、各界の人達との交流を多く持った 東亜大学校

５８年 中華人民共和国（新疆ウィグル自治区） 砂漠と水の研究、少数民族（ウィグル族の研究）、シルクロードの研究 新疆大学、８・１農学院

５９年
ソ連中央アジア（タシケント・サマルカンド） シルクロードの研究、イスラムの文化と建築様式 タシケント大学

タイ王国・マレーシア 相互交流の一層の緊密化 タマサート大学、クバンサン大学

６０年
トルコ共和国 シルクロードの研究 中東工科大学、ボスポラス大学

ビルマ連邦社会主義共和国 仏教伝来の研究 ラングーン大学、タマサート大学（タイ）

６１年 インド・ネパール王国 仏教伝来の研究 トリブバン大学

６２年 インドネシア共和国 ボロブドゥール遺跡見学、日系企業の調査 バンドン工科大学

６３年 ブラジル連邦共和国 移住８０年の足跡、本学OBとの交流、多民族国家の国情調査 パラナ大学

元年 エジプト・アラブ共和国 エジプトにおけるイスラム社会の研究、カイロ大学との交流

２年 東西ドイツ 統一直前のドイツ視察 フンボルト大学、ミュンヘン大学

３年 モンゴル人民共和国 モンゴル事情の研究、日本ブームに沸くモンゴルの実情調査、モンゴル国立大学との交流

４年 中華人民共和国（四川省） 成都の四川大学及び四川省運動技術学院との交流を主目的に三国志の舞台を訪ね、大自然と人 と々の交わりを視察

５年 ベトナム社会主義共和国 成長著しいベトナムの現状と成長のきっかけとなったドイモイ政策の成果を視察する、ハノイ大学との交流

６年
タイ・マレーシア・シンガポール（ASEAN・A） 世界の成長センターといわれるアセアン諸国の視察、タマサート大学、ジャパニーズ・マトリキュレーション・センターとの交流

エジプト・アラブ共和国 カイロ大学との学術協定に基づく交流、エジプトにおけるイスラム社会の研究

７年
インドネシア・ブルネイ
（ASEAN・A）

平成６年度に引き続き、アセアンの中核たる二カ国の社会、経済の成長変化の視察と調査、
ダルマ・プルサダ大学、サヒド大学との交流

８年 フィジー共和国 オイスカが行っている植林活動に参加し、海外におけるボランティア活動を実際に体験

９年 中華人民共和国（香港・華南経済圏） 香港・華南経済圏の視察・調査・研究 中文大学、深A大学、厦門大学

１０年 オーストラリア オーストラリア諸問題の研究・視察、OBや現地大学生との交流
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紅陵祭
紅陵祭とは大学祭の名称で、大学の所在地紅葉ヶ丘から由来した。

昭和３４年〔S．３５年版 卒業アルバムから転載、以下同じ〕

昭和５１年

昭和４３年〔S．４３〕

昭和５６年

平成８年

高尾祭（昭和５４～平成３年）

昭和５４年

毎年５月下旬に開催された“春の祭典”。昭和５４（１９７９）

年活力を取り戻すためのイベントとして始まった。八王子

キャンパスで行われることから「高尾祭」と名付けられた。

第１回高尾祭は“のど自慢”や“がまん大会”等が催さ

れており、それから序々に総連フェスティバルや体連ピッ

クが加わり、規模を拡大していった。途中、第８回～第９

回にかけて昭和６２（１９８７）年に中断があったものの、平成３

（１９９１）年まで計１２回の高尾祭が実施された。

昭和５４年

昭和５５年

昭和５５年

第１回ゲスト タモリ氏
（昭和５４年）
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麗澤会クラブ紹介

●事務局
卒業実行委員会
大学祭実行委員会

●総務局
吹奏楽部
新聞部
放送部
図書館後援会

●文化局
アジア研究会
アラビア研究会
インドネシア研究会
インド・パキスタン研究会
英語研究会
演劇研究会
吟詠会
軽音楽研究会
国際協力問題研究会
コンピューター研究会
写真研究会
将棋・囲碁研究会

書道研究会
心理学研究会
税法学研究会
造形美術研究会
探検部
中国研究会
日本文化研究会
美術研究会
ブラジル研究会
文学研究会
邦楽研究会
貿易研究会
法律学研究会
雄弁会
ユースホステル部
落語研究会
ラテンアメリカ研究会
労務管理研究会
ロシア語研究会
ワンダーフォーゲル部
釣り研究同好会
映画芸術研究同好会
コリア文化研究同好会

ジャズ研究同好会

●体育局
アーチェリー部
合気道部
アイススケート部
アメリカンフットボール部
居合道部
ウインドサーフィン部
剣道部
拳法部
ゴルフ部
柔道部
重量挙部
女子バスケットボール部
水泳部
スキー部
相撲部
躰道部
庭球部
ハンドボール部
サッカー部
山岳部

自動車部
フェンシング部
ボクシング部
野球部
ヨット部
ライフセービング部
馬術部
バスケットボール部
バレーボール部
ラクビー部
陸上競技部
レスリング部
キックボクシング同好会
卓球同好会

●愛好会７６団体

●委員会（麗澤会外）
学生健康保険委員会
日本育英会拓殖大学共励会

平成１２年度現在

１．総務局
吹奏楽部

石崎 潮
吹奏楽部は昭和３９（１９６４）年応援団から独立し、３６年経

過した。当時の拓大の校風は豪気奔放であり、ややもする

と世間から頑強硬派であると見られていた。そこで有志が

吹奏楽部を創部した。現在部員数は約５０人、大学の各種行

事に参加、社会活動のほか部の発表としての定期演奏会、

東京都吹奏楽連盟コンクールへの参加などで、優秀な成績

を収め、東都大学の雄として社会でその名声は高い。

麗澤会クラブ名一覧
新聞部

千田慎也
わが新聞部（部員総数２４人）は、学生新聞［POP NOISE］

を発行している。本紙のルーツは、大正１０年創刊の雑誌『拓

殖文化』で、昭和６年にこれから独立して『拓殖大学新聞』

となり、戦争中も休まず発行し続けた。戦後は２２年に、各

大学新聞に先駆け、校名改称に伴い『紅陵大学新聞』と改

称して復刊した。その後一時休刊の後、２８年に『拓殖大学

学生新聞』、３３年に『拓殖大学新聞』と変わり、平成４年の

６０１号から現在の紙名に改称した。

放送部
三浦政治

昭和３８年創部。部員数は常に５０人以上を擁している。

アナウンサーになった者、技術を生かして関連の業界で

活躍する卒業生も少なくない。

学外活動の主な成果としては、団体「放送井戸端会議」DJ

部門優勝（昭６２年）、入賞数回、ラジオドラマ部門入賞数回、

又Mimizuku Broadcasting Association（ビクターと東京FM

主催）で優秀賞（昭６３、平２年）等々がある。NHK FM DJ

コンテストにも出演。大学行事には積極的に参加、学内外

で活発に活動を続けている。

図書館後援会
杉本宏樹

本学の図書館は明治３７年に完成、大正１２年には記念図書

館が竣工しているが、大学として充分な書籍を揃えること

ができなかったため、全学生は昭和２年３月、学生大会を

開き図書館後援会の設立を決議した。

初代会長には大川周明教授が就任し、図書館発展のため

に図書の寄贈、書庫の整理、貸出業務の手伝いなど後援活

動をしてきた。

また平成９年、図書館後援会創立７０周年記念祝賀会を開

催し、記念誌を発行した。

７０周年記念祝賀会 平成９（１９９７）年

「放送井戸端会議Adam & EveクリスマスDJコンテスト」にて
平成１１（１９９９）年

編集会議 平成１２（２０００）年

創刊号（右）から
現在まで
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２．文化局
アジア研究会

鈴木敏央
拓殖大学で最も早い時期に設立された研究会のひとつだ

と言い伝えられている。

その特色は、アジア大陸を肌で感じ生活者の経験と目線

を大切にする点にある。

環境・開発・国際協力という３つのキーワードのもとで

内蒙古自治区での植林ボランティアを始めた（平成１１年度）

のをきっかけに、研究会は活性化している。

砂漠化の拡大を抑止するために「拓殖大学の森」が実現

するまで、植林ボランティアを続けることを夢にしている。

初めての植林ボランティア活動は、粉雪と風の中で行われた（内蒙古自治区）平成１１（１９９９）年３月

第２回植林ボランティア内蒙古自治区の人々とともに
平成１１（１９９９）年８月

アラビア研究会
飯森嘉助

昭和３７年同好会結成。３９年に創部。同４０年部員の武藤、

小笠原、徳増、新井、近藤はエジプト、以後長南はインド

ネシア、佐藤はエジプト、佐々木はリビア、遠藤はサウジ

アラビア、中山・倉品らはイラン、森・柏原はサウジアラ

ビア、木村はスーダンへそれぞれ留学。大学卒業後青木、

余頃、木村、山中は外務省の在外公館員としてそれぞれア

ラブ諸国で勤務。旧北イエメンに４回の調査団派遣。紅陵

祭、語劇祭には毎回参加。

インドネシア研究会
トルセノA・S

創部年不明。かつては南洋研究会と称していたが、昭和

２７年に現名称に改める。活動は語学・事情の学習を主とし、

かつ日イ親善並びに人格形成に努めている。３８年から４８年

までの間、９回にわたり現地調査団を派遣し、成果を上げ

ている。中には戦後日本人初、日本人学生初と言われるも

のもある。また、日々の活動の成果を発表する場として毎

年紅陵祭・語劇祭に参加し、総長杯をはじめとした各賞を

数多く受賞し、優秀な成績を納めている。

紅陵祭で総長杯の受賞を喜ぶ部員一同 平成１０（１９９８）年

北イエメンで古代ヒムヤル碑文を拓本採取。世話になった
現地の旅行会社社長にその一つを贈呈 平成元（１９８９）年

語劇祭で 平成９（１９９７）年
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印度・パキスタン研究会
遠藤義雄

創部は昭和４０年代半ばごろ。南アジアの有力言語である

ウルドゥー語、ヒンディー語を学ぶ学生が中心となって愛

好会を創部した。創部初期メンバーの合言葉は「第２外国

語として選択したウルドゥー語で評価Aを取ること」であっ

たと語り継がれてきた。愛好会から同好会、さらに研究会

へと昇格して、現在に至っている。この間、メンバー構成

が多様化して、語学研究会のイメージを一新してしまった

が、南アジア地域に対する関心は強く引き継いできた。

英語研究会
冨田爽子

昭和２６年卒業の菊池芳典氏（４９期）をOB名簿の筆頭に飾

る英語研究会が、いつ発足したかははっきりしない。一貫

して演劇・弁論大会・ディベートを活動の３本柱とし、学

内だけでなく、他大学ESSとの交流を積極的に図ってきた。

昭和３８年には部員の翻訳による「修善寺物語」を上演。平

成１１年の「Deep Sleepers」では最優秀演技賞を受賞してい

る。

４０年ISA主催のディベートコンテスト全国大会で４位入賞。

OBの中には現政経学部長の友部隆教教授の名も見られる。

ネパールでのNGO活動に参加した研究会メンバー
平成１１（１９９９）年１２月末

ISA（International Student Association）主催のディベー
トコンテストの全国大会準決勝で同志社大学と対戦する部員（右）

昭和４０（１９６５）年

パーラメンタリー・ディベート・トーナメント風景 平成１１（１９９９）年

演劇研究会
三野村 暢�

演劇研究会は劇団筍にはじまる。劇団筍の結成は昭和３８

年なので、今年で３７年を迎える。筍創立に奔走した面々は、

劇団にかける思いをそのままに、劇団筍を名乗ったという。

以来、筍は後輩に引き継がれ、しなやかに、すくすくと育っ

ている。

文連の研究会に登録されたのは４０年なので、演劇研究会

劇団筍はそれ以来の名称である。

吟詠会
中嶋誠一

昭和３６年秋、漢文研究会が空手部に所属していた詩吟の

部分を引き継いで、漢文吟詠研究会として発足したのが始

まり。部員は１０人以下で、詩吟は６１期の先輩の指導をうけ

ていたが、卒業とともに指導者がいなくなり、しばらくは

テープで覚えながらの練習だった。その後、現在の師範で

ある若き日の吉永先生の指導をうけ、６５期ぐらいから部員

が増え、部の名称を吟詠会とし、その世代が吟詠会の基礎

を築いた。

その後、師範が変わったり、部員の減少などで、存亡の

危機もあったが、部員の努力で全国大会、大学祭などで活

躍するようになり、現在に至っている。創部当時は、関東

大会、全国大会のほかに優劣を競う「日大総長杯」という

大会があったが、内部分裂のため日大吟詠会がなくなり、

これに代わるものとして数年間は「拓大総長杯」を実施し

たこともあった。近年、部員が１０人を超えることは少なく

なったが、詩吟を通して少しでも有意義な学生生活を送れ

るようなクラブ活動を行っている。

劇団「筍」３０周年記念パーティで 平成５（１９９３）年２月

全国学生詩吟大会（全国学生詩吟連盟主催）昭和４３（１９６８）年〔S．４３〕
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コンピュータ研究会
高橋敏夫

コンピュータ研究会の始まりは、約３０年前にさかのぼる。

昭和４５年のことである。商学部経営学科に経営情報コース

が開設された４３年と深く関わっている。拓殖大学に汎用の

コンピュータが導入されたのは、４７年で富士通製のFACOM

２３０－２５である。クラブ発足当時は、コンピュータもなく、

知り合いの計算会社の好意で夜間あいた時間に集まって、

机上で作成したプログラムを機械に通し一喜一憂したもの

である。

書道研究会
犬養みちよ

創部年は不明だが戦前から存在し、活発な活動していた

ようだ。一時停滞した時もあったが５～６年前、平川美貴

先輩が中心になって活発になり復活した。主な活動は書道

展への出品だが、そうした中で静目宗寿先輩が「産経国際

書道展」へ出品し、入選した。先輩は「上手・下手よりも

作品の中にどう自分を表現できるかが大事」と話している。

私達も先輩がいうように書道を通じて自分を表現できるよ

う日々研究し、今後の活動にも力を入れていきたいと思っ

ている。

国際協力問題研究会
大久保達也

昭和５１年４月に拓殖大学の道統を継承するべく「国際協

力問題研究会」が７５期生を中心に発足した。またの名を拓

鵬会とも呼称した。国際理解・国際平和・国際協力をメイ

ンテーマとして研究活動を始めた。拓大においてこのテー

マは極めて身近な問題であるので、熱っぽい議論が毎日交

わされた。以来、同好会・研究会と発展するなかで優秀な

活動が展開され、紅陵祭の研究発表では総長賞を幾度とな

く獲得し常に注目を集めている。くしくも、百周年の記念

すべき年にも後輩達の努力によって輝かしい「総長賞」を

獲得している。拓殖大学の精神の真髄を体得するため、研

究会の充実を期待し注目したい。

紅陵祭「総長杯」受賞 平成１２（２０００）年

産経国際書道展で入選した
静目宗寿と作品
平成１０（１９９８）年

写真研究会
小堀智雄

写真研究会の発足は定かでないが、同好の士が細々と活

動している状況を学部５８期大内信哉・広瀬宏文・岡本輝

夫・新川孝道（学友会秋田県支部長）等の時代に本格的な

活動に入った。当初は文京キャンパスA館階段裏の倉庫を暗

室代わりにしていたとのことであった。現在では部員数５０

を数え、学内では大学祭での展示発表、学外では校外発表、

卒業写真展など幅広く活動している。両キャンパスに専用

暗室１室、その他八王子キャンパスに共用暗室１室あるが、

大学祭前は連日徹夜で学生が活躍している。

軽音楽研究会

紅陵祭に向けての練習風景

税法学研究会
金山一隆
今村 哲

昭和４２年拓殖大学税法学愛好会が結成され、４９年には研

究会に昇格、６１年に金山一隆教授が顧問となり現在に至っ

ている。会の活動は資格取得のための勉強会・紅陵祭・税

務講演会・夏期合宿等、多岐にわたっている。会員は、現

在８０人と大世帯となった。また、平成１２年に、大原簿記学

校主催・毎日新聞社後援 簿記の全国大会２級の部で優勝

することができた。

造形美術研究会
渡辺裕二
若月 淳

毎夏琵琶湖で開かれる鳥人間コンテスト出場を目標とし

て、私達は昭和６２年に１３人で造形美術愛好会を結成した。

その後、平成８年には同好会、１０年には研究会に昇格した。

今では新学部の国際開発学部からも会員を迎え、７０人を超

える会員が全学部から集まっている。鳥人間コンテストに

は今までに７回出場した。飛行機の設計・製作と鳥人間コ

ンテスト出場への挑戦、紅陵祭での発表等を通して、幅広

く力強い活動を目指している。

鳥人間コンテストでのフライト 平成１１（１９９９）年

大学対抗簿記大会優勝、学生と部長（左）、副部長（右）
平成１２（２０００）年６月

鳥人間コンテストでのフライト待
ち時間の作業 平成１１（１９９９）年

鳥人間コンテストでの集合写真
平成１０（１９９８）年
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探検部
國松重雄

昭和４１年７月 探検部愛好会として発足

昭和４２～５８年 第１次～第７次ミクロネシア（ヤップ島）調

査隊派遣

昭和４３年１１月 町田実 第１０次南極探検隊設営隊員として

派遣

昭和４４年１１月 ニューギニア調査隊派遣

昭和４５年４月 探検部に昇格（１１月紅陵祭総長杯獲得）

昭和４７～４８年 第１次～第２次インドガンジス河流域調査

隊派遣

昭和４９年８月 日本縦断自転車合宿

昭和５３年２月 北海道南北人間ぞり踏破

昭和５４年６月 第１回日本リバーベンチャー４人艇優勝

その後現在まで毎回参加

平成１２年現在部員１８（女子６）人で活躍中

日本文化研究会
郡 荘一郎

本研究会は昭和３７（１９６２）年、当時の総長矢部貞治先生

の提唱により創設された。創部の目的は日本文化に対する

理解を深めることにより日本人としてのアイデンティティ

を確立することにあった。研究対象には身近な題材、例え

ば各地方の風俗、習慣などが選ばれ現地に赴き実態調査を

行うという方法が採られてきた。したがって本研究会の場

合、合宿は単なる懇親のためではなく実際の研究活動に欠

かすことのできない行事になっている。

美術研究会
木嶋 彰

昭和３４年「拓殖大学絵画同好会」として発足。３７年「美

術研究会」に昇格。設立趣旨は「文武両道の世界人を目指

す」である。絵画団体としての名称は「彩陽展」とし、毎

年２回以上の作品発表を行っている。平成８年第１００回記念

展（日本橋・好文堂画廊）、１２年第１１３回展まで、４２年間に

わたり継続して開催。OBには国内及び国外の画壇で活躍す

る画家、デザイナー等も多く、「彩陽展」を通じて現役との

交流も盛んである。

ブラジル研究会
高橋都彦

昭和３４年 「ブラジル語研究会」として発足する。

昭和３５年 「ブラジル研究会」に改称する。

昭和３９年１１月 ４人の部員をブラジル経済調査団として半

年間派遣する。

昭和４３年５月 第２次中南米総合調査団ブラジル経済研究

班として部員３人を派遣する。

昭和５５～５６年 ２年連続で語劇祭総長杯を受賞する。

現在、部員数１０人

追コン 秩父にて 昭和５３（１９７８）年

「第８回彩陽展」（京橋PRセンター）
高野浩毅（６３期）作品前の部員たち

昭和３７（１９６２）年

ヤップ島民族調査。６７期栗原満
（後列中央）。ヤップ島民族正装にて

昭和４３（１９６８）年８月

語劇祭に『唖の女房をもらった男の喜劇』で参加
昭和３６（１９６１）年

ヤップ島民族の民俗調査。
６７期栗原満（右）

「第８回彩陽展」１００回記念展（好
文堂画廊・日本橋）出展作品前の
部員とOB一同 平成８（１９９６）年

創立６０周年祭の語劇祭に参加。
『三角帽子』の１シーン
昭和３５（１９６０）年

文学研究会
坂田貞二

創部は１９６０年代であったらしいが、古い記録を部として

保管していないので、正確にはわからない。

いまどき珍しい「文学青年」が集まって、読書会・作品

の回覧を日常的にした上で、会誌『貘』に長編小説を、『小

日向文学』、『コヒナタブンガク』、『エトランゼ』などに小

品を収めて発行している。

ときには、紅陵祭で作家研究・紹介などの展示をしてき

たが、部員が減少してきているため、思うように活動でき

ない。

貿易研究会
松野正志

昭和３１年５月に海外事情研究会を貿易研究会と改名して

以来、本学学生の貿易・経済を研究する唯一の研究会として

一貫して活動が継続され、その内容と成果は既刊３２号まで

の『貿易論集』に集約されている。また大学祭においては１１

回受賞（学術部門第１位、総長杯３回、紅陵杯５回、展示

賞２回）し、他に韓国派遣で麗澤会表彰と設立４０周年でクラ

ブ活動賞の栄誉に浴している。平成１２年６月３０日には４５周

年記念として横浜港見学を実施した。

福島県猪苗代町での夏合宿 平成５（１９９３）年

雄弁会
大久保達也

本学の開学とともに会が創設されたと伝承されてきたが

設立の経緯は不明である。OB名簿によれば５期（明治３７年

入学）の入江湊先輩に始まる。（現在のOB会員数３００名）明治

の時代は言論活動が社会的に重要で影響力のあった時代で

あるから大学設立当初より活発な活動があった。雄弁会ほ

ど拓大の中で人材を輩出した会はないのではと自負してい

る。豊田総長・西郷理事長を始め政界・経済界と多士済済

である。また、拓大生に強烈な精神を注入した「紅陵健児

の歌」の作者、石原秋朗先輩（１８期）も本会出身であり、雄

弁会部歌を残されていることが判明した。近く雄弁会１００年

誌を発刊する予定であるので、その中で詳しく紹介したい。 外務省大臣杯「国際問題討論雄弁大会」昭和４３（１９６８）年〔S．４３〕

法律学研究会
藤村和夫

昭和２６年４月、司法試験・公認会計士試験、その他の国

家試験に必須の法学を究めることを目的として設立された。

その後は、必ずしも国家試験のみを目的とすることなく、

幅広く基礎的な学習を続けている。また、会員数も爆発的

に増加したという経験はなく、逆に零となったこともあっ

たが、地道な活動を継続して今日に至っている。

会誌『貘』
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ユースホステル部
趙 裕勲

ユースホステル部は創立から３０年以上が過ぎた。その歴

史の中で伝統として毎年受け継がれてきているものの中で、

山手線一周を歩くというものがある。これは他大学のユー

スホステル部の皆さんとの交流の場ともなっている。また

分散合宿という５人ほどのグループに分かれ、それぞれが

どこかで合宿を行い、それらの様子を紅陵祭や会誌等で発

表している。

落語研究会
吉森 茂

落語研究会では年２回、学外発表会（真打会と名人会）を開いて

いる。写真Iは平成１１年の真打会における２代目万年亭音楽（ねら

く＝奥澤京子）の晴れ姿。写真Jは同じく真打会での４代目万年亭

狂生（宮澤伸介、現在の会長）の晴れ姿。夏休みには部員全員で芸

名襲名の合宿を行っている。平成１２年も軽井沢で９人が参加して５

人の部員に芸名が与えられた。（写真K）

本学の新しい１００年でも落研は不滅です！（といいなぁ）

ラテンアメリカ研究会
スペイン語の習慣及び研究、ラテンアメリカ諸国の諸事

情研究を二大支柱として活動を行っている。

〔S．３７〕

労務管理研究会
小林信雄

労務管理研究会は、時代の要請に基づいて、また、竪山利忠先生が本学に

奉職されたことを機会に労働問題の研究を目的として、当時学生であった現

政経学部教授である郡荘一郎先生の手で昭和３１（１９５６）年に創設された。そ

れ以来、工場見学や企業の実態調査などをも含めた活発な研究活動を行い、

多くの実務家を輩出しているクラブである。

現在は、人的資源開発管理のための研究集団として人材の開発・育成を中

心に地道に、着実に研究活動を続けている。

山手線一周行脚達成・
部員一同

総長杯受賞 昭和３７（１９６２）年〔S．３７〕

A真打会での二代目万年亭音楽
平成１１（１９９９）年

C夏合宿での芸名襲名（１年生５人に芸名決まる）

B真打会での四代目
万年亭狂生 平成１１（１９９９）年

ワンダーフォーゲル部
小川 肇

昭和３５（１９６０）年４月、同好会として出発（顧問：市古

尚三教授）。３８年１１月、部に昇格（文連所属。部長：矢野公

威学生主事）。部誌『東道』を発刊。４０年５月、長野県湯ノ

丸高原の新歓合宿で遭難事故。部活動停止。１１月活動再開。

４３年、『東道』６号が「山と渓谷社」主催の機関誌コンクー

ルで２位獲得。５５年１２月、部長が小川肇 助教授に交代。平

成元年１１月、創部３０周年の集い開催。６年２月、昭和５８年

度以来休刊していた部誌を復刊。１１年１１月、創部４０周年の

集い開催。総長表彰を受ける。

釣り研究同好会
竹渕 功

本同好会は、日本古来からの伝統的釣法である渓流釣り

と自然をこよなく愛する同好の士によって発足し、その名

も草鞋会（わらじかい）と称していた。

時代も移り今では「釣り」はスポーツ化し、釣り独特の

生臭さを払拭し、若者はファッションとしてとらえる時代

となった。

本会も例に漏れず疑似餌釣りが中心で、大学ブラックバ

ス釣り選手権（UBリーグ）等の競技会で日ごろ磨いた技を

発揮して活躍する一方、２１世紀の課題である自然環境の保

全にも取り組んでいる。

コリア文化研究同好会
小林良之

昭和６３年１２月、当時韓国語を履修している学生を中心と

して韓国の語学や文化を学習するサークルを作ろうという

計画を開始し、翌平成元年コリアン・ランゲージ・ソサエ

ティ愛好会として発足。当時は紅陵祭を中心として活動を

行い、韓国研修旅行もたびたび実施した。平成５年１１月韓

国の大学との交流実績が認められ竹中奨学金を受賞する。

１２月語劇祭に初参加し以来ほぼ毎年参加する。６年４月活

動実績が評価され文化局連合会への昇格および所属が認め

られる。名称も文連にふさわしいように「コリア文化研究

同好会」に改称する。以来毎年紅陵祭・語劇祭を中心とし

た活動や韓国人留学生との交流等を活発に行っている。

ジャズ研究同好会
竹間淳一

今年で創会２５年を迎える同好会。主な活動内容は前・後

期の定期演奏会、各地のイベントへの参加、他大学の演奏

会への参加などが挙げられる。卒業生の中には現在、プロ

として活躍している人もいる。特にドラムのパートでプロ

の人が多く、“拓大”＝“ドラム王国”のイメージが大学ジャ

ズ界では定着していて、今も健在である。ジャズは大学か

ら始めたという人がほとんどで、初心者でも安心して入会

することができる。

夏期合宿。屋久島宮之浦岳山頂にて 昭和３９（１９６４）年

ブラックバス（河口湖にて）平成１０（１９９８）年

語劇祭を終わって 平成１１（１９９９）年

ジャズ研究会
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３．体育局
アーチェリー部

齋藤C夫
昭和３７年４月、６３期高橋柾夫を初代主将に「互いの人格を尊重し紳士淑女のスポー

ツとして明るく爽やかな部活動・学生生活を過ごす」をモットーに同好会として発
足、３９年１１番目の関東学生アーチェリー連盟加盟校としてリーグ戦に初参加した。
以来、男子部は幾多の浮沈を経て、昭和５８（１９８３）年１３年ぶりに１部リーグに昇格
した。平成元年２部に降格したものの、翌年直ぐ返り咲き現在に至っている。昭和
６０（１９８５）年、関東代表決定戦で日体大に初挑戦、惨敗、翌年も惜敗。平成５年、
ようやくにして日体大を破り、全日本学生王座決定戦で近大と対戦、準優勝を遂げ
ている。その後、１０・１１・１２年と連続準優勝した。
女子は平成５（１９９３）年に４部リーグ戦初参加、以来毎年昇格し平成７年に待望

の１部昇格を果たして、現在まで毎年リーグ戦準優勝を続けている。
個人でも、昭和６０（１９８５）年第３回全国学生選抜フィールドアーチェリー選手権

大会で高塚浩司が優勝。全日本学生個人選手権大会では、平成４年吉田しのぶ３位。
６年小田遵準優勝。翌７年川添陵子優勝。８年松本満が準優勝。１１年加藤佳規４位。
１９９４年の全米学生選手権大会に橋本裕司が出場、７位に入賞するなど大いに活躍し
ている。今も学生達は念願の大学日本一、世界の檜舞台を目指して頑張っている。

合気道部
松尾忠敬

昭和３４年４月同好会として発足、中山先輩（空手部師範）城田先輩（自衛隊

二佐）の支援があって３５年４月、部として承認された。部長矢野学生主事、師

範塩田（養神館館長）監督寺田（養神館師範）コーチ松尾。ただ合気道は試合

がない。演武を見てもらい師範の先生方の講評を受ける。写真は平成１１年１１月

２０日部創立４０周年記念演武大会の多数取り写真。

初代部長 矢野公威（学生主事）

２代目部長 津山克典（空手道）

３代目部長 西村清人（学４０期）

４代目部長 永井良和（政経学部教授）

アイススケート部
高橋豊明

体育教育の一環である冬期シーズンコース、アイススケートの授業で、加
藤芳雄先生指導により、学生間にスケート熱が高まり、昭和４１年１２月２０日、
アイスホッケー愛好会が創立された。当時は鈴木登〔６６期〕市倉照雄〔６８期〕
先輩が中心となり、３６人で構成されていた。
４２年１１月１７日には、同好会に昇格した。４３年１２月１５日第１回対後楽園アイ
スホッケー定期戦を行ない、初の対外試合を重ね、４４年６月１１日、東京都ス
ケート連盟に加盟申請書を提出した。
同年１０月にはスピード・スケートのインターハイ経験者が入会し、ここに

スピード部門が設立され、１１月１日にはアイススケート同好会と改名し、ス
ケート本来の三部門制の基礎ができた。４５年１２月２日、正式に東京都スケー
ト連盟から加盟通知がおり、スピード部門は全関東スピード選手権大会、ホッケー部門は、東京都アイスホッケー選手権大会
を皮切りに各大学との正式試合を行った。４６年４月には、フィギュア部門が設立した。
平成１２年４月３０日Bグループ３位
リーグ戦平成１１年１２月５日３部１位 現在２部リーグ

合気道部創立４０周年記念演武会
平成１１（１９９９）年１１月

秋季関東大学アイスホッケーリーグ３部対帝京戦。
GK１３中島（中央）、FW１１橋本（左）

１０椎名（左下）、DF１６向（右）平成１０（１９９８）年

第３４回全日本学生アーチェリー個人選手権
大会女子で優勝した川添陵子（３年）
平成７（１９９５）年１０月 大阪長居陸上競技場

アメリカンフットボール部
秋場修一

６６期応援団副団長本山氏が発起人となり創部、昭和４２

（１９６７）年度から関東学連に所属。４４年明治大学の野崎監督

の世話で同大OBで現日本アメリカンフットボール協会理事

長の金沢好夫氏が監督就任、約４年間、指導を受ける。OB

の渡辺・岩崎・小沢そして秋場修一が現監督に就任した。

６０（１９８５）年度関東学生リーグ２部優勝し、念願の１部昇

格を果たす。その後２部の上位校として戦ってきたが現在

は関東エリアリーグ１部に所属。

居合道部
酒見貞邦

昭和４４（１９６９）年４月 愛好会として発足

昭和５８（１９８３）年 麗澤会同好会に昇格

昭和６０（１９８５）年 鎌田体育奨励金を受賞

昭和６１（１９８６）年 麗澤会居合道部に昇格

〈主な成績〉

昭和５９（１９８４）年 第１０回 全日本学生居合道演武大会で団体

戦３位

昭和６１（１９８６）年 第１２回 全日本学生居合道演武大会で８５期

重松公が個人戦優勝、同原田健朗が８位

入賞。

我が部は、文武両道を目指し「一期一会」を大切にし、

集中力をたかめ己に克つ「心」を学び、学生生活の４年間

のサイクルの中で「守破離」を養い、社会へ貢献できるよ

う日々精進している。

全日本学生居合道演武大会団体戦（８２期）（京都大学にて）昭和５７（１９８２）年

エリア１部リーグ 優勝決定戦 対東工大戦 右から７６番松浦、
５８番倉町、５４番今井、６１番佐藤、中央１４番松本 惜しくも敗退

平成１１（１９９８）年

関東学生居合道新人戦 準決勝戦 左 重松公 右 原田健朗
（いずれも８５期）（明治大学にて）昭和５９（１９８４）年
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ウィンドサーフィン部
谷 重雄

昭和４７（１９７２）年故鈴木東英氏が米国より木製のサー

ファー艇を森戸海岸に走らせたのが日本のウインドサー

フィン史の始まりである。この見慣れない奇妙なものを見

ていたこの地に育った拓殖大生、石渡常原は後に拓大ウイ

ンドサーフィン愛好会を創設した。やがて部となり大学選

手権８連覇を成し遂げ岩橋厚、新嶋光晴、佐藤努等といっ

た多数のトッププロを輩出した名門校となった。今日では

カレッジスポーツの原点に戻り学業とスポーツ活動の両立

のもとに明るい、楽しい部活動を行っている。

剣道部
亘 高志

拓殖大学剣道部は、明治３３（１９００）年の大学創立とほぼ同時に発

足した。平成４（１９９２）年には女子部員も入部し、現在部員数は男

女で４３人である。過去、関東学生剣道選手権大会では、第１回大会

（昭和３０年）において細目典夫先輩が２位、福島平八先輩が３位に

入賞している。第５回大会（昭和３４年）では、水戸部（現水島）浣

先輩が見事優勝している。団体戦では関東学生剣道新人戦大会にお

いて、第７回大会（昭和３７年）２位、第１５回大会（昭和４４年）優勝、

第１６回大会（昭和４５年）３位の成績を収めている。現在、部長は有馬

廣實政経学部教授、監督は村木昌弘（学６７期）、師範は岩尾征夫（学

６１期）、岡崎秀朗（学６６期）の２人、コーチは亘 高志（学８１期）、高

野力（学８４期）、川添順一郎（学９４期）の３人、合わせて７人と各OB

の先輩方の協力を得て、学生指導をしている。

拳法部
竹内正二

我が拳法部は、戦後の荒廃した日本の青少年を育成するために中
国古来の武術をもとに宗 道臣が開いた少林寺拳法を修練する体育
局の運動部である。昭和４１（１９６６）年に当時本学教授の故佐藤慎一
郎部長のもと初代主将植木新一（学６７期）により「少林寺拳法同好
会」として発足した。その後、４５年には当時の小山朝英体育局長、
空手部の中村雅光、相撲部の故高見利彦・故正木康之先輩および小
堀智雄先輩の尽力により正式に麗澤会体育局傘下の運動部として認
可された。すでに百数十人に及ぶ卒業生を輩出し、これが盤石の礎
石となって現在に至っている。

熊本合宿（夏季）において鎮魂行を行う
（主座、主将安川光雄）昭和４８（１９７３）年

森戸海岸での練習風景 平成１２（２０００）年８月

後藤学長と剣道部員（昭和３年頃）〔S．４〕

音羽の護国寺境内六烈士碑前で奉納演武 井部（旧姓和田）
恒美（左）植木新一（中央）安部朝男（右）昭和４２（１９６７）年

ゴルフ部
大嶋尚義

昭和４１（１９６６）年、中村定により「拓殖大学ゴルフクラブ」

として発足。

昭和５７年 関東学生ゴルフ連盟加盟。

昭和５８年春季 Fブロック 優勝

昭和６１年春季 Eブロック 優勝

昭和６２年春季 Dブロック 優勝

平成元年秋季 Cブロック 優勝

平成２年秋季 Bブロック 優勝

平成４年秋季 Bブロック 優勝

〃 Aブロック 昇格

その後、A～Bブロックを上下したが、平成１２年春季リー

グ戦はBブロック４位の成績だった。２１世紀の目標は、Aブ

ロック優勝である。

秋季リーグで念願の１部（Aブロック）へ昇格した時
の主将、杉浦大幹のティーショット 平成４（１９９２）年

サッカー部
玉井 朗

昭和７年創部。昭和３９（１９６４）年関東リーグ７部に加盟

すぐ優勝。これが戦後のサッカー部の始まり。昭和４５年青

山学院大に勝ち２部に昇格。当時はグラウンドのないジプ

シーチーム。菅沼部長の熱意の賜。昭和５７年総理大臣杯に

関東代表として出場。当時の監督は嶋村氏。２部には１４年

在籍。昭和５９年慶應大に敗れ３部に当たる都リーグに降格。

監督の大石氏は故人。降格後は西堂氏と玉井が監督を務め

る。玉井が監督になり入替戦に４回出場するも２部への復

帰は未だ叶わず。

拓殖大学北海道短大での合宿中のスナップ
前列左端が拓大出身Jリーガー第１号の杉山貴之 平成７（１９９５）年８月

関東大学リーグで活躍したゴルフ部のホープ
赤羽亮二のフォーム 平成１２（２０００）年

写真中央が菅沼先生
向って右側に松永副部長、左側に玉井監督 平成５（１９９３）年１月
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山岳部
井上 功

昭和３（１９２８）年山岳部創世期は、飯豊山の冬期完登を

めざしていた。昭和８年当時西の関西岳連と共に東には関

東学生山岳連盟の組織があり諸先輩は大いに活動された。

初期開拓時代の谷川岳一の倉沢各ルンゼの初登攀（はん）は

広く日本の山岳界に知られた。後にはヒンドゥクシュヒマ

ラヤ、カナディアンロッキー、中国、ネパール、ブータン、

ヒマラヤへと遠征。３年連続日本山岳会学生部からマッキ

ンリー遠征に選出されそれぞれ登頂を果たし、平成８年に

はコーチがヒマラヤガッシャーブルムB峰８．０３５メートルの

無酸素登頂を果たした。

谷川岳ガンマールンゼの初登攀 天野一夫山岳部長
（教授 英語）も写っている。昭和１９（１９４４）年

富士合宿出発の折、新宿駅で中山正敏（学生）ほか
昭和７（１９３２）年１２月、冬

カラコルムヒマラヤガッシャーブルムC
峰登頂。（８．０３５メートル）平成８（１９９６）年

マッキンリー登頂

自動車部
竹内 博

戦後の創部は昭和２９（１９５４）年に緒方誠一部長と梅田正主将、高岡満マ

ネジャー。その翌年には学連主催の名古屋－東京間燃料経済レース（全参

加校が三菱ジープ使用）優勝。

昭和３５（１９６０）年には本学創立６０周年記念行事の一環として竹内博主将

（５９期）以下部員１８人が都バスの払い下げ中古車と日野ルノーの２台で西

日本一周長距離遠征を決行している。

３８（１９６３）年は全日本学生自動車連盟中部支部主催、朝日新聞社後援・

第２回全中部学生自動車整備技術競技選手権大会で準優勝した。エンジン

部門と車両点検部門との総合得点であるが、参加２０校中一番先にエンジン

始動した。

重量挙部
大塚 徹

昭和３５年、バーベル部創部。

その後重量挙部に改名、平成

１２年で創部４０周年を迎えた。

過去オリンピック選手も出て

いるしアジア大会の優勝者も

出ている。現在、全日本大学

１部校（１０校）の中で４位～

６位の成績。全日本大学個人

優勝者も数多く輩出している。

中国から留学生２人受け入れ

１０年目となる。現在２３人の部

員がおり高校チャンピオンも

９人、３位以内１０人と実力者

がそろっている。「明るくた

くましく、めざせ優勝！」が

部のモットーで頑張っている。
第４６回全日本学生個人選手権９４kg級孫暁剛
（中国・内モンゴルのフフホト留学生）優勝

文中の整備大会の記念写真 部室前にて

遠征の写真 関門トンネル前にて

佐藤薫・第８回アジア大会ウエート
リフティング競技昭和５３（１９７８）年
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柔道部
佐藤伸一郎

創部明治３５（１９０２）年以来、全日本・大学の頂点を極めた名柔

道家を多数輩出し、大学柔道界の雄として高く評価されてきた。

近年では女子部員も加わり、その活躍は目覚ましい。現在、男子

部員１９人、女子部員１３人で日々けいこに励んでいる。

女子バスケットボール部
堺 雄子

女子バスケットボール部は、平成２（１９９０）年に創

立した。関東リーグ４部からスタートし、それから年

を重ねるごとに４部から３部へ、２部へと昇格し、現

在では２部５位という成績。今後の目標は、まず１部

に昇格することであり、各人がチャレンジャー精神を

持ち、互いに信頼し合えるチームワークを築き上げ、

そして私達が新たな歴史を刻んで行けるように、日々

練習に励んでいる。

関東女子学生バスケットボールリーグ戦（オレンジ色が当部）平成１２（２０００）年

東京学生女子柔道大会 平成８（１９９６）年

木村政彦の活躍を伝える東京朝日新聞記事 昭和１０（１９３５）年

水泳部
加藤英治

（主な成績）

大正１０年 第１回日本学生選手権大会 小野田一雄 ４００m、５０m自由形優勝

大正１１年 第２回日本学生選手権大会 小野田一雄 ２００m自由形優勝

大正１３年 小野田一雄 オリンピックパリ大会 大学初の日本代表として出場

昭和６０年 田代幸雄ユニバーシアード神戸大会 日本代表として出場

第６１回日本学生選手権大会 田代幸雄 １００m自由形優勝

（翌年も優勝２連覇）

〃 平田政一 ２００mバタフライ優勝

昭和６３年 呉 明勲（チャイニーズタイペイ代表）・曽 意銘（香港代表）として

第２４回ソウルオリンピック出場

平成２年 第６８回日本学生選手権大会 呉 明勲 １５００m自由形優勝

平成３年 第７０回日本学生選手権大会 王 大力 ２００m自由形優勝

平成１０年 第７３回日本学生選手権大会 新人 中 典子１００mバタフライ優勝

（女子初の学生選手権制覇）

スキー部
福島伸一

スキー部は昭和３７（１９６２）年に創部され、翌年には長野県野沢温泉村で開催され

た第３６回全日本学生スキー大会に初出場。創部当時から今日に至るまで、先輩・後

輩に関係なく、屈託のない意見の交換ができる家族的な人間関係が培われている

のも、この部の特徴といえる。部そのものはまだまだ弱小だが、OB会共々一致団結

して拓殖大学スキー部の発展に寄与できればと考えている。

躰道部
渡辺憲治

昭和４６（１９７１）年４月、７２期渡辺憲治が１８人の同好者を募り、躰道愛好

会として創部。初代部長・内藤尚明、監督・河内銑重郎、主将・渡辺憲治

が就任。

昭和５７年４月、躰道愛好会から麗澤会同好会に昇格。この間、２代目部

長に小倉克彦・３代目部長に加藤頼三郎・４代目部長に大石高久が就任。

６０年４月、躰道部に昇格。同年１０月、第１９回全国学生躰道選手権にて団

体法形で初優勝。平成３年５月躰道部創部２０周年記念式典開催。５代目部

長に伊藤颯夫就任、平成６年４月２代目監督に渡辺憲治・コーチに河内重

典が就任現在に至る。部員数４５人、戦績では第２回世界躰道選手権（平成

９年８月、フィンランド）では、個人実戦チャンピオン９６期金子智一・個

人女子実戦チャンピオン９４期横山典子を輩出し、現在、全国学生躰道選手

権では男子団体実戦において平成９年から３年連続優勝という輝かしい成

績を残している。

また、平成１３年７月には創部３０周年式典を開催する。

第３３回全日本躰道選手権 拓大
躰道部 個人競技での活躍が目
立った 平成１１（１９９９）年１１月

第３３回全国学生躰道優勝大会での様子。この年も拓大
躰道部は個人・団体でも目覚ましい活躍を見せ、多くの

メダルを得ることができた 平成１１（１９９９）年１０月

水泳部昭和５８（１９８３）年

第４３回全日本学生スキー選手権大会（宮城県
鳴子町）リレー種目５位入賞（左より山下泰
彦、井上裕、佐藤重治）昭和４５（１９７０）年

世界躰道選手権（フィンランド）拓大
躰道部からは、個人実戦・個人女子実
戦において、２人のチャンピオンが誕
生した 平成９（１９９７）年８月
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相撲部

主な記録

＜団体優勝＞

A全国学生相撲選手権大会

昭和９～１３年（第１６～２０回）

〃１５年 （第２２回）

〃３７～３８年（第４０～４１回）

〃５２年（第５６回）

A東日本学生相撲選手権大会

昭和６年 （第１２回）

〃１０年 （第１６回）

〃１２～１５年（第１８～２１回）

〃１７年 （第２３回）

〃２１～２２年（第２５～２６回）

〃３７～４０年（第４１～４４回）

＜学生横綱＞

佐藤三郎・白山辰夫・城崎将雄・三木 功・

池森ルイス剛・後藤泰一（栃乃洋）

後藤（現栃乃洋）学生横綱に
読売新聞 平成６（１９９４）年１１月

第７９回東日本学生相撲選手権大会における石井選手（右） 平成１３（２００１）年

全国学生相撲大会 東京日日新聞 昭和１２（１９３７）年１１月

庭球部
小堀智雄

戦後の庭球部の復活は田辺義郎（６８期）、中川信吾（６９期、拓大一高教諭）の時代に硬式庭球同好会として復活、昭和５２（１９７７）

年庭球が大学の正規の授業となった時、正規の庭球部として承認された。

当初は硬式部門だけであったが翌年軟式部門も参加し現在に至っている。現在、硬式男子７部、女子３部、軟式男子９部、

女子１２部、部員数４２人の世帯である。近年活躍しているのは硬式女子で本年は３部準優勝、２部入れ替え戦で残念ながら敗退

し、次年度の昇格を目指している。

ハンドボール部
佐藤清志

ハンドボール部は拓大一高の出身者が中心となり愛好会

からスタートしたが、その顕著な活躍から昭和５３（１９７８）年

に部に昇格した。

現在は関東学生ハンドボール連盟の２部上位校として１部

を目指し頑張っている。平成１０（１９９８）年の秋季リーグ戦

では２部で優勝し、入れ替え戦に臨んだが残念ながら惜敗した。

部として感謝を申し上げたいのは創部から部長として苦

労をされた杉本功介教授と愛好会当時から一貫して監督を

お引き受け戴いている細木建夫拓大一高教諭の献身的な指

導である。

馬術部 加藤秀幸
田中 豊
大山展生

創部は大正１０（１９２１）年の騎馬部である。昭和２０（１９４５）年の終戦で解散。

同年馬術部として再発足するが戦後の資金難、馬糧難のため２９（１９５４）年再解

散。昭和４１（１９６６）年同好会として再出発、４３年関東学生馬術連盟、全日本学

生馬術連盟に加盟。４５年体育局馬術部に昇格。５４年八王子キャンパスに馬場完

成。馬房は学生の手で建築した。平成９年OB会発足。１０年馬場改修工事完了。

戦歴は騎馬部時代は近衛騎兵連隊等の軍馬で練習し昭和１０年代の３３期岡本、

諸澤、３４期天田の諸先輩は明治神宮大会に関東学生代表で出場し大活躍した。

戦後の旧馬術部は昭和２３（１９４８）年関東学生争覇戦団体準優勝。２５（１９５０）年

国民体育大会の障害飛越優勝。

新馬術部の成績は、昭和４５（１９７０）年東京都大会障害競技個人優勝（６９期山

岸茂一）４６年東京障害選手権新馬戦個人準優勝（７１期中沢光則）４９年招待六大

学団体準優勝。５０年関東学生障害個人準優勝（７５期鬼沢三郎）５１年全日本学生

選手権大会障害競技個人３位（７５期塙則夫）５２年東京都馬術大会総合競技大会

中障害A飛越個人優勝（７９期川口巖）オリンピック記念新馬戦個人３位（７８期

斎藤喜一）５４年東京学生大会障害個人準優勝（７９期川口巖）平成３（９１）年関

東学生馬術争覇戦団体優勝。６年同団体優勝。７年は３位である。

騎馬部の昭和初期の練習風景
（習志野騎兵１３連隊馬場にて）

全日本ハンドボール選手権大会（拓大はブルー）
平成９（１９９７）年１１月

全日本学生馬術選手権大会 個人戦出場
田中 豊（８５期）馬名 リーバウンド号

昭和６１（１９８６）年

東京都馬術大会障害飛越大会 個人優勝
川口 巌（７９期）馬名 キャプテン・

ハーロック号 昭和５２（１９７７）年
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男子バスケットボール部
森下義仁

現在の部は創部以来４０年近くなっていますが、戦前にも部は存在し関

東の大学で活躍した歴史があります。

この歴史の中で、全日本学生選手権優勝２回、準優勝４回、３位８回、

関東大学学生選手権優勝２回、新人戦優勝２回等を数え、多くの大会に

おいて上位の成績を残し大学バスケット界においては、かなりの知名度

があります。OBには全日本メンバー主将をはじめ多数を送りこみ、ま

た社会人・実業団・日本リーグ等に多くの卒業生が活躍しています。

インカレ優勝時の集合写真
（「月刊バスケットボール」提供）平成６（１９９４）年

バレーボール部
大堀正明

昭和３９（１９６４）年同好会として発足し、４２年に部に昇格

した。指導者もいない中、学生が中心となり活動し関東バ

レーボールリーグ（１３部）の５・６部で頑張っていた。平

成７年秋季リーグで４部に昇格した。これも長らく部長を

務められた亀谷隆行外国語学部教授（故人）の熱意ある指

導によるところが大であった。現在は部員数が減少し、十

分な活動、戦績が残せない状況であるが学生諸君は更に上

位リーグを目指し頑張っている。

全日本バレーボール大学男子・女子選手権大会
（拓大男子はオレンジカラー）平成１０（１９９８）年１０月

フェンシング部

拓大初のフェンシングチャンピオン（全日本フェンシング
選手権サーブル）・井無田己知彦主将昭和２７（１９５２）年

インカレ優勝時のMVP北選手
（「月刊バスケットボール」提供）平成６（１９９４）年

ボクシング部
池亀芳郎

本学ボクシング部の活動は、戦後の第２回関東高専大会

からである。第２６回（昭和４７）関東リーグ１部初優勝以来

全日本大学王座優勝６回、準優勝３回。関東大学リーグ戦

（参加４５校）２０年連続３位以内（優勝８回・準優勝８回・３

位７回）の大記録も達成。米国・メキシコ・中国・台湾・

マレーシア等に遠征。オリンピック大会にも９人が出場。

国際大会にも全日本代表で数多く派遣。全日本チャンピオ

ン・延べ５４人を輩出、ナショナルチームに参加し、国際交

流を果たしている。２１世紀も平戸幹夫教授（部長）鈴木達

夫監督、池亀芳郎・中洞三雄コーチ指導のもと更なる活躍

が期待されている。

ロサンゼルスオリンピック大会
フライ級 瀬川正義（８２期）
３回戦、GUYにKO勝ちで準々決勝進出

山田渉選手（右） 鈴木達夫監督 アジア大会昭和６１（１９８６）年

ロサンゼンルスオリンピック ボクシング壮行会昭和５９（１９８４）年
（左）高瀬総長 （中）瀬川正義 （右）三浦国宏

ソウル五輪に４人が日本代表に選ばれ、日本チームの監督に
鈴木達夫監督が選ばれた。ホテルニューオータニでの壮行会

昭和６３（１９８８）年
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硬式野球部
木嶋 彰

昭和２（１９２７）年、陸軍戸山学校の戸山ヶ原で初練習、

高千穂高商と初試合を行う。同３年から入部募集。４年麗

澤会から部として認可される。５年、東洋大学・東京高師

（現筑波大）と小石川３大学リーグを結成する。（後に東京

５大学リーグ－東京大学野球連盟に改称）２８年脱会するが、

３８年再加盟する。３９年春、５部優勝４部昇格。同年秋４部

優勝３部昇格。４２年春、３部優勝２部昇格。６２年秋、２部

優勝。

東都大学野球リーグ２部３部入替戦時チーム 昭和４２（１９６７）年６月

ヨット部
多田敬二

昭和４２（１９６７）年創部。OBの人数も、１１０人を越えた。船

体も当初のA級ディンギーからスナイプ、そして現在オリン

ピック艇種である４７０クラスと変遷してきた。現在のヨット

部では、４７０クラス４隻と救助ボートを所有し活動している。

４６年から関東学生ヨット連盟に所属し、大学間でも比較的

古い参加校である。活動方針は、創部時から一貫して「学

業」と「競技」両立であるが、その根底には「安全」「人命尊

重」がある。創部時から部長をしていただいた故瓜谷良平

外国語学部長の人柄がヨット部の現在を支えており、現在

は、子息である外国語語学部瓜谷望教授が部長をしている。

平成７年８月には、梶達矢、吉田和史（当時４年生）が、

関東学生連盟の代表選手として、オリンピック代表選手選

考をかねた「全日本４７０級選手権大会」に出場した。翌８年

５月「春期関東インカレ」では、念願の決勝戦進出を果た

した。
関東インカレ 佐藤義雄（９６期＝右）・岸井昭夫（９５期＝左）ペア

月刊誌ヨッティング（現在は廃刊）に掲載 平成９（１９９７）年

東都大学野球リーグ２部３部入替戦勝利 昭和４２（１９６７）年６月

昭和４４（１９６９）年

ライフセービング部
篠 重文

昭和４７（１９７２）年、ライフセービングがまだ一般に認知

されていない時代、拓大においては、その活動と精神を尊

び、海難人命救助隊『ライフセーバーズ』を創設した。

水泳部と共に活動する時代を経て平成６（１９９４）年、部

員達の旺盛な活動、社会における認知度の向上等により「ラ

イフセービング部」として独立。現在は千葉県御宿の海を

ホームに活動している。

１１（１９９９）年全日本学生選手権総合２位、オーストラリ

アで開催された世界大会には全日本代表選手を送り出すに

至った。

ラグビー部
鯨岡英敏

ラグビー部は昭和４年に故斉藤和一先生の指導の下に創

部され、大学が百周年を迎えた平成１２年、幾多の困難を乗

り越え創部７２年目を迎えました。

今日に至るまでの歴史を振り返り見ると、昭和４２年まで

は全国地区対抗選手権大会優勝を目標に活動し、昭和４２年

関東学生ラグビーフットボール連盟が対抗戦、リーグ戦グ

ループに余儀なく分割された事に伴い、昭和４３年よりリー

グ戦グループに加盟した。現時点での成績は、１部と２部

との入れ替え戦に挑んでいる状況であるが、近い将来、大

学選手権出場を目指し関係者一同、日々研鑽している。

昭和４２年 対日本大学 三ッ沢グランドにて

ラグビー部〔S．６〕

御宿海岸夏合宿にて平成１２（２０００）年

全日本学生選手権大会、タップリンリレーレース優勝
（男子中央３人が拓大）平成１１（１９９９）年

陸上競技部
菊地威郎

正式の創部時期は不明。公式大会へは大正１０（１９２１）年

第３回関東学生選手権大会から参加している。箱根駅伝に

は昭和８（１９３３）年第１４回大会から参加し平成１２年で２８回

の出場を果たした。この箱根駅伝における実績としては昭

和５４（１９７９）年と平成１０（９８）年に８位となり２度シード

権を獲得した。個人としても１１年の第７５回大会で１区（東

勝博）７区（吉田行宏）が区間賞をとった。

同年第３０回全日本大学駅伝において第３位に入賞したこ

とも特記したい。

箱根駅伝昭和４４（１９６９）年

252 ● Takushoku University Takushoku University ● 253



箱根駅伝 往路 大磯 山本選手
平成１２（２０００）年

箱根駅伝 １区 松本選手 平成９（１９９７）年

箱根駅伝 ６区 小林選手 平成９（１９９７）年

第７５回箱根駅伝第６区
（鈴木武道）から第７区
（吉田行宏）へのタスキ
中継 吉田選手は区間賞
を獲得 平成１１（１９９９）年

５区 杉山選手（区間賞獲得） 第７７回 平成１３（２００１）年

大磯駅前（往路） 松尾選手 平成１３（２００１）年

箱根駅伝応援風景 平成１２（２０００）年

１区 東選手＝中央（区間賞獲得） 第７５回 平成１１（１９９９）年

横浜（往路） 丸山選手 平成１３（２００１）年
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レスリング部
天谷政幸

レスリング部は昭和１３（１９３８）年６月、渡辺晶一郎（３９

期）によって創始、１５年創部。以来、幾多の変遷と苦境を

乗り越え、近年は全日本の大学レスリング界にあって、グ

レコはトップクラス、フリーは四強の一角へ躍進した。最

近の主な記録（全日本、全日本選抜、全日本学生、全日本

大学、全日本大学グレコ、全日本ジュニア、国体、新人戦）

では平成１０年、優勝１９、２位２０、３位２０を獲得。５４kg級の

豊田雅俊（９７期）は全日本大学グレコ選手権で大会史上初

の４連覇。１１年は優勝１２、２位１３、３位１８を獲得。１３０kg級

の鈴木克彰（９８期）は全日本学生選手権でグレコ、フリー

の両スタイルを制覇し、最高栄誉の文部大臣杯を受賞、な

ど拓大レスリング部は躍進を続けている。

平成１２年１２月には第１２回全日本大学レスリング選手権大

会＝グレコローマン（駒沢体育館）で日体大の１２連勝を阻

止し、本学が初Vを飾り、文部大臣賞を持ち帰った。

キックボクシング同好会
冨田政憲

わがクラブは、昭和４３（１９６８）年に発足して平成１２年で３２年を迎えた。

４８年に全日本学生キックボクシング連盟が設立され第１回から４年連続

優勝を果たし、通算で７回。個人賞（最優秀選手賞・技能賞・敢闘賞）

に至っては、１５人という成績をおさめている。

豊田雅俊（９７期）平成１０年度全日本大学グレコローマン選手権大会（１０月）グレコ５４kg級にて史上初の４連覇達成

全日本学生キックボクシング選手権大会（後楽園ホール）
右 松本久 平成４（１９９２）年

税田拓也（４年経営）＝右
平成１２年度東日本学生リーグ戦（１部）にて 対、日本体育大学戦

鈴木克彰（９８期）
平成１２年度全日本学生レスリング選手権大会（８月）

１３０kg級 両スタイル（フリー・グレコ）制覇、文部大臣杯を受賞

卓球同好会
田中利雄

卓球同好会は平成３（１９９１）年５月に愛好会として出発し、１１年４月

に同好会へ昇格した。その間５年に八王子卓球連盟に加盟（第５部）し、

一時は３部まで昇った。また９年４月には関東学生卓球連盟に加盟（第

６部）し、春季には第６部で優勝し、秋季には第５部に昇格と共に優勝

した。現在第４部への入れ替え戦で足踏みをしている状況である。

４．事務局
卒業実行委員会

荒川正彦
卒業アルバムの企画・制作および卒業を記念しての卒業生から大学へ

の記念品、卒業生への卒業記念品の選定等を主な活動内容とする委員会

である。特に、卒業アルバムは完成まで撮影からレイアウトまでの一切

を委員会が行っている。

なお、昭和５８年度からはそれまでの独立委員会から麗澤会事務局所属

の委員会となり現在に至っている。

大学祭実行委員会
松田大三

昭和５２年４月に大学祭実行委員会は発足した。これは、それまでにあっ

た３実行委員会（紅陵祭・語劇祭・国際友情の集い）の学生達が話し合

い、大同団結したものである。以来、５月に八王子キャンパスに行なわ

れていた麗澤祭（昭和の年代で終了し、現在は文連祭・体連ピックとなっ

ている。）秋の紅陵祭・語劇祭を大学祭実行委員会が行っている。その

他にも、文化系の学生全体の行う行事では、この委員会が中心的役割を

担っている。

委員会（麗澤会外）
学生健康保険委員会

鯨岡英敏
昭和３９年に準備委員会が発足した。４４年４月１日に全国

私立大学で１０番目の健保実施校として設立され、現在は２１

の大学が学生健康保険活動を行っている。

全学生の相互扶助の精神に基づき、在学中の健康管理や

傷病につき一定額の補助を行い、できる限り軽い経済的負

担で学業を達成するうえでの障害を取り除くことを目的と

して学生の総意により設立された。

医療給付と予防給付（厚生施設）の二本柱を基本として

活動してきたが、４９年から歯科給付が新設され、また５２年

の八王子校舎開校に伴い、指定医療機関が増設された。予

防給付は、アルコールパッチテスト、スポーツ大会、スポー

ツドリンク配布、献血活動等、幾多の事業を新設してきた。 献血風景 平成１２（２０００）年５月

卓球同好会夏期合宿にて 平成１１（１９９９）年８月／尾瀬

編集合宿 平成１０（１９９８）年

紅陵祭 中曽根名誉総長（中央）講演で来校
平成４（１９９２）年
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日本育英会拓殖大学共励会
服部朋秋

日本育英会奨学金受給者（学部生）の親睦団体として昭

和３２年に創設された（平成１２年７月１日現在の会員数は

１，３２８人）。

機関誌「文集・はげみ」を昭和４７年に創刊して以来、毎

年刊行すると共に、会員への厚生資金短期貸付制度や、卒

業生への記念品贈呈等を行っている。

平成１１年の日本育英会法改正によって奨学金制度が拡充

され、会員数も大幅な増加傾向にあり、共励会活動への全

会員参加が物理的に難しい状況を迎えている。今後、学生

執行部の献身的活動と時流に合致した数々の企画によって、

更なる活動に期待が寄せられている。

また、昭和４０年頃には他の８大学と共に「育友会関東連

絡会」を結成し、奨学生同士の親睦のみならず、奨学制度

の改革と発展を目指して日本育英会理事長との会合等を実

施してきた。

近年、その組織数は減少傾向にある中で、本学共励会組

織は日本育英会からも刮目を浴びている。

アジア太平洋学生会の
サイパン島バンザイクリフ太平洋之塔参拝（昭和５５年）

アジア太平洋学生会の
サイパン島バンザイクリフ太平洋之塔参拝（昭和５５年）

太平洋の塔
昭和４３（１９６８）年、本学学生が「マリアナ台風災害復旧隊」

を結成し、サイパン、テニアンなどで復旧活動にあたった。
そのおり、サイパン島バンザイクリフで学生が建てた粗末な
木製の「戦没者慰霊碑」が全関西磯釣連盟会長・三木武夫氏
の眼にとまった。感銘を受けた会長により新たな慰霊碑資金
が提供され、本学が建立したものである。
建 立 場 所 マリアナ諸島サイパン島バンザイクリフ
建立年月日 昭和４５（１９７０）年３月
敷 地 面 積 １２９．５平方メートル
大 像 高さ ４メートル

A

鉄筋コンクリート
小 像 高さ ３メートル
碑 銘 「太平洋の塔」

「 DEVOTE YOUR-
SELVES TO THE
CREATION OF THE
PACIFIC GLOBAL
ERA」
「アジア太平洋時代の
創造と繁栄を祈願し戦
没者の霊に捧げる」

建 設 隊 アジア太平洋学生会
隊長６７期 河田昌一郎
他２２名

献血風景 平成１２（２０００）年５月

主な旧クラブ

空手部 東西対抗戦 右 リカルド選手（昭和５１年７月４日）

塩の会〔S．４２〕

メンネルコール

海外移住研究会の前身 移民問題研究会〔S．３２〕

海外移住研究会〔S．３７〕

会計学研究会

応援団（東日本相撲大会応援コンクール優勝 昭和３３年）
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台湾連合会 ブラジル連合会 

大
韓
民
国 

◎東京都連合会（24支部） 

多摩西 多摩北 

八王子 多摩東 

練馬 

杉並 

世田谷 

板橋 

豊島 

中野 

渋谷 

目黒 

北 

文京 

新宿 

港 

品川 

大田 

足立 

中央 

江戸川 

葛飾 

隅田川 

江東 

◎九州連合会（9） 

長崎 佐賀 

熊本 

鹿児島 

北九州 

福岡 

大分 

宮崎 

沖縄 

◎東北連合会（6） 

青森 秋田 

岩手 

山形 

宮城 

新潟 

福島 茨城 栃木 

千葉 

千葉東葛 

埼玉 

埼玉西部 

群馬 

山梨 

神奈川 静岡 

長野 

富山 

愛知 三重 

石川 福井 

滋賀 岐阜 

奈良 

和歌山 

大阪 

京都 兵庫 山口 
鳥取 

岡山 

島根 

広島 

愛媛 香川 

高知 徳島 

◎甲信越連合会（3） 

◎関東連合会（7） 

◎神静連合会（2） 
◎東海連合会（3） 

◎北陸連合会（3） 
◎近畿連合会（6） ◎中国連合会（5） 

◎四国連合会（4） 

◎北海道連合会（12） 

北短 
旭川 

室蘭 

北見 空知 

十勝 釧根 札幌 小樽・後志 

オホーツク 
紋別 函館 

稚内 

学友会

学友会組織
学友会が同窓会として発足した当初は「海外に働く人材を

養成する」という学校の方針から当然のことに、卒業生の多

くが台湾、南清（現在の中国南部）朝鮮、満洲の各地に散り、

通信、交通の容易ならざる当時のこととて互いの連絡にさえ

不便を感じていた。そこで「学友間の連絡を密にする」こと

とあわせて「大学との連携」を第一の目標に掲げて明治４２

（１９０９）年に設立された。大学の創立から遅れること１０年、

卒業生総数４００人前後のころであった。

〈国内支部〉１２連合８４支部

〈外国支部〉２連合２５支部 平成１２年度現在

歴代学友会長
（明治４２年３月～現在）

門田正経
初代（明治４２．３～大正１３．１２）

永田秀次郎
第２代（大正１４．２～昭和１８．９）

渡辺周松
第３代（昭和１９．１～昭和２０．２）

保田宗治郎
第４代（昭和２０．２～昭和２４．１０）

杉本久太郎
第５代（昭和２４．１１～昭和２７．３）

本多兵一
第６代（昭和２７．４～昭和３０．１１）

入江 湊
第７代（昭和３０．１１～昭和３９．１１）

植田美與志
第８代（昭和３９．１１～昭和４１．１０）

日野月孝治
第９代（昭和４１．１１～昭和４６．１１）

宮崎専一
第１０代（昭和４６．１１～昭和４７．１１）

熊埜御堂健児
第１１代（昭和４７．１１～昭和５０．１０）

染谷 誠
第１２代（昭和５１．１１～昭和６０．１０）

有吉省悟
第１３代（昭和６１．５～昭和６２．５）

宮前正夫
第１４代（昭和６２．６～平成元．１２）

荒牧久志
第１５代（平成３．５～平成７．５）

汐澤 隆
第１６代（平成７．５～平成９．５）

沼尻 直
第１７代（平成９．５～現在に至る）
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パスポート持参での沖縄出張と沖縄の学校（昭和４３年）

海外学友八王子キャンパスツアー（招魂社）

海外学友八王子キャンパスツアー（恩賜記念館）平成１２年

海外学友八王子キャンパスツアー（記念植樹）

学友会総会 昭和３０年１１月

学友会設立９０周年記念祝賀会（平成１２年１０月２３日：東京ガーデンパレス）

世界支部長会議
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内 部 監 査 室  

厚 生 事 業 室  

総 務 部  

事 務 局  

拓殖大学創立百年史編集室 

大 学 院  

留 学 生 別 科  

拓 殖 大 学  

拓 殖 短 期 大 学  

財 務 部  

入 試 部  

学 務 部  

八 王 子 事 務 部  

学 生 生 活 部  

就 職 部  

国 際 課  

図 書 館 事 務 部  

拓殖大学
北海道短期大学事務部 

拓殖大学
第一高等学校事務部 

総合情報センター事務部 

創立百周年記念事業事務室 

理 事  

拓殖大学北海道短期大学 

商学部 
政経学部 
外国語学部 
工学部 
国際開発学部 

研 究 所  

学 生センター 

総合情報センター 

図 書 館  

経営経理研究所 
政治経済研究所 
言語文化研究所 
理工学総合研究所 
人文科学研究所 
海外事情研究所 
日本文化研究所 
国際開発研究所 

企 画 部  企 画 室

総 務 課

創立百周年記念式
典実行本部事務室 

人 事 課

研 究 所 事 務 課  

八王子学務第2課 

八王子学務第1課 

学 生 生 活 課  

八王子学生主事室 

体 育 振 興 室  

学 務 課

就 職 指 導 室  

事 務 室

学 生 課

入 試 課

広 報 室

経 理 課

管 財 課

庶 務 課

八 王 子 管 財 課  

就 職 課

八 王 子 就 職 課  

国 際 課

八 王 子 国 際 課  

教育研究システム課 

電 算 課

図 書 課

文 京 図 書 課  

総 務 課

厚 生 事 業 室  

学 生 主 事 室  

八王子学生生活課 

学 務 課

拓殖短期大学事務室 

学 部  

経済学研究科 
商学研究科 
工学研究科 
言語教育研究科 

監

事

 

評
議
員
会 

総 長  

拓殖大学第一高等学校 

理 事 長  

理

事

会

 

学校法人 拓殖大学組織図

平成１２年度現在

平成１２年度役員

総長

小田村四郎

監事

高橋敏夫
（副学長・拓殖短期大学学長）

吉成 儀

入江敏夫
（常任監事）

理事長

藤渡辰信

草原克豪
（副学長・拓殖大学北海道短期大学学長）

松村 豊

関根一夫

理事

佐野幸夫
（常務理事・創立百年史編纂室長）

柳谷 茂
（拓殖大学第一高校校長）

沼尻 直
（学友会長）

坂田 勝
（学長）

橋本紀二六
（事務局長）

木田 宏
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大学世相年表
拓殖大学関係年譜 社 会 ・ 世 相 拓殖大学関係年譜 社 会 ・ 世 相

元号 西暦 月 事 項

明治２９

明治３０

明治３１

明治３２

明治３３

明治３４

明治３５

明治３６

明治３７

１８９６

１８９７

１８９８

１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０３

１９０４

６
７

１０
４

４
秋
１０

５

２

４

６

７

９

５

１０

１１

５

４
７
１１

４

陸軍中将桂太郎、第２代台湾総督に就任
桂台湾総督、「台湾の経営方針と政策実
行の方法に関する意見書」を伊藤博文首
相に提出
桂太郎、台湾総督を辞任。東京防禦総督に
台湾会結成。第２回大会（明治３１年３月開
催）で「拓殖経営に資する機関の設置」提唱

台湾協会発足
この頃桂太郎、台湾協会会頭に就任
台湾協会機関誌『台湾協会会報』第１号
発行

台湾協会第１次総会で学校設立構想が示
される
台湾協会評議員石塚剛毅「植民学校設置
の建議」
台湾協会、植民学校設置案に関する調査
委員会発足（委員長伊沢修二）
台湾協会学校設立認可。修業年限３カ年、
行政・実業２科、学生数３００名。第１学
年１００名を募集
台湾協会評議員会、桂太郎を台湾協会学
校校長に選出（会計主任に山口宗義、幹
事は門田正経、河合弘民の両氏）
台湾協会学校開校。仮校舎（富士見町、
和仏法律学校を昼間借用）で授業開始
台湾総督府より年額１万円の補助金下付
学監制度新設。東京帝国大学教授松崎蔵
之助就任
校舎新築落成（着工明治３３年６月）。小
石川区茗荷谷３２・３３番地、２階建１８０余
坪、大講堂３室
新校舎移転式
麗澤会設立（明治３７年４月より機関誌
発刊）
麗澤会第１回大会。語学部大会（英・清・
台３語による演説と喜劇上演）、弓術・
撃剣・相撲・テニス各部大会開催
行政科と実業科の区別を廃止
第１回卒業式。卒業生４５名
創立記念運動会。天長節の祝祭を兼ねて
３日に開催。以後定例に

専門学校令による私立台湾協会専門学校
となる

元号 西暦 月 事 項
明治２７
明治２８

明治２９

明治３０

明治３１

明治３２

明治３３

明治３４

明治３５

明治３６

明治３７

明治３８

１８９４
１８９５

１８９６

１８９７

１８９８

１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０３

１９０４

１９０５

７
４

５
４
６

３
１０
１１

３

６

８
１０

８

１
３
６
９

１
２
６
９

１２

１

２
３

７
８
１２
２
４
８
１
５

６
８

９

１２

日清戦争始まる（～１８９５．３）
下関において日清講和条約調印。三国干
渉（遼東半島返還）
台湾総督府を設置（初代総督樺山資紀）
第１回国際オリンピック大会開催（アテネ）
露清対日密約でロシアが東清鉄道敷設権
を獲得

『ジャパンタイムズ』創刊
日本、貨幣法施行、金本位制成立
独軍、膠州湾・青島を占領。膠州湾租借
条約（１８９８．３）
後藤新平、第３代台湾総督府民政局長就任
ロシア、清国から旅順・大連の租借権と
東清鉄道南部支線敷設権を獲得
第１次大隈重信内閣成立。日本初の政党
内閣
豊田佐吉、動力織機の特許取得
日本美術院創立（岡倉天心・橋本雅邦・
横山大観ら）
私立学校令公布

『武士道』（新渡戸稲造）
治安警察法公布
義和団が北京の列国公使館区域を包囲攻撃
立憲政友会結成（初代総裁伊藤博文）

英の自治領としてオーストラリア連邦成立
官営八幡製鉄所、操業開始
第１次桂太郎内閣成立
清国、列強１１カ国と義和団事件最終議定
書調印
田中正造、明治天皇に足尾鉱毒問題を直訴
第１回ノーベル賞受賞式。物理学賞にレ
ントゲン、平和賞にデュナンなど

青森の歩兵第５連隊第５中隊が八甲田山
で遭難
第１回日英同盟調印
『東洋の理想』（岡倉天心）
専門学校令公布（４．１施行）。３月３１日に
は公立私立専門学校規定制定
ロシア、東清鉄道を完成
東京市内の電車運行開始
ライト兄弟、飛行機で初飛行
日露戦争始まる
国定教科書の使用始まる
第１次日韓協約調印
ロシアで血の日曜日事件
日本海海戦で連合艦隊がロシア・バル
チック艦隊を壊滅
アインシュタイン、特殊相対性理論を発表
日本亡命中の孫文が東京で中国革命同盟
会を結成
ポーツマスで日露講和条約調印。日比谷
焼き討ち事件
日本、韓国統監府を設置（初代統監伊藤博文）

元号 西暦 月 事 項
明治３９

明治４０

明治４１

明治４２

明治４３

明治４５

大正１

大正２

大正３

大正４

大正５

１９０６

１９０７

１９０８

１９０９

１９１０

１９１２

１９１２

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

４

２

９

１０

７

３

９

６

９

４

８
９

１０

１２

３
７

１１

３

９

１

日露戦役中陸軍通訳として従軍の本学出
身者８１名に行賞。戦死者は脇光三他４名

台湾協会を東洋協会に、台湾協会専門学
校を東洋協会専門学校に改称。『台湾協
会会報』は『東洋時報』に
研究科設置（正科３年終了後１カ年。台
湾・清国・韓国に関する研究を行なう）
京城分校（朝鮮語履修者を対象とする研
究科第１部として）開校
桂校長、皇太子（後の大正天皇）韓国行
啓に供奉。本学京城分校に御下賜金
学年度の開始を９月から４月に変更（明
治４１年度より）
東洋協会、副会頭職新設。小松原英太郎
を選出

同窓会第１回総会開催。初代会長に門田
正経
『東洋協会専門学校同窓会会報』第１号
発行（麗澤会誌を合併）
桂校長、内閣に新設の拓殖局初代総裁に
就任
東洋協会旅順語学校、同大連商業学校開校

恩賜金１万円拝受（２３日）。大正４年５
月にこの日を恩賜記念日と定める

桂太郎、内大臣兼侍従長に就任
台湾人留学生の寄宿舎・高砂寮竣工
東洋協会小松原副会頭、第２代校長に
就任
桂前校長死去、桂前校長追悼式挙行。小
松原校長、追弔訓諭の中で校訓を公示
東洋協会後任会頭に小松原副会頭

恩賜記念講堂完成（着工大正２年３月）
松崎学監辞任により小松原校長が学監兼務
東洋協会、社団法人化認可。会長－副会
長－専務理事制となる
恩賜記念講堂開館式・故桂公銅像除幕式
挙行

大連商業学校、関東都督府から在外指定
学校認定
東洋協会専門学校から東洋協会植民専門
学校に校名改称
小松原校長、枢密顧問官に就任

元号 西暦 月 事 項
明治３９

明治４０

明治４１

明治４２

明治４３

明治４４

明治４５

大正１

大正２

大正３

大正４

大正５

１９０６

１９０７

１９０８

１９０９

１９１０

１９１１

１９１２

１９１２

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

１

１１

８
９

４
５

７
１２

１０

５
７
８
１０
１
３
８

１０
１
７

１２

２
５
６
１０
１

２
４
７
８

５

５

第１次西園寺公望内閣成立。台湾協会評
議員阪谷芳郎、蔵相就任。桂会頭は軍事
参議官に
南満州鉄道株式会社設立（初代総裁後藤
新平）
英仏露間に三国協商成立
ニュージーランド、英の自治領となる

第１回ブラジル農業移民
イランで初の石油発掘（中東石油生産の
先駆）
第２次桂内閣成立
東洋拓殖株式会社設立
鈴木三郎助、「味の素」を製造開始
伊藤博文、ハルビン駅頭で射殺される
この年、「金色夜叉の歌」流行

大逆事件、検挙始まる（翌年１月判決）
文部省唱歌の始まり
「日韓併合ニ関スル条約」調印
朝鮮総督府を設置（初代総督寺内正毅）
『善の研究』（西田幾多郎）
帝国劇場が開場
後藤新平、日露協会副会頭に就任（会頭
は朝鮮総督寺内正毅大将）
辛亥革命始まる
中華民国建国宣言
第５回オリンピック・ストックホルム大
会に日本初参加
第３回日露協約調印。内蒙古に分界線を
設定
明治天皇崩御。大正と改元
第３次桂内閣成立

桂内閣総辞職（大正政変）
米カリフォルニア州で排日土地法成立
教育調査会設置（高等教育会議廃止）
日本政府、中華民国を承認
桜島大噴火
シーメンス事件発覚
日本移民協会設立（会頭大隈重信）
宝塚少女歌劇養成会第１回公演
オーストリアがセルビアに宣戦布告。第
１次世界大戦始まる
パナマ運河開通
日本、ドイツに宣戦布告、第１次世界大
戦に参戦
対華２１カ条要求に基く諸条約調印

タゴール（アジア人として最初のノーベ
ル文学賞受賞者）来日
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元号 西暦 月 事 項
大正６

大正７

大正８

大正９

大正１０

大正１１

大正１２

大正１３

大正１４

大正１５

１９１７

１９１８

１９１９

１９２０

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

４

４

５
１２
２

３
１１

２
４

５

１２
４
１１

１
３
４

６
４
７
９

１０

１２

２

３

２

１２

東洋協会台湾支部附属私立台湾商工学校
開校。内台人共学、生徒数は商・工両科
計８０人
東京帝国大学教授新渡戸稲造、学監に就任

拓殖大学に校名改称。大学部予科設置（本
科設置は翌大正８年）。小松原校長は「学
長」に
京城分校が東洋協会京城専門学校となる
同窓会を学友会と改称
この頃、東洋協会小松原会長辞任
東洋協会会長に後藤新平（副会長水野錬
太郎、専務理事永田秀次郎）
後藤新平、第３代学長に就任
創立２０周年記念、校歌制定（宮原民平作
詞・永井建子作曲）。この年の在学生４０８人

後藤学長、日露協会会頭に就任
支那語・台湾語・朝鮮語の３学科を改め
支那語・露語・南洋語（蘭語・馬来語）
の３学科とする
東洋協会京城専門学校、私立京城高等商
業学校と改称（協会から独立）
新渡戸学監、国際連盟書記局社会部長就任
後藤学長、東京市長に就任
学内に「拓殖研究会」発足
『拓殖文化』（「拓殖研究会」機関誌）創刊

『東洋時報』、『東洋』に改称
学内に「魂の会」発足
新渡戸学監辞任。後任に東京帝国大学教
授松岡均平
大学令により東洋協会大学設立認可
大連商業学校、女子部を設置
附属図書館竣工（初代館長小林郁）
後藤学長、第２次山本内閣の内相に就任
後藤学長、内閣に新設の帝都復興院総裁
に就任
後藤学長、社団法人東京放送局の初代総
裁に就任
松岡学監辞任。後任に元京都帝国大学経
済学部長・衆議院議員小川郷太郎

東洋協会専務理事永田秀次郎、第２代学
友会長に就任
社団法人東洋協会から財団法人東洋協会
大学が独立
東洋協会大学に専門部（修業年限３年）
併設
予科を２部に分離（修業年限２年及び
３年）
東洋協会大学を拓殖大学に、東洋協会大
学専門部を拓殖大学専門部に名称変更

元号 西暦 月 事 項
大正６

大正７

大正８

大正９

大正１０

大正１１

大正１２

大正１３

大正１４

大正１５

１９１７

１９１８

１９１９

１９２０

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

３

９
１１

８
９
１１

１
３
４

５
６

７

１
５
９

１０

４

７
１１
１２

２
１０
１１

１２
３
４
５
９

１
５
７

１
３

１１

７

８
１２

ロシア皇帝ニコライ２世が退位しロマノ
フ王朝滅亡（ロシア２月革命）
理化学研究所設立
日本、金輸出禁止（金本位制停止）
石井・ランシング協定成立（日米両国、
中国に関する公文書交換）
ボリシェビキ、クーデターによりソビエ
ト政権を樹立（ロシア１０月革命）
日本政府、シベリア出兵を宣言
原敬内閣成立（初の本格的政党内閣）
第１次世界大戦終結
この年、米騒動発生、全国に波及

パリ講和会議（全権西園寺公望ら）開会
朝鮮で独立を求める万歳事件（三一運動）
パリ講和会議で国際連盟規約に人種平等
案を入れたいとした日本の提案否認
中国で五四運動始まる
ドイツと連合国、ヴェルサイユ講和条約
調印
ドイツ憲法制定国民議会、ワイマール憲
法を採択
前年よりこの年にかけて、インフルエン
ザ（スペイン風邪）大流行
国際連盟発足
日本初のメーデー
日露協会（後藤新平会頭）学校（ハルビ
ン学院）設立
初の国勢調査

度量衡法改正、メートル法が基本に
（１９２４．７．１施行）
上海で中国共産党結成
東京駅で原首相暗殺
ワシントン会議で四カ国条約調印（日英
同盟廃棄）
ワシントン海軍軍備制限条約調印
北樺太を除き、シベリア派遣軍撤兵を完了
アインシュタイン来日、相対性理論ブー
ム起こる
ソビエト社会主義共和国連邦成立
北京政府、いわゆる２１カ条条約廃棄を通告
石井・ランシング協定破棄
北一輝『日本改造法案大綱』刊行
関東大震災

第１次国共合作成立
アメリカで排日移民法成立
第８回オリンピック・パリ大会。小野田
一雄（２０期）水泳８００mリレーアンカーで
４位。内藤克俊、レスリングで銅メダル
日ソ基本条約調印
治安維持法成立（同年４．２２公布）
普通選挙法成立（同年５．５公布）
山手線の環状運転開始

蒋介石、国民革命軍司令官に就任し、北
伐開始
日本放送協会設立
大正天皇崩御
この年、モボ・モガが流行

元号 西暦 月 事 項
昭和２

昭和３

昭和４

昭和５

昭和６

昭和７

昭和８

昭和９

昭和１０

昭和１１

昭和１２

昭和１３

１９２７

１９２８

１９２９

１９３０

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

９

５
９

４

６

４

５

１０

１１

４

４
６
１０

４

秋
４

１０

３

１２

４

拓殖語学校設立（北多摩郡小平村）。南
米語・南洋語の２学科

済南事件で本学学生２２名が従軍通訳に
小川学監辞任。永田秀次郎理事が学監を
兼務

後藤学長、京都で死去
永田秀次郎理事、学長事務取扱となる
永田秀次郎理事、第４代学長に就任
東京商科大学教授中村進午、学監に就任
大連女子商業学校開校（大連商業学校女
子部が独立）
永田学長、２度目の東京市長に就任（至
昭和８年１月）
『拓殖大学論集』（「拓殖大学学術研究会」
機関雑誌）第１号刊行
創立３０周年記念式典挙行。この年の在学
生１，１４５人（大学部５１５，予科４１９，専門部
２１１）
烈士脇光三建碑（在学生の主導で実現）
除幕式

新校舎落成式（着工昭和６年２月）
拓殖招魂社建立
拓殖大学経営新京講習所（初代所長市川
順次）・同新京研究室設置（昭和１０年１２
月閉鎖）

商学部のA組・B組を商科・拓殖科と
改称
奉天商業学校、東洋協会満州支部により
創設。男女両部併置
学内に「満蒙研究会」発足
専門部商科・拓殖科・法律科の別を廃し、
専門部正科・別科へ変更。夜間授業から
昼間授業へ

拓殖大学維持会（後の後援会）設立

永田学長、広田弘毅内閣の拓務相に就任

奉天商業学校、東洋協会より満州学校組
合連合会に経営移管（女子部は昭和１３年
奉天女子商業学校として独立）

学部商科・拓殖科の別を廃止
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昭和２
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１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

３
４
５
１２

５
７

１０

１

７

１２

９

１
３

４
５

２
３

４
１１

１２
４

８
９

１２
１
２

７

８

１１
２

７
１２
４

日本で金融恐慌が起きる
蒋介石、南京国民政府を樹立
第１次山東出兵
日本初の地下鉄開通
この年、ハイゼンベルク、不確定性原理
を提唱（量子力学成立する）
済南事件（北伐軍と日本軍との衝突）
第９回オリンピック・アムステルダム大
会開幕。織田幹雄、鶴田義行が日本初の
金メダル。人見絹枝が女子で最初の銀メ
ダル獲得
ニューヨーク株式市場大暴落（世界恐慌
の始まり）

日本、金輸出を解禁し金本位制復帰
ロンドン海軍軍縮会議開会（４．２２、条約
調印）
サッカーの第１回ワールドカップ、ウル
グアイで開催
紙芝居に黄金バット登場

柳条湖事件。満州事変勃発
この年、東北・北海道地方、冷害・凶作
で娘の身売り急増
第１次上海事変
満州国建国宣言。９月、日満議定書調印
で日本政府、満州国を承認
第１回日本ダービー開催
五・一五事件（犬養毅首相が海軍青年将
校らに射殺される）
国際連盟、リットン報告書を承認
日本、国際連盟脱退を通告
この年、ヨーヨー大流行

帝人事件
ベーブ・ルースら米大リーグ選抜チーム
来日
日本、ワシントン海軍軍縮条約廃棄を通告
内務省、天皇機関説問題で美濃部達吉の
３著書を発禁処分
中国共産党、抗日救国統一戦線を提唱
第１回芥川賞、石川達三「蒼氓」に、第
１回直木賞、川口松太郎「鶴八鶴次郎」
に決定
初の年賀郵便用切手発行
日本、ロンドン軍縮会議を脱退
日本職業野球連盟結成
皇道派の陸軍青年将校らが二・二六事件
を起こす
IOC、第１２回オリンピック開催地を東京
に決定（昭和１３年７月１５日返上）
第１１回オリンピック・ベルリン大会（前
畑秀子が２００メートル平泳ぎで日本女子
初の金メダルを獲得）
日独防共協定調印
文化勲章令を公布・施行（長岡半太郎、
佐佐木信綱、横山大観ら９人、第１回受賞）
盧溝橋事件。日中戦争始まる
中支那方面軍、南京占領
国家総動員法公布（５．５施行）
国民健康保険法、社会事業法を公布
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元号 西暦 月 事 項
昭和１４

昭和１５

昭和１６

昭和１７

昭和１８

昭和１９

昭和２０

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

４

６

１１

２
４

１２
９

１

４
７

４

５

８

９

１１

１
３

４

２
５

９
１０

１１

専門部を３科制（商科・開拓・武徳科）
に改編。３学期制から２学期制へ
私立台湾商工学校、私立開南工業学校と
私立開南商業学校（いずれも５年制）を
増設
宮原民平、学監事務取扱となる
永田学長、鉄相に就任

宮原民平、学監に就任
拓殖大学大学研究所開設（初代所長川西
正鑑）
予科を府下北多摩郡小平村に移転、同村
に修練農場（総合運動場）開設
学内に東洋協会興亜講習所設立
学内に東洋協会安南語講習所設立
この年、拓殖研究会・麗澤会・図書館後
援会等を改組。拓殖大学報国会に一元化

専門部に臨時補修科設置
永田学長、陸軍省事務嘱託（親任官待
遇）・南方軍総司令部（マレー）付に
予科１部２部を修業年限３年の単一制に
商学博士・経済学博士の学位授与権認可

専門部武徳科を司政科に変更
予科の修業年限を３年から２年に
大学附属寮・高華寮設立
東洋協会安南語講習所を拡大。仏印学院
と改称
大連商業学校、東洋協会より大連市に移
管。大連経済学校と改称
永田学長が戦病死。大蔵公望が学長事務
取扱となる
第１８回商学部（４０期）・第１７回専門部の
繰上げ卒業式挙行
本学学徒壮行式挙行。本学からの学徒出
陣は戦時中を通じ学部・予科（４１～４５期）
９８０名、専門部（１８～１９期）２９２名。うち
戦没者８１名
渡辺周松、第３代学友会長に就任
陸軍大将宇垣一成、第５代学長・専門学
校長に就任
元東京商科大学教授・外務省通商局顧問
高垣寅次郎、学監に就任
拓殖大学専門部を廃し拓殖専門学校を設
置。商科を廃し経営科・開拓科・司政科
の３科とする
保田宗治郎、第４代学友会長に就任
東京大空襲により恩賜記念講堂をはじめ
大学施設が罹災
授業再開
大蔵公望、学長事務取扱・専門学校長事
務取扱となる
下村宏、第６代学長兼専門学校長に就任

元号 西暦 月 事 項
昭和１４

昭和１５

昭和１６
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米穀配給統制法公布
ノモンハン事件
国民精神総動員委員会、ネオン抑制、学
生の長髪禁止
国民徴用令公布
アメリカ、日米通商航海条約廃棄を通告
独ソ不可侵条約締結
ドイツ、ポーランド侵攻。第２次世界大
戦始まる
日独伊三国同盟調印
大政翼賛会結成
大日本産業報国会結成
汪兆銘政権と日華基本条約調印

日ソ中立条約調印
独ソ戦始まる
大西洋上で米英首脳会談、大西洋憲章発表
ゾルゲ事件
大学・専門学校、実業学校などの修業年
限を臨時短縮
日米交渉で米、ハル・ノート提示
太平洋戦争（大東亜戦争）始まる
言論出版集会結社等臨時取締法公布・施行
味噌・醤油の切符制配給実施
米B－２５、日本本土初空襲
日本海軍、ミッドウェー海戦でアメリカ
海軍に敗北
大学・高等専門学校繰り上げ卒業（６カ
月の短縮）
この年、「欲しがりません勝つまでは」の
標語流行
大学令改正
野球用語の日本語化
文科系学生の徴兵猶予停止決定
出陣学徒壮行会を神宮外苑競技場で挙行
大東亜会議、大東亜共同宣言発表

大学・高等専門学校の軍事教育強化方策、
文部省より発表
連合軍、ノルマンディー上陸
学童集団疎開第一陣、上野を出発
学徒勤労令、女子挺身勤労令を公布
レイテ沖海戦（連合艦隊の主力を失う。
特攻始まる）

米英ソ首脳、ヤルタ会談
国民勤労動員令を公布・施行
米軍、沖縄本島に上陸開始
サンフランシスコ会議で国際連合憲章調印
米英ソ首脳、ポツダム会談。ポツダム宣
言発表
広島、長崎に原爆投下
ソ連、日本に宣戦布告。満州、樺太、千
島に侵攻

元号 西暦 月 事 項

昭和２１

昭和２２

昭和２３

昭和２４

昭和２５

昭和２６

昭和２７

昭和２８

１９４６

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５３

２

３

４

７

４

４

８

１０
１１
１２

春

４

３

４

９
４

９

１１

１
４

下村学長兼専門学校長、公職追放により
辞任。高垣学監が学長事務取扱・専門学
校長事務取扱となる
紅陵大学に校名改称認可。拓殖専門学校
は紅陵専門学校に
紅陵専門学校、司政科を政経科と変更
高垣寅次郎、第７代学長兼専門学校長に
就任
戦後第１回学友会総会。

紅陵専門学校開拓科を廃し、農学科・農
業経済科を開設。群馬農林専門学校を吸
収し群馬県邑楽郡小泉町に移転

予科廃止。紅陵高等学校設立
新制大学として紅陵大学設置。商学部（貿
易科・経営科）、政経学部（政治科・経
済科）。高垣学長は「総長」となる
GHQ教育課渉外・調査班が教育課長に
「紅陵大学の調査」文書提出
杉本久太郎、第５代学友会長に就任
５０周年式典挙行
大学維持会解散。昭和２５年１月大学後援
会設立
紅陵高等学校、正明高等学校・正明中学
校と合併し紅陵大学正明高等学校・同中
学校となる
紅陵短期大学設置。経営科第２部、貿易
科第２部（初代学長青山楚一）
この頃麗澤会復活
財団法人から「学校法人」紅陵大学へ組
織変更。学校経営は総長ー理事長体制に
河相達夫、学校法人紅陵大学の初代理事
長に就任
『紅陵大学論集』として『大学論集』復
刊。復刊第４号より『拓殖大学論集』
紅陵大学大学院（経済学研究科・国際経
済専攻、商学研究科・商学専攻、修業年
限１年以上）設置
豊田悌助、紅陵専門学校長に
鈴木憲久、総長・大学長事務取扱となる
本多兵一、理事長・第６代学友会長に
就任
商学部及び政経学部の各科名を、経営学
科・貿易学科及び政治学科・経済学科とする
拓殖大学への校名復帰認可

鈴木憲久、理事長に就任
鈴木憲久、第８代総長に就任
松村B、理事長・大学長に就任

元号 西暦 月 事 項

昭和２１

昭和２２

昭和２３

昭和２４

昭和２５

昭和２６

昭和２７

昭和２８

１９４６

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５３

９

１０

１１
１

５
１１

２
３
４
５
７
８

８
９

１２
３
４
７
８

１０
１１
１２

６

７
８

１
９

５

６
７

８

２
４
７

昭和天皇、戦争終結の詔書を放送（玉音
放送）
インドネシア独立（ムルデカ）宣言
東京湾の戦艦ミズーリ艦上で降伏文書に
調印
GHQ、「政治的・公民的及び宗教的自由
の制限の除去に関する覚書」を日本政府
に通達
ニュルンベルク国際軍事裁判開廷
新日本建設ニ関スル詔書（通称：天皇人
間宣言）
文部省、「国民学校後期使用図書中ノ削
除修正箇所ノ件」通牒
極東国際軍事裁判開廷
日本国憲法公布

台湾で反国民党暴動（２・２８事件）
教育基本法、学校教育法公布
新学制（６・３・３・４制）実施
日本国憲法施行
大学基準協会創立。「大学基準」決定
古橋広之進、競泳４００メートル自由型で
世界記録を破るも未公認
大韓民国成立
朝鮮民主主義人民共和国成立
全日本学生自治会総連合（全学連）結成
世界人権宣言、国連総会で採択
ドッジ・ライン
大学基準協会、「大学院基準」決定
下山事件、三鷹事件
松川事件
北大西洋条約機構（NATO）設立
中華人民共和国建国宣言
湯川秀樹、ノーベル物理学賞受賞
私立学校法公布

朝鮮戦争勃発
CIE、全学連デモ禁止の指令。文部省、学
生の学外政治集会・デモ参加禁止を通達
日本労働組合総評議会（総評）結成
警察予備隊令公布

第１回「紅白歌合戦」を放送
サンフランシスコ講和会議開催、対日平
和条約調印。日米安全保障条約調印

白井義男、ボクシング・フライ級で日本
人初の世界チャンピオン
中央教育審議会設置
第１５回オリンピック・ヘルシンキ大会開
催。日本、戦後初参加（レスリングで石
井庄八が金メダル）
日本、国際通貨基金（IMF）と世界銀行
に加盟
NHK、テレビ本放送開始
日米友好通商航海条約調印
朝鮮休戦協定調印
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元号 西暦 月 事 項

昭和２９

昭和３０

昭和３２

昭和３３

昭和３４

昭和３５

昭和３６

昭和３８

昭和３９

昭和４０

１９５４

１９５５

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６３

１９６４

１９６５

３
４
５
９

１

３

６

１１

６

４

４

１２

１

３
１１

２

４

６

７
１１

４

総長・大学長兼職の原則を改め分掌を認
める
八田嘉明、第９代総長に就任
豊田悌助が理事長事務取扱となる
豊田悌助が総長事務取扱となる
本多兵一、再び理事長に就任
この年「移民問題研究会」（後の「拓殖大
学海外移住研究会」）発足。昭和４５年
廃止
短期大学、専門学校を吸収し農業経済科
増設（群馬）
矢部貞治、第１０代総長に就任。大学長兼任
西郷隆秀、理事長に就任
拓殖大学海外事情研究所設立（初代会長
笹山忠夫）
入江湊、第７代学友会長に就任
拓殖大学５５周年記念式典挙行

新講堂（茗荷谷ホール）竣工（着工昭和
３１年７月）
拓殖短期大学（群馬分校）貿易科第２部
及び農業経済科、東京への移転認可
拓殖大学経理研究所設立（初代所長佐藤
勘助）
茗荷谷校地、国より５４００坪の払い下げを
受ける
正明中学校を拓殖大学第一中学校、正明
高等学校を拓殖大学第一高等学校とそれ
ぞれ改名
第一高等学校新校舎落成
創立６０周年記念式典挙行。『拓殖大学六
十年史』発行

拓殖大学日本語研修所設置（所長宮崎専
一）。インドネシア政府派遣賠償研修生
受入れ

拓殖大学日本語研修所を拓殖大学語学研
修所と改称

落合英次、理事長に就任
八王子市館町の土地３０万坪を取得
安東義良、第１１代総長・大学長に就任
植田美与志、第８代学友会長に就任
『拓殖文化』復刊

狩野敏、理事長に就任

元号 西暦 月 事 項

昭和２９

昭和３０

昭和３１

昭和３２

昭和３３

昭和３４

昭和３５

昭和３６

昭和３７

昭和３８

昭和３９

昭和４０

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１１

１
３

７

９
４
５
９

１１

７
１０

１１
１２

１０

１

４
１２

１
４

９
１０
１２
４

５
６

８
９
８
１０
８

１０
１１
４
６
１０

１１
２
６

１０

伊東絹子、ミスユニバース３位入賞
日本初のスーパーマーケットを紀ノ国屋
が青山に開店
営団地下鉄丸の内線開業
ビキニ水爆実験で第５福竜丸被災
日米相互防衛援助（MSA）協定調印
ジュネーブ会議でインドシナ休戦協定調印
防衛庁・自衛隊発足
洞爺丸遭難事件（わが国最大の海難事故）
バンドンでアジア・アフリカ会議開催
ワルシャワ条約機構設立
日本、関税と貿易に関する一般協定
（GATT）に加盟
自由民主党結成（５５年体制成立）

経済白書、「もはや戦後ではない」と謳う
日ソ国交回復に関する共同宣言
「大学設置基準」（省令）制定
戦後初の南極観測船“宗谷”出発
国連安全保障理事会、日本の国連加盟を
承認
ソ連、世界初の人工衛星スプートニク１
号打ち上げに成功
日本・インドネシア平和条約、賠償協定
調印
皇太子殿下（今上天皇）ご結婚
第１回レコード大賞

日米新安全保障条約調印
ソニー、世界初のトランジスタ・テレビ
を発売
安保改定阻止国会デモ：全学連と警官隊
衝突
カラーテレビ本放送開始
社会党委員長浅沼稲次郎、刺殺される
政府、国民所得倍増計画を決定
ソ連が世界初の有人宇宙船ヴォストーク
１号打ち上げに成功
韓国で軍事クーデター
農業基本法公布
富山県神通川流域のイタイイタイ病はカ
ドミウムが原因と地元医師が発表（１９６８
年に厚生省も認める）
ベルリンの壁構築
経済協力開発機構（OECD）発足
国産中型旅客機YS―１１、初飛行に成功
キューバ危機
アメリカ公民権運動で人種差別撤廃要求
のワシントン大行進
日本初の原子力発電に成功
ケネディ大統領暗殺
日本、IMF８条国に移行。OECDに加盟
新潟地震
東海道新幹線開業
第１８回オリンピック東京大会開催（日本は
女子バレーなど１６種目で金メダルを獲得）
全日本労働総同盟結成
米軍、北ベトナムへの爆撃を開始
家永三郎、教科書検定違憲訴訟を起こす
日韓基本条約調印
朝永振一郎、ノーベル物理学賞受賞

元号 西暦 月 事 項
昭和４１

昭和４２

昭和４３

昭和４４

昭和４５

昭和４６

昭和４７

昭和４８

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

４

６
１１

２
４
９

１１

３
４

４
１２

８
１１

１

２
４

６
７
８
１０

１１

１２

４

６
１１

４

１１

１

北海道拓殖短期大学設置（初代学長田辺
勝正）
この頃S館竣工（着工昭和４０年１０月）
日野月孝治、第９代学友会長に就任

阿竹仙之助が理事長代行
北海道拓殖短期大学農業経済科２部設置
中曽根康弘、第１２代総長・理事長・大学
長に就任
中曽根総長、第２次佐藤栄作内閣改造で
運輸相就任（至昭和４３年１１月）
拓殖短期大学農業経済科廃止
三笠宮殿下「オリエント学」を御講義（至
平成４年）
事務局に国際部設置
北海道拓殖短期大学付設拓殖保育専門学
校の設置認可（和田敏雄学長）

第１回八王子委員会開催
「大学問題の処理について」を総長告示
として発表
『学報』第１号発刊（広報委員会）
中曽根総長、第３次佐藤内閣の防衛庁長
官就任（至昭和４６年７月）
大学院校舎完成
大学院博士課程増設（経済学研究科・国
際経済専攻、商学研究科・商学専攻）
北海道拓殖短期大学付設拓殖保育専門学
校開設
拓忍会事件
総長・学友会長主催全国支部長懇談会開催
B館竣工（着工昭和４５年１月）
豊田悌助、大学長に就任
赤城山荘開所式（昭和６０年１０月廃止）
中曽根総長、兼任の理事長を辞任
植田美与志、理事長に就任
『拓殖大学七十年外史』発行
拓殖大学新学部建設構想「世界社会における
日本の使命と拓殖大学の果たすべき役割」発表
豊田大学長が総長事務取扱となる。中曽
根康弘、名誉総長に
豊田悌助、第１３代総長に就任
宮崎専一、第１０代学友会長に就任

留学生別科開設（初代別科長瓜谷良平）
拓殖大学語学研修所、拓殖大学語学研究
所に昇格。大学研究機関となる
熊埜御堂健児、第１１代学友会長に就任

八王子開発プロジェクトチーム発足

元号 西暦 月 事 項
昭和４１

昭和４２

昭和４３

昭和４４

昭和４５

昭和４６

昭和４７

昭和４８

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

２

３

６

７
９
１２

１
４

６

８

１０

３
５
７

２
３

７

８

１１

６
７

８

１０
２

５
６

９

１１

１
２
８

ソ連の無人探査機、初の月面軟着陸
全日空機、羽田沖に墜落（死者１３３人）
カナダ航空機、羽田空港で墜落（死者６４人）
BOAC機、富士山付近で空中分解墜落（死
者１２４人）
建国記念の日公布（２月１１日）
ザ・ビートルズ来日
ヨーロッパ共同体（EC）成立
四日市ぜんそく患者、訴訟を起こす
佐藤栄作首相、非核三原則を言明

アラブ石油輸出国機構（OAPEC）設立
アメリカ黒人運動指導者キング牧師暗殺
霞ヶ関ビル完成。高層ビル時代到来
小笠原返還協定調印（６．２６返還）
東大紛争が本格化
国連総会、核兵器拡散防止条約を採択
（１９７０．３発効）
札幌医大教授和田寿郎、日本初の心臓移
植手術
川端康成、ノーベル文学賞受賞
この年、国民総生産が西独を抜いて米に
次いで第２位に
中ソ国境武力紛争（ダマンスキー島事件）
東名高速道路全通
アメリカ宇宙船アポロ１１号、人類初の月
面着陸
初の国産人工衛星「おおすみ」打上げ
日本万国博覧会（～．９大阪）
赤軍派学生、日航機“よど号”ハイジャック
東京地裁、家永教科書裁判で検定違憲の
判決
東京で初の光化学スモッグ発生（新型公害）
警視庁、銀座、新橋などで休日の車輪通
行を禁止（歩行者天国）
三島事件：三島由紀夫、陸上自衛隊市ヶ
谷駐屯地で割腹自殺

沖縄返還協定調印
ニクソン大統領、訪中計画を発表（ニク
ソン・ショック）
ニクソン大統領、ドル防衛策発表（金・
ドルの交換停止、ドル・ショック）
中華人民共和国の国連代表権承認
第１１回冬季オリンピック札幌大会。日本、
７０メートル級ジャンプでメダル独占
浅間山荘事件
沖縄の施政権返還。沖縄県発足
田中角栄通産相、『日本列島改造論』を
出版
日中共同声明。台湾の国民政府は対日外
交断絶宣言
中国からのパンダ、カンカンとランラン
が上野動物園で公開
ベトナム和平協定調印
円、変動為替相場制へ移行
金大中が日本から拉致され、ソウルで解放
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元号 西暦 月 事 項

昭和４９

昭和５０

昭和５１

昭和５２

昭和５３

昭和５４

昭和５５

昭和５６

昭和５７

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１１

１０

１０
１１

１

４

７
５

６
１１

１

４

１０

１２

４
７

８

１０

１１

８

８

八王子教学委員会発足

熊埜御堂学友会長の死去にともない市古
尚三教授が学友会長代行となる

「拓殖招魂社祭」斎行。来賓に閑院純仁
染谷誠、第１２代学友会長に就任

市古尚三、副学長に就任（主に八王子問
題担当）
商・政経両学部の教養課程、八王子移転
外国語学部（英米語学科・中国語学科・
スペイン語学科）設置
八王子校舎における第１回入学式
八王子校舎竣工式
応援団事件
豊田総長辞任で植田理事長、総長・大学
長事務取扱となる
新宿不祥事件
「大学基本問題検討委員会」設置

高瀬侍郎、第１４代総長・理事長・大学長
に就任
カナダ提携校・バンクーバー・コミュニ
ティ・カレッジ（VCC・現ランガラ・
カレッジ）と学生派遣協定締結
「総長・理事長方針」発表、教学三訓を
表明
拓殖大学第一中学校廃止

北海道拓殖短期大学保育科設置
スペイン提携校・サラマンカ大学と学生
派遣覚書締結
中国提携校・北方工業大学と学生派遣協
定締結
台湾提携校・東呉大学と学生派遣協定
締結
拓殖招魂社、八王子キャンパスに遷座（以
後春期・秋期例祭）
創立８０周年記念式典を八王子校舎で挙行
（三笠宮殿下台臨）
『拓殖大学八十年史』刊行
この年の在学生１１，２２０名（大学部８，１４６、
大学院２６６、短大７７４、北短５９８、保育専
門学校８３、一高１，２５３、留学生別科１００）
メキシコ提携校・メキシコ国立自治大学
へ学生派遣
「アセアン国際シンポジウム」開催（産
経新聞協賛、～９月１日）

元号 西暦 月 事 項

昭和４９

昭和５０

昭和５１

昭和５２

昭和５３

昭和５４

昭和５５

昭和５６

昭和５７

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１０

９

１０
４
５

７
８

９
１１
２

９

１１

９

５
６
８
１１

１２
１

２
３

６

７
１２

４
７

９

３
１０
６
７

江崎玲於奈、ノーベル物理学賞受賞
第４次中東戦争勃発。OAPEC、石油戦
略を発動
第１次石油危機
青森県大湊港出港の原子力船むつ、放射
能漏れ事故
佐藤栄作、ノーベル平和賞受賞
サイゴン陥落、ベトナム戦争終結
エベレスト日本女子登山隊の田部井淳子、
女性として世界初の登頂成功
沖縄国際海洋博覧会開催
三木武夫首相、現職首相として初めて終
戦記念日に靖国神社参拝（私人の資格）
昭和天皇・香淳皇后、初のアメリカ訪問
第１回先進国首脳会議
ロッキード事件、アメリカで発覚（．７田
中角栄前首相逮捕）
ミグ２５戦闘機が函館空港に亡命着陸
中国共産党主席毛沢東死去
政府、防衛費をGNPの１％以内とする
ことを決定
プロ野球読売巨人軍の王貞治、通算７５６
本塁打を記録、米大リーグ記録を上回る
日本赤軍が日航機をハイジャック（ダッ
カ事件）
この年、平均寿命で日本が世界一となる

新東京国際空港（成田空港）開港
宮城県沖地震
日中平和友好条約調印
「日米防衛協力のためのガイドライン」を
決定
米中国交正常化発表（１９７９．１．１正常化）
国公立大学入試で初の共通一次学力試験
実施
第２次オイル・ショック
中越戦争
アメリカ・スリーマイル島の原子力発電
所で大量の放射能漏れ事故
元号が法制化される
初の東京サミット開催
ソニー、「ウォークマン」を発売、大ヒット
ソ連軍、アフガニスタンへ侵攻（～
１９８８．４）
中国、IMF加盟
第２２回オリンピック・モスクワ大会に、
日本、ソ連のアフガニスタン侵攻に抗議
して不参加
イラン・イラク戦争本格化（～１９８８．８）

第２次臨時行政調査会発足
福井謙一、ノーベル化学賞受賞
東北新幹線開業
中国政府、日本の歴史教科書検定を非難
（．９に日本政府の見解を評価、外交決着）

元号 西暦 月 事 項
昭和５８

昭和５９

昭和６１

昭和６２

昭和６３

平成１

平成２

平成３

平成４

１９８３

１９８４

１９８６

１９８７

１９８８

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

４

３

３

４
５
７
１２
４

６
７

１１
３
９

１１

４

１１

４

５
６

１０

１２

１２

大学・海外事情・語学・経理の各研究所
事務室を統合

植田元理事長死去。遺族からの寄付によ
り国際交流基金を創設
ブラジル／パラナ大学と交流協定締結

八王子キャンパスに管理研究棟・図書館
竣工（着工昭和６０年３月）
拓殖大学日本文化研究室設置
有吉省吾、第１３代学友会長に就任
空手道部事件。１０月大学祭中止
工学部棟竣工（着工同年２月）
工学部設置（機械システム工学、電子工
学、情報工学、工業デザイン学科）
椋木磋磨太、理事長に就任
中国／黒龍江商学院（現ハルピン商業大
学）と姉妹校提携に関する協定書締結
中国／国務院国家外国専家局と提携
マレーシア／国際イスラム大学と提携
中国／南京大学と交流協定締結

八王子キャンパスに西郷隆秀顕彰碑建立

北海道拓殖短期大学を拓殖大学北海道短
期大学と改称
拓殖大学創立９０年記念式典挙行（三笠宮
殿下台臨）

大学院工学研究科機械システム工学専攻
／電子情報工学専攻修士課程設置
石沢芳次郎、大学長に就任
拓殖大学理工学研究所設置
荒牧久志、第１５代学友会長に就任
小村康一、第１５代総長に就任
藤渡辰信、理事長に就任
八王子校舎麗澤会館竣工（着工平成２年
１月）
オーストラリア／ニュー・サウス・ウェー
ルズ大学語学研究所と提携し、拓殖大学
オーストラリア分校とする協定締結
ブラジル／サンパウロ州立大学と交流協
定締結
アメリカ／メリーランド大学ボルチモア
郡校と学術支援協定締結

元号 西暦 月 事 項
昭和５８

昭和５９

昭和６０

昭和６１

昭和６２

昭和６３

昭和６４

平成１

平成２

平成３

平成４

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

１９８９

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

４
５
９

８

３
５
８

４

１１

４
夏
１０
１２

３
４

６

９

１２

１

６
１１

１２
１

４
１０
１１
１２
１

６

７

９

１２

５
６

東京ディズニーランド開園
日本海中部地震
大韓航空機、サハリン沖で領空侵犯、ソ
連軍機に撃墜される
臨時教育審議会設置

つくば市で科学万博開幕
男女雇用機会均等法成立（１９８６．４．１施行）
日航ジャンボ機、群馬県御巣鷹山に墜落
（生存者４人、死者５２０人）
ソ連・チェルノブイリ原子力発電所の爆
発事故
伊豆大島三原山が２０９年ぶりに大噴火

国鉄分割民営化、JR６社等発足
首都圏で深刻な水不足
利根川進、ノーベル医学生理学賞受賞
米ソ首脳会談（INF廃棄条約調印）

東京ドーム落成式
瀬戸大橋開通（世界最長の道路・鉄道併
用橋）
坂本龍一、映画「ラスト・エンペラー」
でアカデミー賞オリジナル作曲賞受賞
リクルート事件発覚
牛肉・オレンジ輸入自由化、日米間で
同意
第２４回オリンピック・ソウル大会、日本
は男子１００メートル背泳ぎで鈴木大地が
金メダルなど、金３・銀３・銅７
消費税導入関連法成立（１９８９．４消費税率
３％実施）
昭和天皇崩御。皇太子明仁親王殿下即位、
平成と改元
中国で天安門事件
ベルリンの壁崩壊
日本労働組合総連合会（連合）発足
マルタ島での米ソ首脳会談で冷戦終結宣言
初の大学入試センター試験（私大の一部
も参加）
大阪で国際花と緑の博覧会開幕
東西ドイツ統一
長崎県雲仙普賢岳が１９８年ぶりに噴火
TBS秋山豊寛記者、日本人初の宇宙飛行
湾岸戦争（～．４）日本、多国籍軍へ９０億
ドル追加支援決定
文部省、小学校の教科書検定で日の丸、
君が代を国旗、国歌と明記
南アフリカ共和国、アパルトヘイト（人
種隔離政策）を廃止
ワルシャワ条約機構解体。第１次戦略兵
器削減条約調印
経済企画庁、「いざなぎ景気」を超える
と発表
ソ連解体

国連、地球温暖化防止条約を採択
国連平和維持活動（PKO）協力法と国
際緊急援助隊派遣法成立（．８施行）
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拓殖大学関係年譜 社 会 ・ 世 相 拓殖大学関係年譜 社 会 ・ 世 相

元号 西暦 月 事 項

平成５

平成６

平成７

平成８

平成９

平成１０

平成１１

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

４

６

１０
１１
１２

２

１２

３

５

６
３

１
４

５
７

１２

３

７

３

４

８

大堺利實、大学長に就任
大学院工学研究科機械システム工学専攻
／電子情報工学専攻博士課程、大学院工
学研究科工業デザイン学専攻修士課程
設置
アメリカ／セントラル・ワシントン大学
と交流協定締結
ベトナム国立大学と交流協定締結
エジプト／カイロ大学と交流協定締結
カザフスタン／カザフ国立経営アカデ
ミーと学術交流協定書締結
ウズベキスタン／タシケント国立経済大
学と学術交流協定書締結
イギリス提携校・セントマーク・セント
ジョン大学と交流協定締結
イギリス提携校・エクセター大学と交流
協定締結
百周年シンボルマークの制定
モンゴル／国立モンゴル大学と学術交流
協定書締結
中国／上海交通大学と学術交流協定書
締結
中国／大連外国語学院と交流協定締結
汐澤隆、第１６代学友会長に就任
小田村四郎、第１６代総長に就任
イギリス／ブリストル大学と学術交流協
定書締結

中国／南京大学との学術交流協定を締結
大学院工学研究科工業デザイン学専攻博
士後期課程増設。大学院言語教育研究科
英語教育学専攻／日本語教育学専攻修士
課程設置
大学付置研究所を改組。政治経済研究所、
人文科学研究所を設置。経理研究所を経
営経理研究所に、語学研究所を言語文化
研究所に、理工学研究所を理工学総合研
究所に変更。日本文化研究室は日本文化
研究所に改組
沼尻直、第１７代学友会長に就任
イギリス／セントマーク・セントジョン
大学と交流協定締結
インドネシア／ダルマ・プルサダ大学と
協定締結
八王子キャンパスに学生交流会館竣工
（４月開館）
日本文化研究所附属近現代研究センター
設置

韓国／大邱大学校と交流協定締結
スペイン／サラマンカ大学と国際学術交
流協定締結
国際開発研究所設置（初代所長坂田勝）
坂田勝、大学長に就任
大学院言語研究科言語教育学専攻博士課
程増設
先端工学研究センター設置
イギリス／エクセター大学と協定書締結

元号 西暦 月 事 項

平成５

平成６

平成７

平成８

平成９

平成１０

平成１１

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

８
９

１０
１

８
９

１１

６
７

１０

１
３
１１

４

１２

４

６
７

１１

１２

２

４
１２

８
９

中・韓国交樹立
国公立小中高校等、第２土曜日休校に
自衛隊PKO、カンボジアに派遣
天皇・皇后両陛下、初の中国訪問
EC１２カ国の統合市場発足
第２次戦略兵器削減条約調印。化学兵器
禁止条約調印（１３０カ国）
細川護煕内閣成立。自民党初の野党に
イスラエルとPLO、パレスチナ暫定自治
協定に調印
ECが欧州連合（EU）となる
環境基本法成立

松本サリン事件
日本人女性初の宇宙飛行士・向井千秋が
搭乗のスペースシャトル打上げ
北海道東方沖地震
大江健三郎、ノーベル文学賞受賞
阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件
米大リーグ・ドジャースの野茂英雄投手、
ナ・リーグ新人王に（日本人初）

日米首脳会談、極東有事に対し日米安保
体制の「広域化」の安保共同宣言
ペルーのゲリラ、トゥパク・アマルが日
本大使公邸襲撃
消費税率が３％から５％へ引き上げ
臓器移植法成立（１０．１６施行）
香港、英から中国に返還
タイのバーツが暴落、アジア通貨危機起
こる
北海道拓殖銀行、山一証券が破綻
宇宙飛行士・土井隆雄、日本人初の宇宙
遊泳

介護保険法成立
この年、２３年ぶりに国内総生産がマイナ
ス成長に

第１８回冬季オリンピック長野大会、日本
は男子スピードスケート、ジャンプなど、
金メダル５個を獲得
明石海峡大橋開通
NPO法施行
この年、日本の貿易収支黒字額が過去最高
国旗・国歌法成立
茨城県東海村の民間ウラン加工施設で日
本初の臨界事故

元号 西暦 月 事 項

平成１２２０００

１０

１１

２

４

１０

韓国／大邱未来大学と拓殖短期大学が交
流協定締結
韓国／慶煕大学校と協定書締結
創立百周年記念建物「恩賜記念館」竣工
（平成１１年１月）
拓殖大学ヴィジュアル・アイデンティ
ティ・システム基本デザイン制定
国際開発学部校舎建築竣工（着工平成１１
年３月）
国際開発学部（開発協力学科、アジア太
平洋学科）設置
北海道短期大学環境農学科設置。農業経
済科を経営経済科に改組
学友会設立９０周年記念祝賀会・世界支部
長会議
創立百周年記念式典挙行（天皇・皇后両
陛下行幸啓賜る）
この年の在学生１１，２２０名（大学部１０，０７１、
大学院２９３、短大５０２、北短５５８、一高１，５３６、
留学生別科１３３）

元号 西暦 月 事 項

平成１２２０００ ７
１０
沖縄県名護市で先進国首脳会議を開催
白川英樹、ノーベル化学賞受賞
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秋場 修一

秋山 義継

芦田 誠

天谷 政幸

荒川 正彦

飯森 嘉助

池田 憲彦

石崎 潮

犬養みちよ

井上 功

今井 栄一

上野 文夫

江上 勝幸

遠藤 義雄

大嶋 尚義

大久保達也

大山 展生

小川 肇

加藤 秀幸

金山 一隆

木内 稔

岸沢 輝明

木嶋 彰

木下 政司

鮫岡 英敏

国松 重雄

久保 正明

郡 荘一郎

小林 良之

今 哲四郎

堺 雄子

酒見 貞邦

笹原 一枝

佐藤 重治

佐藤伸一郎

佐野 幸夫

篠 重文

菅原 義正

杉本 宏樹

鈴木 達夫

鈴木 敏央

千田 伸也

高A順治郎

高橋 豊明

高橋 都彦

竹内 正二

竹間 淳一

田中 豊

田中 利雄

谷 重雄

趙 裕勲

塚中 正法

冨田 政憲

冨田 爽子

友部 隆教

トルセノ・A・S

中逵 清匡

野村 貴

服部 英一

服部 朋秋

福島 伸一

松尾 忠敬

松野 正志

丸山 光治

三野村暢禧

宮澤 正幸

森下 義仁

吉森 茂

若月 淳

渡辺 憲司

渡辺 裕二

写真提供者（敬称略）

個人 団体

朝日新聞社

清水建設株式会社

株式会社レオ・プランニング社

国立国会図書館

専修大学庶務部大学史資料課

東京都公文書館

ベースボール・マガジン社

毎日新聞社

読売新聞社

早稲田大学図書館

編集後記

拓殖大学創立百周年記念事業の記念出版として、拓殖

大学百年史（通史、資料集、写真集）の刊行が決定されたの

は、平成９年７月２４日であった。平成１０年３月、創立百

周年記念資料収集専門委員会の下に写真集制作小委員会

が発足し、写真集制作に当たることになった。同月２５日

開催された第１回委員会から都合２７回の会議・編集作業

を経て、この度ようやく刊行に漕ぎ着けることができた。

編集方針については相当の期間にわたって議論され、

試作版を提出するごとに様々な意見が出されたが、制作

の過程で、後に刊行される拓殖大学百年史・通史編や本

学歴史映像ビデオとできるだけ整合するように検討を重

ねながら進めた。当初の計画では本写真集を記念式典の

折りに配布し、創立記念式典の模様は別に作られる報告

書に掲載する予定であった。しかし、記念式典では当小

委員会とは別の組織で作製した写真誌が配布された。そ

こで、本写真集は百年史編纂の全体構成に倣って、通史

編と部局史編を一冊に収める構成とした。本写真集の編

集に当たっては学内外の多くの方々の協力を得て完成し

た。資料をご提供していただいた関係者並びに掲載資料

の確認整理と校正を快く引き受けてくださった創立百年

史編纂室編集委員の長谷部茂、駄場裕司、坪内隆彦の各

位に厚く御礼申し上げる。この写真集を通して拓殖大学

への理解と信頼が一層深まることになれば、監修に携

わった者として望外の喜びである。 （藤盛啓治）

写真集制作小委員会

藤盛啓治（小委員会委員長・工学部教授） 小林信雄（商学部教授）

小谷野勝巳（政経学部教授） 名和雄次郎（外国語学部教授）

橋本紀二六（理事・事務局長） ―以上委員 職名は平成１２年度時―

事務局：創立百年史編纂室 齋藤B夫 松尾圭造

写真新規撮影：細井清彦（フォト・グラファー）

278 ● Takushoku University



拓殖大学創立百周年記念写真集

平成１４年３月３０日発行

編 集 拓殖大学写真集制作小委員会

発 行 学校法人 拓殖大学

〒１１２―８５８５

東京都文京区小日向３―４―１４

制作印刷 ニッセイエブロ株式会社
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